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異能バトルは日常系のなかで３
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　当然ながら小学校というものは退学しようと思って退学できるものではない。

　義務教育をナメちゃあいかん。

　話を聞いてみればなんてことはない。
千冬
 ちふゆ

 ちゃんは昨日の帰り、担任の先生に「もう明日から来ない」と言っただけらしい。すると先生は、「うん、わかったわかった」と了承してくれたそうだ。

　……それは了承じゃなくて、流されたっていうんだよ、千冬ちゃん。

「そっか。退学、できないのか」

　義務教育のうんぬんかんぬんを伝えると、千冬ちゃんは小さくため息をついた。

　というわけで平日の早朝、
俺
 おれ

 はうちの高校の目の前にボケっと立っていた千冬ちゃんを小学校に連れていくことになってしまった。

　これで皆勤賞はなくなってしまうかもしれないが、まあ、元々そこまでこだわっていたわけでもないので別にいい。

　中学んときは、けっこうサボったりもしてたし。

「……千冬ちゃん」

「んー？」

「自分で歩いてくれない？」

　俺は背中にぐてーっと乗っかってる千冬ちゃんにお願いした。「小学校に行こう」「じゃ、おぶって」という謎の論法により、現在、小学生をおんぶ中。

「むりー」

「……なぜに？」

「つかれちった」

　そっかー。つかれちったかー。うん、じゃあしょうがないや。

　本来なら小学校への通学路で使うはずだった体力を、うちの高校までの道のりで使ってしまったため、すでにこの子の朝の体力は限界らしい。

　俺は少女一人をおぶったまま、小学校への道を進んでいく。

　千冬ちゃんは軽いからそこまでしんどくはないし、それに小学校までもそこまで遠いわけじゃない。強いて難点を
挙
 あ

 げろというのなら、通勤通学中の周囲の皆様の視線が気になるくらいである。

　とは言えしかし、文化部の体力の無さをナメちゃあいかん。千冬ちゃんはランドセル背負ってるし、俺は俺で通学カバン持ってるしな。

「……ちょ、待って、休憩を入れよ……」

　途中、人気のない公園にて、俺は千冬ちゃんを下ろして一息ついた。

「アンドー、だいじょぶ？」

　千冬ちゃんが心配そうに言った。優しい
台詞
 せりふ

 に心が癒されるが、全部お前のせいだろうがっ！　と突っ込みたい衝動にも
駆
 か

 られた。

「千冬ちゃん……悪いけど限界。てかもう、《
創世
 ワールドクリエイト

 》、使ったら？」

《
創世
 ワールドクリエイト

 》ならば、いかなる距離をも超越する『ゲート』を創造することが可能である。人目のつかないところに連れてきたわけだし、もうそろそろ異能で小学校に行って欲しかった。しかし、千冬ちゃんは首を横に振る。

「朝は人多いから、バレないようにするの、大変」

　ふむ。そりゃ、放課後になってうちの部室に来るのとは勝手が違うか。

　不可能ではないのだろうけど、バレたときのリスクを
考慮
 こうりょ

 した場合、この程度の距離だったら歩いた方がよいのだろう。

「じゃあ、普通に歩いていこうか」

「うん」

「それでさ……俺、そろそろしんどいから、おんぶ止めていい？」

「だめ」

　腕を交差してバッッテンを作る。マジかよ。どう説得しようか頭を抱えて悩んでいると、千冬ちゃんは顔を
伏
 ふ

 せて、どこか
寂
 さみ

 しそうな声で言う。

「アンドーにおんぶしてもらうの、好き」

「……え？」

「アンドーの背中、おっきくて、あったかいから、安心する」

「…………」

「頼もしくて、男らしくて、超かっけー」

「…………」

「でも……アンドーが
嫌
 いや

 なら、千冬はいい子だから、
我慢
 がまん

 する」

「お
嬢
 じょう

 さんっ！」

　気がつけば、俺は体を百八十度回転させてその場にしゃがみ込んでいた。親指をグッと立て、自分の背中を指す。

「乗ってきなっ！」

　千冬ちゃんは満足そうに
頷
 うなず

 き、ぴょんっと跳ねるように俺におぶさった。

「ありがと。やっぱりアンドーはチョロ……ううん、やさしいーい」

「いやあ、男として当然のことをしたまでですよ！」

　俺は元気よく立ち上がり、小学校への道のりを歩き出した。









「よくやった、アンドー。大儀である」

　ぜいぜいと息を切らす俺の頭を、千冬ちゃんはよしよしと
撫
 な

 でてくれた。

　朝っぱらからとんだ苦労をさせられたもんだが、千冬ちゃんに『よしよし』してもらえたから、もうなんでもいいやー。かわいいは正義である。

　息を整えてから顔を上げ、目の前にある小学校を見上げる。

　
横衣
 よこい

 小学校。

　普通の公立校であるが、最近リフォームをしたらしく、校舎や設備がいろいろと新しい。ここらでは『よっこい小』という通称で呼ばれている。

「ちーちゃーんっ！」

　校門付近で休憩していると、昇降口から誰かが駆け足でやってきた。

　パッチリとした目が印象的な女の子だった。背丈は千冬ちゃんと同じくらい。髪はオシャレな感じのポニーテール。

「もうっ、ちーちゃん！　遅いよ、心配したんだからね！　ああ、またリボン曲がってるよ、女の子なんだからかわいくしとかないと……うん、これでよしっ。それからほら、リッスンは
鞄
 かばん

 にしまって。ね？　先生に見つかったらまたお説教されちゃうから。それからそれから……」

　まくし立てるように言いながら、女子小学生は慣れた手際で千冬ちゃんの身だしなみを整えていく。千冬ちゃんも千冬ちゃんで、嫌な顔一つせずにされるがままになっていた。

　なんというか、双方、こなれた感じである。
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「うん。よしっ」

　満足そうに
頷
 うなず

 いたところで、その少女は俺の存在に気づいた。

「あっ。そ、そのっ、おはようございます」

「うん。おはよう」

　軽く挨拶を返すと、その子は千冬ちゃんに耳打ちをした。

「……ねー、ちーちゃん。この人、誰？　さっきまでちーちゃんのことおんぶしてたけど」

「この男は、アンドー」

　少女が目を見開く。それからもう一度、俺の方を向いて頭を下げ、

「あ、あなたがアンドーさんでしたか！　
噂
 うわさ

 はかねがね聞いております。うちのちーちゃんがいつもお世話になっております」

　と、まるで保護者のような言葉を述べた。

「えっと。まあ、俺は
安藤
 あんどう

 だけど……どういう噂聞いてるの？」

　まさか俺が、かつて魔王界を統治していた『
冥王
 めいおう

 ギルディア』の転生体であることを知っているというのだろうか。だとすればこの娘──生かしておけぬ！

　なんてことを考えていたのだが、

「ちーちゃんがいつも遊びに行ってる文芸部の方ですよね？　ちーちゃんから、よく話を聞きますから」

　噂はその程度のものだった。

「私はちーちゃんの友達で、
九鬼円
 くきまどか

 と申します」

「──っ!?
 」

　
戦慄
 せんりつ

 。

　全身の皮膚が一瞬で
総毛立
 そうけだ

 った。心臓が
早鐘
 はやがね

 を打つ。彼女が口にした名前は、俺の胸に深々と刻み込まれた。

　くき？

　くき、まどか、だと？

「……ねえ。『くき』って、九つの
鬼
 おに

 って書いて、九鬼？」

「はい」

「じゃ、じゃあ……『まどか』は、どういう字を書くの？」

「円周率の円で、円って言います」

　俺は立っていることさえできず、その場に
膝
 ひざ

 をついてしまう。九鬼円。その名前が俺の精神に与えた衝撃は、正直計り知れない。

　なんてこった。まさかこの子が──こんな、いかにも真面目そうな少女が、その名前の持ち主だったなんて……。

　九鬼円。

　……ちょ、ちょ、超かっけーっ！

　なにこの名前!?


　必殺技みたい！

　その身に九つの鬼を宿した一族の一子相伝の秘奥義みたい！

『この程度の相手なら三番目の《鬼》で十分だな……──我が身に眠りし
悪
 あ

 しき鬼よ、我に
仇
 あだ

 なす敵を
喰
 く

 らえ。第三の鬼、《
榊丸
 さかきまる

 》！』

　とかやってみたい！

　そして九番目の鬼だけは『絶対に呼んじゃいけない』とか言われて禁じられてんだよ！　でも強敵が現れたら使っちゃうんだよ！　それで自分の存在を喰われて暴走したりしちゃうんだよ！　けれども仲間の声で正気を取り戻すんだよ！

　うわ、胸熱っ！

「……あ、あの、アンドーさん？」

　はっ。

　いかんいかん。『九鬼円』という単語の持つ異常なまでのかっこよさに、ついついその場に
跪
 ひざまず

 いてしまった。九鬼ちゃんを女帝の
如
 ごと

 く
崇
 あが

 め、絶対服従を誓ってしまった。

「ねー、ちーちゃん……この人、大丈夫？」

「しょーがない。アンドーは、お馬鹿だから」

「そっか……。高校生って怖いなあ……」

　小学生二人からかわいそうな生き物を見る目で見られてしまった。俺は数回
咳
 せき

 払いをしながら立ち上がり、何事もなかったように話を戻す。

「なるほどね、千冬ちゃんの友達か……」

「ん。クッキーは、お友達」

　九鬼ちゃんクッキーと呼ばれているらしい。『九鬼』という名字の
禍々
 まがまが

 しさが一気に消えるニックネームだな。ううむ、残念だ。俺はきちんと九鬼ちゃんと呼ぶことにしよう。なんなら九鬼様でもいいくらいだ。

「クッキーは、学校じゃ、千冬のお母さんって呼ばれてる」

「お母さん？」

「ち、違うんです！」

　九鬼ちゃんが慌てて両手を振った。

「その……ちーちゃんっていつものんびりしてて、すっごくマイペースだから……。それで私が千冬ちゃんのこと、いろいろとやってあげてて……あ、もちろん、嫌なわけじゃないんですけど」

　ははーん。なるほど。九鬼ちゃんは、千冬ちゃんのお世話係を任されてるってわけなのか。どこぞのお姫様のように自由気ままに生きている彼女には、身の回りの世話をしてくれる友達が必要だったのだろう。

「そっか。じゃあ九鬼ちゃん。これからも千冬ちゃんのことよろしく頼むね」

　まるで千冬ちゃんの親か兄貴みたいな
台詞
 せりふ

 を述べると、九鬼ちゃんは、なぜか少しむっとした表情になり、

「……い、言われなくても、わかってます。ちーちゃんは、大事な友達ですから」

　と、面白くなさそうに言った。

「ちーちゃん。そろそろ行こう」

「ん。わかった」

「それではアンドーさん。失礼します」

「アンドー、ばいばーい」

　二人は校舎へと消えていった。

　最後、九鬼ちゃんの態度がどこかよそよそしいというか、トゲトゲしかったような……いやでも、女子小学生が見知らぬ男子高校生に出会えば、あんなもんかな。

　俺は小学校を後にして、高校へと戻る道を歩き始める。頑張ればまだ遅刻を回避できるかもしれない。

「……あ」

　途中、ふと気がついた。

「そういえば、千冬ちゃんがなんで退学しようとしたか、聞いてなかったな」

　急いでいたからすっかり忘れていた。

　まあでも、誰だって一度くらい学校を
辞
 や

 めたくなることはあるだろう。千冬ちゃんの様子を見る限り、そこまで深刻な話じゃなさそうだったし。

　そんな風に簡単に結論づけて、俺は高校への道を駆けた。









　このときの俺は、まだ気づいていなかった。

　千冬ちゃんの意図も、九鬼ちゃんの
思惑
 おもわく

 も。

　そして自分の判断が、いかに楽観的だったかということも──
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　晴天の青空の下、緑色のコートをテニスシューズで
蹴
 け

 り
着
 つ

 け、
俺
 おれ

 はボールの落下点まで一直線に突っ走る。

　上半身を
捻
 ひね

 り、しっかりとテイクバックの体勢を取った。腰の回転を利用し、ラケットの面でボールを
擦
 こす

 り上げるようにしてドライブをかける。

　腕がかすかに
痺
 しび

 れた。ボールがスィートスポットに当たった感覚だ。打った後のフォロースルーも
疎
 おろそ

 かにしてはいけない。

　打球は
鋭
 するど

 い弾道を描き、相手コートの
隅
 すみ

 へと向かう。

　俺は内心でガッツポーズを決める。

　
完
 かん

 っ
璧
 ぺき

 だ。

　出来過ぎなくらい完璧なショットである。

　速度、コース、共に申し分なし。おまけに相手は今、コートの反対側で体勢を崩している。人間の瞬発力では、どうやってもあの打球には追いつけない。

　勝った──





「──と、思った？」





　我が目を疑う。そこにいたのは、挑発的な笑みを
湛
 たた

 えた一人の少女。

　一瞬のうちに、追いつけないはずの打球に追いついていた──いや、追いついたわけじゃない。まるで最初からその場に立っていたかのように、
悠然
 ゆうぜん

 とラケットを構えている。

　過程をぶっ飛ばした、結果のみのアクション。

　くそったれ。忘れてたぜ。

　俺が今戦っている相手は──時の征服者だったということを。

　
神崎灯代
 かんざきともよ

 。

《
永遠
 クローズドクロツク

 》

　時間を止めることが出来れば、追いつけないボールなど存在しない。

　すなわち、コートの全てが彼女の支配下。

「それじゃあ……それじゃあ俺は……こんな奴と、どうやって戦えばいいんだ!?
 」

「残念だったわね、
安藤
 あんどう

 ！　これで
終わり
 フイニツシユ

 よ！」

　
卍解
 ばんかい

 を奪う敵が現れたかのようなテンションで絶望する俺に対して、灯代は得意げな笑みを浮かべながら、ラケットを振り抜く！

　放たれた打球は、俺のコートに突き刺さる──かと思いきや。

　ぱすっ……。

　と
虚
 むな

 しい音を立て、ネットに突き刺さった。

　ネーット。

　俺のポイントである。

「「…………」」

　いたたまれない空気になってしまった。

「……灯代ぉ。お前……今のシチュでネットすんなよ。時を止めてまで追いついた意味まるでねーじゃん」

　俺の絶望のリアクションを返せ。

　そして決め台詞を吐きながら
凡
 ぼん

 ミスをするな。

「しょ、しょうがないでしょっ！　意外と難しいのよ、テニス！」

　真っ赤な顔で怒鳴る灯代。

「しかも『これで
終わり
 フイニツシユ

 よ』って……」

「～～っ！　い、いいでしょ別にっ！　ちょっと言いたくなっちゃったのっ！」

「いくらなんでもルビがそのまんま過ぎんだろ」

「そこが不満だったの!?
 　決め台詞を言ったことじゃなくて!?
 」

「もっと捻りを効かせないとな。たとえば……『
児戯はこれにてお開きだ
 ゲームイズオーバー

 』とか」

「あんたの好みは知らないわよ！」

　いつも通り勢いよく突っ込んでくる灯代だった。

　まあ、そんなこんなで、俺達文芸部は現在テニスをやっていた。

　別に夏合宿でもなければスポーツ大会でもない。普段の部活の時間に、なんとなく思い立ってテニスをやっているだけである。

　普通なら、街のコートを借りたり、用具一式を
揃
 そろ

 えたりしなければならないが、ところがどっこい、うちの部員には──天地創造の力を持つ者がいるのだ。

《
創世
 ワールドクリエイト

 》

　ラケットやボールはもちろん、ユニフォームやテニスコート、引いてはこの空間そのものが
千冬
 ちふゆ

 ちゃんの創造物である。

　我が仲間ながら、本当に便利な異能の持ち主だ。言ってみれば、ラウワンを持ち歩いているようなもんだからなあ。よし。千冬ちゃんの二つ名に『
匣の中の楽園
 ポケツトラウンドワン

 』を追加しておこう。

「しかしまあ、確かに難しいよな、硬式テニス」

　俺はラケットを見下ろしながら、ため息混じりに言った。

　テニスの心得がある
彩弓
 さゆみ

 さんからひと通り基礎を教わったものの、上手くいかないこと山の
如
 ごと

 し。まずサーブが上からじゃ入らないし、ラリーでも強打するとだいたい場外ホームランになってしまう。

　一時間ほど練習して、なんとかラリーが形になってきたレベルだ。

「私とあんたのレベルじゃ、まだ試合は早かったかもね。せめてあっちぐらいの実力がないと……」

　言いつつ、灯代は隣のコートに視線を移した。

　そちらでは彩弓さんと
鳩子
 はとこ

 がラリーを繰り広げている。スパン、スパン、という軽快な打音とともに、ボールが行ったり来たりを繰り返す。

　レベルたけー。ちゃんとラリーが成立してるよ。

「彩弓さんはまだしも、鳩子がここまでできるとは思わなかったわ」

「あいつ、中学んときソフテニやってたからな」

　鳩子は意外と運動が得意だったりする。トロそうに見えて運動神経はなかなか悪くない。硬式と軟式じゃ勝手が違うだろうが、通じるものもあるのだろう。

　彩弓さんが上手いのは……まあ、そういうもんとして受け入れている。あの人が下手だったりしたら、逆にそっちの方が驚きだ。

　ボールがネットにかかり、ラリーが止まる。すると、彩弓さんがスコートのポケットから新たにボールを取り出してサーブを打った。

　スコート。

　そう、スコートである。

　俺達は全員、テニスに
相応
 ふさわ

 しいファッションに身を包んでいる。女子は全員、ポロシャツにスコート。彩弓さんに至ってはサンバイザーまで着用する本格っぷりだ。

　このファッションも千冬ちゃんの創造物。マジで応用力がすごい異能だぜ。

「…………」

　いやあ、しかし、なんでテニスってのはスコート
履
 は

 くんだろうなあ。

　動くたんびに、ちらちら、ちらちらって……なんと言えばいいのだろう。
嬉
 うれ

 しいとか、興奮するとかじゃなくて、気が気じゃないってのが正直な感想だ。

　見ていいんだか、悪いんだか。

「……どこ見てんのよ、あんた」

　俺の視線の先に気づいたらしく、灯代がジトッとした目で
睨
 にら

 んできた。

「やらしー……」

「ばっ、おま、見てねーし！　見えそうで見えない感じがたまんねー、とか考えてないから！」

　ラケットで突っつかれた。地味に痛い。灯代は思い出したようにスコートの
裾
 すそ

 を押さえ、顔を赤らめながら刺すような視線を向けてくる。俺は慌てて抗議する。

「だ、だいたいっ、スコートの下は見せていい下着
穿
 は

 いてんだろ!?
 　パンツじゃないから
恥
 は

 ずかしくないんだろ!?
 」

「確かにアンスコ穿いてるけど……でも、いやらしい目で見られんのは嫌なの」

　はあ。この辺が女子のめんどいところだよなあ。

　自分から際どいファッションしといて、それで見たら
蔑
 さげす

 まれるってさ……もう男はどうしたらいいのよ？

「だったら普通にジャージでやればいいのに」

「それは……その、やっぱ、テニスウェアって一度ぐらいは着てみたいし……」

　ふうむ。そういや鳩子も、ソフテニを始めた理由は「ユニフォームがかわいいから」だったな。もしかすると、テニスウェアというのは全女子共通の
憧
 あこが

 れなのかもしれない。

「ていうか、ファッションに関してあんたにとやかく言われたくないのよ。なによ、あんたのその着こなし……」

「ああ？　なんだよ、俺のどこに問題があるって言うんだ？」

　俺のファッションは、半
袖
 そで

 とハーフパンツと長袖ジャージ。今日は包帯も巻いてないし、指ぬきグローブも着けてない。

　灯代に非難されるポイントは
一切
 いつさい

 ないはずだ！

「その、長袖ジャージを、袖を通さないで羽織ってるとこ……」

　すごく具体的に指摘された。

「え？　なんでだよ、これ、かっこいいだろ？」

　自分のファッションを改めて確認する。うん、かっけーな。ジャージをマントみたいに羽織るのって、やっぱりかっけーわ。

　風格っていうの？

　なんかそんなのが全身から
滲
 にじ

 み出ている気がする。

「……それ、強豪校のキャプテンにしか許されないファッションだから。しかも、漫画限定で」

「ええ、
嘘
 うそ

 だろ……。俺がどんだけ苦労してこの『風格スタイル』を維持してたと思ってんだよ。このジャージのせいで肩が全く上げらんなかったんだぞ……」

「どうりでスマッシュを打たないと思ったわ……」

「日常のアイテムを上手く使いこなしてファッショナブルに決めたと思ったのに……」

「あんたって、ほんっと、どんな
些細
 ささい

 なアイテムでも
厨二
 ちゆうに

 力を見出すわよね……。
呆
 あき

 れを通し越して感心するわ」

　灯代はやれやれと息を
吐
 つ

 いた。

「そのジャージを羽織ったスタイルでまともにテニスができるのなんて、テニプリの
幸村
 ゆきむら

 ぐらいしかいな──」

「ストップ」

　俺は手を前に突き出し、灯代を制した。

「な、なによ……」

「簡単に他作品の名前を出すな。
安易
 あんい

 なパロディしてんじゃねーよ」

「…………えええええええええええええええええええええええええええっ!?
 」

　灯代は裏切られたような表情で絶叫した。

「い、
今更
 いまさら

 なに言ってんの!?
 　てか、あんたにだけは言われたくないんだけど！」

「まあまあ、聞けって」

　詰め寄ってくる灯代を
宥
 なだ

 めながら、俺はずっと考えていたことを口に出す。

「今回は、一切のテニプリネタを禁止しようと思うんだ」

「なんで!?
 　なんのために!?
 」

「お前らがみんな、『テニスかあ。じゃ、安藤がテニプリネタをやりまくるんだろうなあ』って空気を
醸
 かも

 し出してるからだ」

「自意識過剰よ！　そんなこと誰も考えてないから！」

　ふん。そうは言いつつも、どうせあれだろ？

　百八式とか、安藤
王国
 キングダム

 とか、そんなネタやると思ってんだろ？

　満を持してのテニス回だったら、テニプリのパロディが満載だと思ってんだろ？

　甘い。甘いぜ。

　やるだろうなあ、って思われたら、やらないのが俺。

　人と同じことはしたくない。レールに乗った人生なんて真っ平だ。人の予想はとりあえず裏切りたい。期待されたら常にその上を行きたい。

「常に道無き道を
征
 い

 く──
それが俺だ
 イッツミー

 」

「……その、変に他人の思い通りを
嫌
 きら

 うとことか、本当に厨二
臭
 くさ

 っ……」

「だからってわけじゃないけど、テニプリ以外のテニス漫画はむしろ積極的にパロディして行こうと思う──うお！　彩弓さん、強烈なフラットショットだ！　まるで赤い弾丸だぜ！　おおっと、鳩子の打球がネットイン！　ロイヤルフェニックス一号かよ！」

「ごめん！　私、全っ然ついていけない！」

　灯代がギブアップ宣言をしたところで、彩弓さんと鳩子がラリーを止めて、こちらに歩いてきた。

「そろそろメンバーチェンジをしましょうか？」

　彩弓さんの提案に、全員が
頷
 うなず

 く。千冬ちゃんは異能を発動して以降、
日陰
 ひかげ

 の方ですやすやと眠っているので、今まで通り四人でテニスをすることになった。

　グーパーの結果、今度は鳩子と打ち合うことになった。

「行くよ、ジューくんっ！」

「くくっ。とびっきりの悪夢を見せてやろう。……あと、上からサーブ禁止ね。速くて返せないから」

「おっけー」

　小声の提案を
快
 こころよ

 く引き受けてくれる鳩子は、かなりいい奴だった。

　鳩子がボールを軽く投げ、アンダーサーブを打つ。

「てぇい。ふぁいやーぼーる」

　え？

　ファイヤーボール？

　嫌な予感がするが、ポーン、と飛んできたボールに対し、俺は反射的にリターンの体勢に入る。

　その瞬間──ボールが発火した。

　ボォ、と音が聞こえそうなほどに燃え盛った。

《
五帝
 オーバーエレメント

 》の一つ、火の力！

「う、うおおおおおおおっ！」

　俺は反射的に飛び
退
 の

 いてしまう。

　
怖
 こわ

 っ！

　ファイヤーボール怖っ！

　だって燃えてるんだもんっ！

「あー。ジューくん、
避
 よ

 けちゃ駄目だよー。ちゃんと返してよー」

「返せるかこんなもん！」

　燃える魔球。

　小学生向けの漫画当たりに出てきそうな必殺技で、悪く言えばちょっと安直な必殺技だが……実際に
目
 ま

 の当たりにしてみるとこんなにも恐ろしいものだったのか。

　リアルファイヤーボール、こえー……。

「うーん。そっかー……。炎を使えるジューくんなら、燃える魔球も返せると思ったんだけどなあ」

　おそらく悪意はないのだろうが、鳩子は微妙に挑発的な
台詞
 せりふ

 を述べた。

　そんなことを言われたら、黙っていられる俺ではない！

「くくっ。面白え……。
焔
 ほのお

 使いとして、どっちが上かはっきりさせとこうじゃねーか」

　俺はラケットを持った右腕を前に突き出した。

　そして
穢
 けが

 れた
忌
 い

 むべき力を解放するために──解呪の呪文を
詠唱
 えいしよう

 する。

「我こそは
混沌
 こんとん

 の覇者なり。
深淵
 しんえん

 に揺れる
煉獄
 れんごく

 の
業火
 ごうか

 よ。
歪曲
 わいきよく

 する
昏
 くら

 き──」

「あーっ！　ジューくんごめん！　もう打っちゃったよーっ！」

「──ほむ……え？　うわああっとぉっ！」

　詠唱の途中で止め、慌ててボールを打つ体勢に入る。が、テイクバックが間に合わず、見事に空振ってしまった。

「鳩子っ！　お前、詠唱の途中で攻撃すんなって何回言ったらわかるんだよ！」

「だってだってーっ！　ジューくんがいきなり唱え始めるから悪いんだよ！　ちゃんと『これから唱えます』って宣言してからやってよ！」

「嫌だよっ！　詠唱はいつでも突然なの！　異能バトルではどいつもこいつも唐突に唱え始めるもんなの！　そして敵は空気を読んで詠唱が終わるのを待ってるもんなの！」

「むうっ！」

「……ったく、お前って奴は……」

　深くため息を吐く。もう一度今から呪文を唱えるのはなんとなく決まりが悪かったので、今度は詠唱破棄して異能発動。

《
黒焔
 ダークアンドダーク

 》

　闇を煮詰めたような黒さを有した焰が、右腕の周りを漂う。

　いつもながらヤバイほどにかっちょいい焰だが、今日はこれじゃ終わらない。これから我が
火焔
 かえん

 で、右腕とラケットを合わせてコーティングする計画だ。

　形態変化。以前、黒龍を
創
 つく

 ったときに鍛えたスキルが求められる。

　俺は目を閉じ、意識を集中する。

　イメージは……そう、念能力における〝
纏
 てん

 〟の応用技〝
周
 しゆう

 〟のような感じだ。

「……ぬあああああああ！」

　全身全霊を
以
 も

 って《
黒焔
 ダークアンドダーク

 》を形態変化！　雄叫びを上げつつ、右腕とラケットを黒きオーラで
纏
 まと

 う。調整、調整、調整……！

「…………」

　できなかった。

　うん。やっぱり形態変化は意外と難しい。無理なもんは無理だからさっさと
諦
 あきら

 めて、普通にテニスをするとしよう。

「よし。鳩子、いくぞー」

「おっけー」

「諦め早っ！　じゃあ今の
件
 くだり

 はなんだったの──ぐふっ！」

　隣のコートから突っ込みを入れてくる灯代だったが、後半はなぜか
呻
 うめ

 き声になっていた。

「ああ、灯代さん！　ラリーの途中で突っ込みをしたら
危
 あぶ

 ないですよ！」

　彩弓さんは心配そうに叫ぶ。灯代は脇腹を押さえて
蹲
 うずくま

 っていた。彩弓さんのショットがヒットしたらしい。

「……よ、よくもやったわね、安藤」

　いや、俺悪くないだろ。
恨
 うら

 むなら自分の突っ込み根性を恨め。

　俺は視線を自分のコートに戻す。

「鳩子。もう一回ファイヤーボール打ってこい。今度はちゃんと返してやっからよ」

「わかった。いっくよー」

　そうして、燃え盛るテニスボールが再び俺のコートに舞い降りる。うお……やっぱり怖い。でも二回目だけあって、初回ほどビビることはなかった。

　お、落ち着けっ、大丈夫だ。
剣心
 けんしん

 も
志々雄
 ししお

 戦で言ってたじゃないか。『火炎に
惑
 まど

 わされるな。火炎自体の殺傷力は決して高くない』って。

　ボールの中心を、見据えて返す！

「うおおおお！」

　己の中の恐怖に打ち勝った俺は、
渾身
 こんしん

 の力でラケットをフルスイング。

　その結果は──

「ガ、ガットに穴が
空
 あ

 いたぁ──っ！」

　ヒットした瞬間、ジュッ、と
焦
 こ

 げるような音と匂いがしたかと思えば、ガットの中心が見事に欠損していた。

　そりゃそうか……。ガットってのは、素材的に考えて熱に弱いもんな。

「ふっふっふー。どうだジューくん」

「どうだ、じゃねーよ。絶対返せねーじゃん、こんなの……」

「えー。でも、彩弓さんは普通に返してたよ」

「マジで!?
 」

「うん。ヒットの瞬間にガット直して、普通に返して来たよ」

「……ああ、《
始原
 ルートオブオリジン

 》を使ったってことか」

　なんとまあ、そんな攻略法があったとは。俺の知らないところで、実にハイレベルな異能テニスが繰り広げられていたようだ。

　ファイヤーボールを返すのは、俺では不可能っぽかったので、俺と鳩子は普通にラリーをすることにした。

　ちなみに、ガットが切れたラケットはすぐに交換した。千冬ちゃんが最初にいっぱい作ってくれたので、ラケットのスペアは山ほどあるのだ。

「……っと。悪い、ミスった！」

　ラリーの途中。

　ボールがフレームに当たってしまい、打球が見当違いな方向に飛んでいった。

　完全なるアウトボール。

「大丈夫だよー」

　コートの向こうで鳩子がのんびりと
呟
 つぶや

 いた。

　次の瞬間、脇から風が吹いた。《
五帝
 オーバーエレメント

 》の一つ、風の力。局所的な突風により、アウトになるはずだった打球は、鳩子の手元に吸い寄せられる。

　吸い寄せた打球を鳩子が丁寧に打ち返し、そのままラリーが再開した。

　なるほど。風を操ることができれば、どんな打球であろうと、その場から一歩も動かずに打つことができるというのか。

　まるで
手塚
 てづか

 ゾ──っと、テニプリネタは禁止だったぜ。

「くくっ。《
五帝
 オーバーエレメント

 》よ。貴様にも聞こえるようだな──風の声が」

「え。風って声あるの？」

「ああ、あるぜ。風に愛されし者にしか、その声を聞くことは叶わんがな」

「へえー。どんな声なの？　いい声？」

　真顔で問い返して来やがった。

　いやお前……風の声ってのは、なんていうか、いわゆる一つの
比喩
 ひゆ

 表現だから、具体的なこと聞かれたらなんとも言えないっていうか……。

「え、えっと……、か、
風邪
 かぜ

 声かな？」

「風邪声!?
 」

「うん。風さんって、風邪ひきやすいんだよね。風だけに」

「そっかー。じゃあさ、普段はどんな声なの？」

「そ、それは……うん、まあ……アニメ声だな」

「アニメ声!?
 」

「風さん、自分がアニメ声なこと気にしてんだよ。だから滅多にしゃべらないんだ」

「そうだったんだー……。あ、なるほど！　だから愛した人にしか自分の声を聞かせないんだねっ」

「そ、そうなんだよ！」

「うわー、なんかロマンチックな話だねー」

「だ、だろう？　ほら鳩子。くっちゃべってないでラリーに集中しようぜ」

「はーい」

　会話を強制的に終了し、ラリーを再開。

　しばらく打ち合っていると、
隅
 すみ

 っこで寝ていた千冬ちゃんが起きた。ゆっくりとしたペースでこちらに歩いてくる。

「千冬も、テニス、やる」

「おう。やるか、千冬ちゃん」

　というわけで、再びメンバーチェンジ。

　今度は俺と千冬ちゃんでラリーをすることになった。

「くくっ。
姫木
 ひめき

 千冬よ。きみ程度の実力で、この俺の相手が
務
 つと

 まるかな？」

　ようやく実力的に優位に立てる相手との対戦となったので、俺はここぞとばかりに胸を張った。

　すると遠くの方で、女子高生陣がひそひそ話を始めた。

「……あいつって格上には
媚
 こ

 びへつらうくせに、格下相手にはやたらと偉ぶるわよね」

「バトル漫画の第一話で、主人公にあっさりとやられる小悪党を
彷彿
 ほうふつ

 とさせますね」

「ジューくん、正直、あんまりテニス上手くないからねー」

　三者三様の
刃
 やいば

 が俺を傷つける。

　くそぅ。いいじゃんかよ。ちょっとぐらい余裕ぶっこいても。

「アンドー。千冬をナメてもらっちゃ、困る」

　コートの向こう、対戦相手である千冬ちゃんが得意な様子で言う。

「テニスは、やったことない。でも、千冬には《
創世
 ワールドクリエイト

 》が……ある！」

「くっ！」

　そうか。まだ調子に乗るのは早かったな。

《
創世
 ワールドクリエイト

 》

　万物を創造できる彼女の異能は、使い勝手の良さが半端じゃない。

　物質はもちろん、異空間までも創造できるこの異能は、いかなるシチュエーションであろうとも応用が効く。

　また、『鳩子や俺とキャラがかぶるから』という理由で使用を禁じているが、その気になれば、炎や水を創ることだって可能だ。

　なんでも
創
 つく

 れる異能──その恐ろしさは、計り知れない。

「あ、間違えた」

　俺がごくりと息を呑んだところで、千冬ちゃんは訂正を口にする。

「千冬には《
酢豚
 パイナツプル

 》が……ある！」

「いやいやいや！　その能力名は禁止って言ったでしょ！」

　前にちょっとそんな話になったけど……千冬ちゃん、まだ諦めていなかったのかよ。

「《
創世
 ワールドクリエイト

 》よりも《
酢豚
 パイナツプル

 》がいい」

「
駄目
 だめ

 だってばっ！　《
創世
 ワールドクリエイト

 》の方が絶対かっこいいって！」

「千冬の異能は、この世界にはあるはずのないものを創る力……。そう、それはまるで、
酢豚
 すぶた

 にパイナップルを入れるかのように……」

「それっぽい由来を語らないでよ！」

　定着しちゃうからさ！

　段々とそっちが本物みたいになっちゃうからさ！

「むー」

　不満気に
唇
 くちびる

 を
尖
 とが

 らせる千冬ちゃん。

「千冬の異能なんだから、千冬の好きにしたい」

「ぐ……」

　それを言われたらおしまいだ。けれど、諦めたらそこで試合もおしまい。ネーミング変更の危機に
晒
 さら

 された俺は、必死になってねちっこく粘る。

「で、でもさ、《
創世
 ワールドクリエイト

 》、かっこいいでしょ？　ワールドだよ、ワールド！　世界だよ、世界！　能力名に世界入ってたら、そいつは絶対ラスボスクラスの存在だよ！」

「じゃ、《
創豚
 ワールドパイナツプル

 》にしよ」

「混ぜるな危険っ！」

　
創豚
 ワールドパイナツプル

 ってなんだよ!?


　豚を創るの!?
 　養豚の異能!?


「せっちゅーあん」

「
折衷
 せつちゆう

 案は必ずしも双方に利益をもたらすとは限らないのだよ……」

　俺は深々とため息を吐く。すると千冬ちゃんも、
呆
 あき

 れた様子で息を吐いた。

「しょーがない。千冬はいい子だから、《
創世
 ワールドクリエイト

 》で我慢する」

「……ほ、ほんとに？」

「うん」

「やったーっ！　いっやっほう！」

　俺の
粘
 ねば

 り勝ち！　これで俺のネーミングは守られたぜ！

　千冬ちゃんが、駄目な弟を見守る優しい姉のような目でこっちを眺めているけど──小学生からそんな目で見られちゃってるけど、そんなことは全然気にならない。

　小四相手に
粘
 ねば

 り勝ちしたけど、大人げないとか
微塵
 みじん

 も思わないぜ！

「アンドー。千冬の《
創世
 ワールドクリエイト

 》、とくと味わうがいい……」

　千冬ちゃんが不敵な様子で
呟
 つぶや

 き──次の瞬間、異能が発動。

《
創世
 ワールドクリエイト

 》

「なん……だと……？」

　俺は絶句した。

　……あ、絶句じゃねーや。俺、『なん……だと……？』ってしゃべってた。

『フハハハッ！　笑えない冗談だな！』って抜かす奴みたいになっちゃったよ。

　とにかく、それぐらい
驚愕
 きようがく

 したということだ。異能を発動した千冬ちゃんの姿は、俺から言葉を奪うには十分だった。

　
極
 きわ

 めて使い勝手がいい《
創世
 ワールドクリエイト

 》。

　テニスという競技にて、創世の主がいかな戦法に出たかというと──

「にとーりゅー」

　千冬ちゃんは、自信満々な様子で言った。

　右手には、ラケット。

　左手には、ラケット。

　俺は……なんとも言えない脱力感に包まれていた。

　せっかくの万能異能を使っての策が、ただの二刀流なのかよ……。

「アンドー」

「な、なに？」

「１＋１は……２」

　キリッとした顔で言う千冬ちゃんだった。世界の新法則でも発見したかのような、これでもかってほどのドヤ顔である。

「つまり、これで千冬の強さは……二倍っ」

　彼女の脳内計算ではそういうことになってるらしい。ボケではなく、マジで言ってるっぽいので、そっとしておいてあげよう。

　そもそも、ラケットを二本持つのってルール上どうなんだろう？　剣道だと、二刀流はいわゆるグレイゾーンらしいけど。

　まあしかし、万が一ルール上問題がなかったところで、テニスで二刀流をやるメリットはないだろう。

　そのことを経験から学んでもらうために、俺は二刀流に対しては特に突っ込まずにラリーを開始することにした。

　で、結果──

「あうっ……あうー」

　千冬ちゃん、
利
 き

 き腕じゃない方のラケットを持て余すの巻。

　ザ・どっちつかず。

　いやー、ここまでオチが読める展開も珍しいな。

　てかまあ……うん。小学生のとき、俺も同じようなことやってたからね。野球でも卓球でも二刀流やったからね。

　二刀流、かっけー。

「こ、こんなはずじゃ……」

　一球たりともまともに返せなかった千冬ちゃんは、がっくりと落ち込んでいた。

「千冬ちゃん、とりあえずラケットは一本がいいんじゃ──」

「そうだ」

　アドバイスの途中、千冬ちゃんはハッと顔を上げた。なにか
閃
 ひらめ

 いたらしい。

「これでどうだっ」

　そう言いながら、千冬ちゃんは両手のラケットをくるりと
翻
 ひるがえ

 した。通常の握りとは逆にグリップを握り締める。

　すなわち──

「
逆手
 さかて

 二刀の構えだと!?
 」

　まさか
回天剣舞六連
 かいてんけんぶろくれん

 を放つつもりか!?
 　先代
御頭
 おかしら

 の技である
御庭番
 おにわばん

 式
小太刀
 こだち

 二刀流を独学で極めたというのか!?


「これで千冬の強さは……四倍っ」

「意味不明な計算が出た!?
 　さっきまではかろうじて残ってた説得力が完全になくなっちゃったよ！」

　いやしかし──なんだ、このかっこよさは。

　逆手二刀の構えを取った千冬ちゃんは、
残虐
 ざんぎやく

 なる戦士の如きオーラを纏っていた。ロリと
残忍
 ざんにん

 性のミスマッチが、表現しようのない背徳的な魅力を
醸
 かも

 し出している。

　くそっ。かっこいいじゃねーかよ。

　ま、負けられねえ……！

　心の奥深くで得体の知れないライバル心が燃え始めた俺は、千冬ちゃんの魅力に対抗すべく、スタイリッシュの局地を目指す。

　ぽい、と。

　俺はラケットを放り投げた。からんからん、と乾いた音を立てながら、コートの外でラケットが転がる。

　唯一の武器を捨て、丸腰となる。

　二刀流に対抗する唯一の手段。

　そっちが二刀流ならば──こっちは無刀流だ！

「ボールはラケットで打つんじゃねえ──魂で打つんだ」

　だらん、と両手を下げ、脱力し切った体勢で構える。体中のどこにも無理な力がかかっていない、完全なる自然体の構え。

　
後
 ご

 の
先
 せん

 に特化した、無刀のままでの
無形
 むぎよう

 の
位
 くらい

 。

　波一つ立たない湖面の如く、俺の心は穏やかだった。

　我が心は、仏教でいうところの『
空
 くう

 』の境地にある。

　心と身体が風に溶けてゆく。一陣の風となりて、広大なる大地を
巡
 めぐ

 る。
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　今なら聞こえる──風の声が。

　風さんの、アニメ声が。

「……面白い。さあ来い、アンドー」

　千冬ちゃんは改めて二刀を構えた。

　無刀対二刀。

　真剣を持つ侍同士が
対峙
 たいじ

 しているかのような緊迫感が漂い始める。空気が痛いほどに張り詰め、
頬
 ほお

 を冷たい汗が伝った。

　互いに構えを崩さぬまま、目を
逸
 そ

 らさずに
睨
 にら

 み合う。

　静か──だった。

　ともすれば、互いの鼓動の音が聞こえそうなほどに。

　まばたき一つ許されない戦場の
刹那
 せつな

 ──俺はふと、思い至った。

「…………」

　こっからどうしよう……？

　この状況から、なにをすればいいの？

　千冬ちゃんは両手ふさがってるから、ボール出せないし……ってことは、俺がボールを手で投げなきゃなんないのかな？　いや、投げてどうすんだよ。

　どうする、構えを解くか？　でもここまで決めといて、今更そんなことはできないだろう。今、完全に先に動いた方が負けるみたいな空気だし……。

　やべーよ、戦いがいつまで
経
 た

 っても始まらねーよ。

　二人がただただ睨み合うという、珍妙な構図が出来上がっちゃったよ。

　こりゃ解説役の誰かが、「あいつらの脳内ではすでに戦いが始まっている」とか言ってくれないと
締
 し

 まらねーぞ……。

　凶悪な笑みを維持しながら内心で焦りまくっていると、千冬ちゃんが「ふっ」と不敵に微笑んだ。

「アンドー。千冬には、まだ、奥の手がある」

「な、なんだと!?
 」

　まだ初手も使ってないのに奥の手を使うのかよ。大盤振る舞いだな。

　千冬ちゃんは再び《
創世
 ワールドクリエイト

 》を発動し、奥の手とやらを見せてくれた。

「これで、四本」

「四つのラケットを自在に操っている!?
 　トリックタワーの
無限四刀流
 むげんよんとうりゆう

 の人かよ！」

「さらに、六本」

「指の間にラケットを六本
挟
 はさ

 んで持った!?
 　レッツパーリィの人かよ！」

「さらに、十本」

「特殊な手袋で十本だと!?
 　キャプテンクロの『猫の手』かよ！」

「さらに、無限」

「空中から無数のラケットが!?
 　『
王の財宝
 ゲート・オブ・バビロン

 』かよ！」

「さらに、下からも」

「地面から
剣山
 けんざん

 みたいにラケットが!?
 　我が必殺の『
刀幻境
 とうげんきよう

 』かよ！」

「そして──やっぱり一本に」

「全てのラケットを圧し固め、一振りの究極のラケットにしただと!?
 　『
終景
 しゆうけい

 ・
白帝剣
 はくていけん

 』かよ！」

　つーか！

　なんでせっかくの天地創造の力を、ラケットを増やすことにしか使わないんだよ！

　俺が突っ込みに疲れて息を切らせていると、千冬ちゃんはコートの向こうで、ラケットを全て消し、

「つかれた」

　と言って、コートから出ていった。

「え？　千冬ちゃん、もういいの？」

「もう、じゅーぶん、たんのーした」

「で、でも、千冬ちゃんまだ一回もまともにボール打ってないんじゃ……」

「ボールを打たなくても、テニスは楽しい」

　深いようで浅いようで、やっぱり浅い台詞を言う千冬ちゃんだった。

　うーむ。まあ、いいか。本人が楽しかったっていうなら。

　ほんの数分のやり取りで体力を使い切ってしまったらしい千冬ちゃんは、再びコートの隅っこに行って横になった。

　なんとなく消化不良な気分になっていると、

「なにやら物足りなさそうな顔をしてますね、安藤くん」

　こちらの心を呼んだかのような台詞を述べながら、彩弓さんが近づいてきた。

「それならば、私と存分に打ち合いましょうか」









　彩弓さんの《
始原
 ルートオブオリジン

 》は、俺達の持つ異能の中で唯一、攻撃力がない異能である。

　……うん。唯一だ。誰がなんと言っても唯一だ。俺の《
黒焰
 ダークアンドダーク

 》は攻撃力あるからね。いざというときの攻撃力がマジパネーからね！

　ともあれ、《
始原
 ルートオブオリジン

 》には実質的な攻撃力は備わっておらず、だからテニス勝負ではそこまで活用することができないだろう。少なくとも、他の三人ほどぶっ飛んだ攻撃を食らうことはないはずだ。

　俺はそんな風に高をくくっていた。

　しかし、俺は失念していた。《
始原
 ルートオブオリジン

 》よりもよっぽど恐ろしい、
高梨
 たかなし

 彩弓のキャラクターを──

「あらあら安藤くん。もう終わりですか？」

　コートに膝を突いた俺を見下ろしながら、彩弓さんはどこぞの女王様のような笑みを浮かべていた。

「……はあ、はあ、く、くそぅ……」

　息が辛い。足が痛い。もう肩が上がらない。肩に羽織っていた
風格
 ジヤージ

 もどこかに飛んでいった。

　二十分弱のラリーでわかったことが二つ。

　一つ。彩弓さん、テニス激うま。

　そしてもう一つ。テニスは、強者が弱者をいびり出すとリンチ……。

　左右にこれでもかってほどに走らされ、ドロップショットで前に落としたと思えば、今度はロブで後ろに走らせて……コースを予測して動いたら裏をかかれ……。

　もう何回アンクルブレイクされたかわかんねーよ。

「うぅ、
酷
 ひど

 いっすよ、彩弓さん……。もっとこう、
指導碁
 しどうご

 的な感じで、優しくしてくださいよ」

「なにを言ってるんですか。これも立派な指導ですよ。全部安藤くんの返せるところに打ってるんですからね」

　確かにそうなんだが、だからこそ逆に辛い。俺が本気で走ったらギリギリで届くようなとこにばっかり打ってくるから、すごい勢いで体力を消費してしまう。

　ある意味素晴らしく練習になってるとは思うけれど……テニス部でもないのにこんなスパルタな特訓を受けるのは嫌だ。

「さあ。立ってください安藤くん。私がもっといじめて──いえ、練習相手になって差し上げますよ」

　彩弓さんは実に楽しそうに微笑んでいた。ドＳモードである。

　俺が恐怖と疲労で立ち上がれずにいると、彩弓さんはサディスティックな笑顔を消し、穏やかな笑みを浮かべた。





「しっかりしなさい。あなたは──ギルディア・シン・
呪雷
 ジユライ

 なんでしょう？」





「──くくっ」

　俺は笑った。笑うしかない。
嗤
 わら

 うしかない。

　彼女が放った台詞は──俺にとってはこれ以上ない
激励
 げきれい

 だった。この世に存在するいかなる言葉よりも、俺の魂を奮い立たせる！

「『コート上の
狂戦士
 ベルセルク

 』と呼ばれた、俺の力を
魅
 み

 せてやろう」









　で、どうなったかというと。

「ほら安藤くん。走って走って」

「ふんがっ！」

「はい、次はこっちですよ」

「ぬあああ！」

「今度はこっち……とみせかけてこっち！」

「ええ……うああっ！」

「うふふふふ」

　三分も経たない内に、俺は再びコートに
崩
 くず

 れた。

「あらあら。『コート上の
狂戦士
 ベルセルク

 』の力はそんなものですか」

「う、うぅ……」

　イビられている。文化系の部活なのに、先輩からイビられているよ。

「どうでもいい話ですが……ベルセルクはノルウェー語ですから、コートが英語である以上、二つ名は『コート上の
狂戦士
 バーサーカー

 』とした方が、統一感が出ていいかもしれませんね」

「え？　ベルセルクとバーサーカーって同じ意味なんですか？」

「ベルセルクとは、もともと
北欧
 ほくおう

 神話に登場する戦士のことですよ。それを英語読みしたのがバーサーカーです」

　へえー。そうだったんだ。狂戦士のルビはベルセルクだろう、と勝手に思い込んでいたけど、ベルセルクとバーサーカーって、元々は同じ意味だったんだ。

「安藤くんはそんなことも知らずに自分の二つ名を決めたんですか？」

　彩弓さんが見下げ果てたという感じで言った。

　くそ。テニスで負けた上に、本来なら俺のフィールドであるはずの、かっこいい単語の知識でも負けてしまった。

　完全敗北である。

「安藤くん」

　俺が
屈辱
 くつじよく

 から立ち上がれずにいると、彩弓さんは穏やかに微笑んだ。





「しっかりしなさい。あなたは──ギルディア・シン・呪雷なんでしょう？」





「──くくっ……はあ」

　俺は笑──おうかと思ったけど、さすがに無理だった。

「しっかりしなさい。あなたは──ギルディア・シン・呪雷なんでしょう？」

「……いや、彩弓さん。その台詞を言ったら俺が、立ち上がるっていうパターンはそろそろ止めませんか？」

　一回目はなんとなくノッてしまったが、もう無理だ。

　天丼にしてもイマイチ面白くないぞ、このネタ。

「そうですか。残念ですね。せっかく安藤くんを馬車馬の如くこき使うキーワードを手に入れたと思ったのに」

「……そういえば、彩弓さんもいましたね、灯代が、この台詞を言ったとき」

　数日前のことだ。

　夕焼けに染まった川沿いの道。

　灯代の
悪戯
 いたずら

 っぽい笑顔。

　胸に立てられた小さな拳。

　あのとき──折れかけていた俺の心を、灯代が支えてくれたのだ。

「あのとき──私もすぐそばにいたというのに、安藤くんと灯代さんが完全に二人だけの世界に入ってしまいましたからね……私、
若干
 じやつかん

 、イラっとしてたんですよ」

「イラッとしてたんですか!?
 　あの名シーンの横で!?
 」

「だからこうしてあのときの名台詞を連呼することによって、あの名シーンを安っぽくしようかと思いまして」

「なんて
迂遠
 うえん

 かつ
卑劣
 ひれつ

 なやり方！」

「まあ、いわゆる一つのセルフパロディですね」

　彩弓さんは言った。

　セルフパロディ。簡単に説明するなら、自作で自作をパロディすることだ。

　たとえば、ディズニーの作品でありながら、ディズニーの世界観を逆手に取ったような映画である、『魔法にかけられて』などがその例だろう。

　彩弓さんが仲間である灯代の台詞を真似たことも、まあ、広い視点で捉えればセルフパロディとなるのかもしれない。

「しかし、セルフパロディも
存外
 ぞんがい

 難しいものですね。思ったより面白くなりませんでした」

「……人の台詞をパロディして、スベらないでくださいよ」

「これはひとえに、パロディ元である安藤くんの責任ですね」

「パロディでスベったときに、パロディ元のせいにするのは人として最低ですよ！」

　俺は大声で叫び、それからぐっと拳を握りしめる。

「一つのギャグに、自分とパロディ元の二つの命運をかける。それがパロディの笑いであり、スベれば自分は
勿論
 もちろん

 パロディ元の命運も尽きる。パロディギャグをする者は
如何
 いか

 なる敗北も許されない。それだけは
肝
 きも

 に
銘
 めい

 じておくでござるよ」

「剣心による
活人剣
 かつじんけん

 の教えかっ！」

　と、後頭部に軽いチョップを喰らった。

　この的確な突っ込みは──

「灯代」

　振り返ると、頬をやや紅潮させた灯代がいた。俺への突っ込みを終えると、彼女は彩弓さんへと視線を移す。

「その……人が言ったこと、何回もネタにしないで欲しいんですけど……」

　かなり恥ずかしそうに言う。さっきの台詞を言った張本人である灯代は、俺よりも一層
羞恥
 しゆうち

 心を刺激されていたらしい。

「ふふ。すみません。安藤くんと灯代さんの通じ合ってる感じが、少し
羨
 うらや

 ましくなってしまったんですよ」

「なっ！　べ、別に私は、こんな奴と通じ合ってなんか──」

「はいはい。そうですね」

　大人びた笑みを浮かべながら、彩弓さんはその場から去っていく。コートには、俺と灯代が残された。

「灯代」

「な、なによ……」

「そろそろいい時間だし、最後にもっかい俺と打とうぜ」

　俺は膝に手をやって立ち上がる。体力はそろそろ限界が近いが、これで終わるわけにはいかない。

　俺にはまだ──やり残したことがある。

「いいけど……なにする？　普通に打ち合う？　それともゲームしてみる？」

「必殺技の練習がしたいんだ」

「嫌よっ！」

「え。なんで？」

「嫌に決まってんでしょ！　なんであんたの必殺技に私が付き合わなきゃならないのよ！」

「安心しろって。そこまでぶっ飛んだのはやんないから。必殺技っつっても、あくまでテニスの必殺技だ。ただの必殺サーブだよ」

「……ほんと？　ならいいけど……。ねえ、試しにどんなのをやりたいか教えてくれる？」

「『
白夜
 びやくや

 に散る黒き夢・
罰
 ばつ

 』だ」

「技名からしてぶっ飛んでるわね！」

「くくっ。俺の必殺技に恐れをなしたようだな」

「あんたの羞恥心の無さに恐れをなしたのよ……。ていうか、どういう技なの？　技名から内容がちっとも想像できないんだけど」

「まずはラケットで空間を切り裂き──」

「ストップ。もういいわ」

「おい、まだ途中だぞ」

「なんで
初
 しよ

 っ
端
 ぱな

 から人類の限界越えてるのよ！　難易度高すぎ！」

「大丈夫大丈夫。難易度高いのは最初だけだから」

「……とりあえず、続き言ってみなさいよ」

「空間を切り裂いたら、次は闇を切り裂き」

「難易度変わってないわよ!?
 」

「その次は、光を切り裂き」

「闇と光と空間を切り裂いたら、この世界にはあとなにが残ってるの!?
 」

「そして、自分の中の緊張と不安を切り裂き」

「ここに来て精神論!?
 　そういうのは試合前に終わらせなさいよ！」

「さらに髪を切り裂き」

「散髪!?
 　だからそれも試合前にやっときなさいって！」

「ついでに神を切り裂き」

「ついでで神様切ったの!?
 　神様ダジャレで死んだわよ！」

「最終的には対戦相手を切り裂く」

「直接攻撃っ!?
 　なんでラケットで相手切り裂いてんのよ！　テニスをしなさいよ！　一回ぐらいボールを打ちなさいよ！」

「そして返す刃で──自分を切り裂く！」

「
自害
 じがい

 !?
 　あんたも死ぬの!?
 　自分の必殺技なのに！」

「以上だ」

「以上じゃないわよ、異常よ！　テニスやってただけなのに二人死んだわよ！」

「争いに犠牲はつきものなんだぜ？」

「スポーツマンシップに乗っ取れ！　ていうか、あんた死んでるんだけど！　いいの、それで!?
 」

「人を斬る者は、知らず知らずに自分自身をも斬りつけているものだ。傷つき、返り血に染まり、奈落の底へと
腐
 くさ

 り
堕
 お

 ちる……。そんな人斬りの業を体現した必殺技──それが『白夜に散る黒き夢・罰』だ」

「そんな深い理由があったの!?
 」

「つっても、最終的には、全て幻術だったってことがわかって、本当はまだお互いにラケットを構えてる段階なんだけどな」

「結局夢オチなの!?
 」

「便利だよなー、こういう
幻術
 げんじゆつ

 オチ。最終的に全て幻術だってことにすれば、誰がなにやってもオールオッケーだし」

「……まあ、幻術系の技ってある意味チートだからね」

「さて、と」

　必殺技の魅力を存分に語ったところで、俺は大きく
伸
 の

 びをした。

「俺の
秘奥義
 ひおうぎ

 の解説は終わったし……それじゃ、最後はテニプリ禁止の縛りプレイを解除して、思いっきりテニプリの必殺技を練習するか」

「結局最後はテニプリなの!?
 」

「おいおい、突っ込むなよ。これは真面目な話だ」

「……え？　ええ？　真面目な、話？」

　戸惑う灯代をよそに、俺はにやりと笑う。

「おう。真面目な話だ」









　真似したくなる必殺技。

　それは──少年漫画の魅力の一つだろう。

　少年漫画というものは、いつだって子供に夢と希望を与えてくれる。

　幼い頃から、どれだけの必殺技を練習したかわからない。

　アバンストラッシュでお袋の傘を破壊して怒られたことも、
八卦六十四掌
 はつけろくじゆうよんしよう

 で突き指したことも、
二重
 ふたえ

 の
極
 きわ

 みで右手にヒビが入ったことも、三刀流で乳歯を三本折ったことも、今となってはいい思い出だ。

　……痛い思い出と言い替えてもいいな。

　そして。

　必殺技というのは、なにもバトル漫画に限ったものじゃない。

　スポ根にだって必殺技はある。

　その必殺技は時として、明らかに学生レベルを超えていて「おいおい、学生でこれなら、この世界のプロはどんなレベルなんだよ」と突っ込みを入れてしまいたくなるような技もあるけれど──でも、それは大人の
捻
 ひね

 くれた見方というものだろう。

　現実にできるかどうか、きちんと理論付けされているかどうか。

　そんなことは二の次、三の次だ。

　魂が震えるかどうか。

　必殺技において重要なのは、その一点のみである。

　だから俺は、全力で必殺技ごっこをする。いつもやってるのはごっこではなくシミュレーションだけど、今日はただのごっこ遊びだ。

　全身全霊の、最高に楽しいごっこ遊び。

　できるはずがない、と頭の奥の方で
薄々
 うすうす

 とわかっていても──それでも……それでも、練習したくなるのが必殺技なんだよなあ。

「あー、楽しかった！」

　やりたかった必殺技の練習をひと通り終えたところで、俺は言った。灯代は小さく苦笑し、そしてややシニカルな感じで言う。

「あんた、普通にテニスやってるよりよっぽど楽しそうね」

「ん、そうか？　ははっ。そうかもな」

　言いながら、俺は灯代からラケットを借り、両手で構える。

「なにそれ。二刀流？」

「おう。さっき千冬ちゃんがやっててな。昔、俺もしょっちゅう二刀流やってたから、懐かしくなってよ」

「あー、クラスに一人はいたわね。球技で二刀流やりだす奴」

　そんな風に話していると、他の三人も俺達の方に歩いてきた。

　鳩子が俺のラケットを見つめて言う。

「そういえばジューくん、よく二刀流やってたよねー。ほら、体育の授業のとき、野球のグローブを二刀流して『これで守備範囲二倍だーっ！』って、グラウンドの中心で叫んでてさ」

「……オチが見えるわね。どうせ『ボールが投げられない』ってなったんでしょ？」

「ううん。その日はサッカーの日だったんだ」

「予想外のオチ！」

　驚愕の灯代。いやー、あんときは本当に恥ずかしかったなー。月の初めでちょうど体育の授業内容が変わったときだったから、全然気づかなかったんだよ。

「でもさジューくん。なんで二刀流なの？」

「なんでって……そんなの──」

　……あれ、なんでだろう。

　改めて考えてみると、よくわからない。たぶん、かっこいいからだと思うんだが……でも、そもそも二刀流ってかっこいいか？

　当時、二刀流のキャラが活躍する漫画でも読んでたんだろうか？

「安藤くんが球技で二刀流をやりたがった理由は、おそらく『他の人がやっていないから』ではないでしょうか？」

「『他の人がやっていないから』？」

　彩弓さんの言葉に、俺は首を傾げた。

「他人とは違うことがしたい、ということですよ。『二刀流』自体に意味があるわけではなく、『二刀流を他の人がやっていない』ことが重要なのでしょう。もし仮に、テニスが両手にラケットを持ってやる競技だったら、安藤くんは二刀流をやらなかったはずです。違いますか？」

「…………」

　そうかもしれない。千冬ちゃんが先ほど二刀流をやった理由は『強くなるため』だけれど、俺は、強くなると思って二刀流はやってなかった。

　純粋に、その行為がかっこいいと思っていたから──

「つまり、『世間と違う俺かっけー』ってことね」

「……灯代。お前、簡単にまとめるなよ」

「なによ、正解でしょ？」

「ぬう……」

　俺はなにも言い返せず、ギリギリと
歯噛
 はが

 みをすることとなった。

　でも、他人から言われて始めて気づいた。俺が二刀流を愛するのは、二刀流が少数派であることが理由の一つにあるかもしれない。

　人がしてないことをするのは──かっこいい。

　人ができないことができるのは──かっこいい。

「……もしかすると、『必殺技』がかっこいいのも、これと関係あるのかもな」

「どういうこと？」

　俺がぽつりと
漏
 も

 らすと、灯代が問い返した。

「必殺技ってのは、そう簡単に他人ができないからかっこいいってことだよ」

　もちろんそれだけではないと思うけれど──しかし、『他の人にはできない』ということは、必殺技の魅力の一つだろう。

　真似したくなる必殺技は──できないからこそ真似したくなる。

　そいつにしかできない技だからこそ、選ばれし者にしかできない
業
 わざ

 であるからこそ、必殺技はかっこいいのだ。

「なるほど、一理ありますね」

　彩弓さんが感心したように頷いた。

「精神的に不安定な時期である思春期に、自己のアイデンティティを確立するためには、『世間と違う俺かっけー』という厨二要素を多分に含んだ思考も、時として重要なファクターとなり得るのかもしれません。『自分にしかできないことがある』という事実は、社会的動物である人間にとってはかけがえのない価値です。ですから、少年が必殺技に
惹
 ひ

 かれることも、精神の成熟を示す一つの目安となる可能性も──」

　……わざと難しく言ってないか、この人。

　話はさっぱりわからなかったが、彩弓さんの感心した様子はなんとなく伝わってきた。

　博識かつ
聡明
 そうめい

 である彩弓さんに『一理あるかも』と言われたのだ。俺は百万の味方を得たような気持ちだった。

「くくっ。また一つ世界の真実を暴いてしまったということか。やれやれ、自分の思考回路が恐ろしいぜ！」

「でも安藤」

　灯代は言う。

「相手の必殺技をコピーするキャラってけっこう出てくるわよね？　異能バトルでもスポ根でも」

「…………」

　そ、そういえば……。

「簡単に他人ができないからかっこいいんじゃなかったの？」

「い、いいんだよ！　そういうキャラってのは、だいたいコピーした能力を使いこなせなくて自爆したりすんだから！　それに、コピー能力を持ったキャラでも、どうしてもコピーできない必殺技があったりするんだよ！」

「じゃあ、真似されちゃうような必殺技は大したことないってこと？」

「…………」

「国民的必殺技である『かめはめ波』は、作中で割と多くのキャラができてたけど？」

「……必殺技は、簡単に他の人ができちゃってもかっこいいんだ」

「理論が根本から
破綻
 はたん

 しましたね」彩弓さんは肩をすくめた。「まあ、元からなんの
根拠
 こんきよ

 もない、憶測だけの話でしたけど」

　俺の理論は穴だらけだったようである。

　うーむ。必殺技の持つ魅力は、やはり一言では語り尽くせぬということか。

　奥が深いぜ、必殺技。





[image: ]






　放課後に部室のドアを開くと、そこにいたのは
灯代
 ともよ

 だけだった。他のメンバーはまだ来ていないらしい。いつも通りパソコンをいじっている灯代に、
俺
 おれ

 は軽く声をかける。

「よう」

「あー、うん……うん？」

　灯代は簡単に
挨拶
 あいさつ

 を返してきたが、すぐに
眉根
 まゆね

 を寄せ、微妙な表情を浮かべた。視線は俺の背中に向けられている。

　くくっ。気づいたようだな。

　俺は笑みを必死に抑えつつ、灯代の視線なんてまるで気にも留めていない様子を保ちながら、普段通りに席に着く。

　そして背負っていた、我が魂の眠りし
深紅
 しんく

 の
棺
 ひつぎ

 をテーブルの上に下ろした。

　鮮血を思わせる紅蓮の色を宿した棺は、またの名をギターケースとも言う。

「あー、重かったなー」

　大きく肩を回しながら、ちらっと灯代の反応を
窺
 うかが

 う。灯代はパソコンの画面に集中しているようで、俺には目もくれない。

「あー、あー、重かった重かった。普段持たないもの持ったから重かった」

　ちらっ。

「通学中にちょーっと目立っちゃったんだよなあ。いやー、まいったまいった。別に人の気を引きたくて音楽やってるんじゃねーってのによ」

　ちらっ。

「……つーかさ、そもそも音楽ってなんなんだろうな……。いや、なんなのかわからないからこそ、こうも人の心に響くのかな？」

　ちらっ。

「ああ、そうだよな……語ろうとすること自体が間違いだ。本物のミュージシャンってのはいつの時代も口下手な生き物だ。口で語ってる内は三流。一流は腕で
奏
 かな

 でるのさ」

「ああもうっ！　うるさいわね！」

　ようやく灯代が反応してくれた。しかしすぐに、ハッと後悔の表情を浮かべ、

「……しまった。面倒くさいからシカトしようと思ってたのに……あまりのウザさについ突っ込んじゃった……」

　と、深々とため息を
吐
 つ

 いた。

「……で、
安藤
 あんどう

 。そのギターどうしたの？」

「ええ？　あ、気づいちゃった？　まいったなあ。注目集めるのとか
嫌
 いや

 なんだよなあ。あーあ、なんでこう目立っちゃうかなー」

「……ウザい。こうなると思ったからシカトしてたのに……」

　にやにやしてしまう俺に対し、灯代はすごく嫌そうな顔をしていた。

「もしかして、買ったの？」

「うん。買っちゃった」

「なぜ？」

「なぜ、だろうな？　昨日ショップで見かけたときに一目
惚
 ぼ

 れしちまったんだよ。このギターが俺を呼んでいたんだ。ビビっと来たんだよ。『こいつしかいねえ』ってな」

　ケースを
撫
 な

 でながらうっとりとして語る。

　
詳
 くわ

 しく事情を説明すると長くなるのだが、昨日、近所の何でも屋みたいな中古ショップに本を買いに行ったとき、ふと見かけてつい買ってしまったのだ。

　……長くならなかったな。

　おいおい。これじゃ俺がまるで衝動買いしたみたいじゃないか。

「どうせあんたのことだから『ギターとか背負って学校来たら注目集めてかっけー』とか考えたんでしょ？」

「は、はあ!?
 　え、ごめんっ、なに言ってるか全然わかんないっ！」

　灯代のジト目から思いっきり目を
逸
 そ

 らす。いや、俺、全然そんなこと考えてないから。別に普段行かない三年生や一年生のフロアを通ったりしてないからね！

「安藤。あんたってギター
弾
 ひ

 けたの？」

「ふっ。灯代。そういう質問なんていうか知ってるか？　
愚問
 ぐもん

 っていうんだぜ？」

「そうね。質問を変えるわ。安藤。あんたコードって全部覚えた？」

「コード？　なにそれ？」

　反射的に聞き返すと、灯代は再びため息を吐き、「コードも知らないでギター買った
馬鹿
 ばか

 がいる……」と
呟
 つぶや

 いた。

　その発言から察するに、コードというのはギターを弾ける人間なら知っていてしかるべきものらしい。

　これ以上音楽関係で話題を掘り下げると、どんどんボロが出そうだったので、俺は自分の得意分野に話題をシフトする。

「くくっ。灯代。貴様もまだまだ甘いな。ギターケースを見ただけで中身がギターだと思うとは……。発想が貧困であるとしか言えない」

「はあ？　他になにが入ってるって言うのよ？」

「アサルトライフルが入ってるかもしれないだろう」

「ないわよ！　映画や漫画じゃよくあるけど！」

「聖剣や
神槍
 しんそう

 が格納してある可能性も十二分に考えられる」

「考えられない！」

　漫画やアニメでは、裏の世界を生きるキャラが表の世界では武器をギターケースに隠していたりするのが鉄板である。ピンチのときにギターケースから武器出したり、もしくはギターケースそのものが武器化したりするのが超かっこいいのだ。

「灯代だって、ギターケース背負った奴見かけると、『あいつ、まさか……！』って思うことが多々あるだろ？」

「そんなキモい
妄想
 もうそう

 するのはあんただけよ！」

「おいおい。そんなことじゃいざってときに対応できねえぜ？　俺なんかギターケース持った奴見かける度に、一定の距離を置いて警戒してるっていうのに」

「妄想力が
逞
 たくま

 しすぎる！　現実じゃギターケースにギター以外を入れてる奴はいないから！　あんたのもどうせギターが入ってんでしょ!?
 」

「そんなものは開けてみるまでわからないだろう？　いいか、森羅万象は観測者に観測されることでしかその性質を獲得することができないんだ。つまり、今このギターケースの中には、ギターという可能性と武器という可能性が重ね合わせの状態で──」

「はい、出ましたー。
厨二
 ちゆうに

 が大好き『シュレディンガーの猫』！」

　灯代が思いっきり馬鹿にしてきた。俺はぐっと押し黙る。

　くそぅ……。『シュレディンガーの猫』を馬鹿にしやがって。

　シュレディンガーさんはなぁ……えっと、すごいんだぞぉ……。

　なにがすごいかはよく知らないけど、たぶんきっとすごいんだぞぉ……。

「まったく……。ギターケースに武器が入ってるのなんてフィクションだけだから」

「甘い、甘いな。灯代。中味がギターだからと言って安心するようではこの戦乱の世を生き抜くことはできぬぞ」

「どういう意味よ？」

「ギターを持っている奴が──音使いだという可能性もあるだろう！」

「……音使い？」

　説明しよう。

　音使いとは、異能バトル系の作品によく登場する、音を使って戦うキャラのことだ。ギターや笛などの楽器で敵の精神を支配したり、音波で物理的な破壊を引き起こしたりするのである。

「ああ。まあ、けっこういるわよね、そういう奴」

　オタクな灯代は、すぐに音使いの意味を理解してくれた。話が速くて助かる。

「簡単に言うと『貴様の
鎮魂歌
 レクイエム

 を奏でてやろう』とか言っちゃう奴のことだ」

「不覚にもわかりやすい……」

　そこでなにかを察したのか、灯代は俺に問いを投げかけてくる。

「……ねえ、安藤。ちなみに聞くけど、あんた、レクイエムとかプレリュードとか、そういう系の用語……」

「もちろん詳しいぜ。
前奏曲
 プレリュード

 、
独奏曲
 ソロ

 、
二重奏
 デュオ

 、
協奏曲
 コンチェルト

 、
交響曲
 シンフォニア

 、
円舞曲
 ワルツ

 、
奏鳴曲
 ソナタ

 、
狂詩曲
 ラプソディー

 、
幻想曲
 ファンタジア

 、
小夜曲
 セレナーデ

 、
聖譚曲
 オラトリオ

 、
狂想曲
 カプリッチオ

 、
輪舞曲
 ロンド

 、
夜想曲
 ノクターン

 、
鎮魂歌
 レクイエム

 ……」

「もういいわよ！　どんだけ知ってんのよ！」

　いやー、だってかっこいいじゃん、こういうの。

　音楽用語ってのは、なんでこうもかっこいいんだろうな。
跡部
 あとべ

 様の必殺技とかもうたまらないから。

　音楽用語、かっけー。

「ま、それぞれがどんな曲かはさっぱり知らねーけどな」

「あんたって清々しいぐらいに上っ面だけをなぞってるわね……。とにかくかっこいい単語だけ覚えてるだけとか……いかにも厨二くさいわ」

　
呆
 あき

 れ顔の灯代だった。

　そのとき、俺はあるゲームを思いついた。

「灯代。ゲームしようぜ。古今東西、『異能バトルで音使いが言いそうなこと』」

「えー、無理よ」

「大丈夫だって。お前ならできる。自分を信じろ。てか、面白そうだろ？」

　俺が確認するように問うと、灯代は少し言いづらそうにして、

「……ま、まあ、ちょっとならいいけど」

　と、俺からの挑戦を受けたのだった。









「いくぜ。『人間の耳は、約二十から二万ヘルツの音を聞きとることができる。だが、俺の耳は常人には不可能な音域まで聞きとることが可能だ！』」

「聴覚が犬並みのキャラね。えっと、じゃあ『超高周波で、あなたの
鼓膜
 こまく

 、そしてその奥の三半規管にまでダメージを与えたわ！　ふふ。世界が
歪
 ゆが

 んでみえるでしょう？』」

「バランス感覚を
司
 つかさど

 る三半規管か。音攻撃ときたら、やっぱ三半規管だよな。俺のターン。『物体には固有の振動数が存在する。そして音とは、大気の振動！　その物体に合わせた振動波を送り込めば、共鳴し共振し、内部から分子破壊を引き起こす！』」

「振動攻撃も定番ね。『私の音楽を聞いたものは、全て私の
傀儡
 くぐつ

 となる！』」

「なるほど。音による精神支配か。そういうのってだいたい主人公サイドのキャラが自分の鼓膜を潰してなんとかするんだよなあ。『人間の体は七割が水でできている。そこに俺の音でちょっと揺らしてやれば、どうなると思う？』」

「音と水も
相性
 あいしよう

 いいわよね。じゃあ『馬鹿め！　水は空気の数倍の密度があり、その分速く音を届ける！　私の
領域
 テリトリー

 から逃げたつもりでしょうが、あなたは自ら
死地
 しち

 に突っ込んだのよ！』」

「逃げたつもりが……ってパターンか。『……音使いであるあいつなら、きっと受け取ってくれるはずだ。俺が……最後の力を振り絞って残した、このモールス信号を……』」

「音使いだけが受け取れるメッセージか……ん？　ねえ、あんたそれって『音使いが言いそうなこと』じゃなくて、『音使いの仲間が言いそうなこと』じゃない？」

「……あ」

　しまった、完全に油断してた！

　まだまだいくらでも言えたのに！

「はい。私の勝ちー。あーあ、全然勝つ気とかなかったけど勝っちゃったー」

　灯代はにやにやと勝ち誇っていた。

「ふふん。相手の土俵で
叩
 たた

 きのめすのって気持ちいいわね」

「ぐ、ぐぐ……」

　俺はなにも言い返すことができない。

　今のは審議しようもない、ただの
凡
 ぼん

 ミスである。自分の作ったゲームで敗北したという事実が、俺の胸に凄まじい
屈辱
 くつじよく

 を生み出していた。

「仕方がない……。約束通り、俺の数ある二つ名の一つ、『
訪れる闇の福音
 ノイズオブゴスペル

 』を貴様に
献上
 けんじよう

 する！」

「そんな約束いつした!?
 　いらないわよ、そんな厨二臭い二つ名！」

「……断腸の思いだっ！」

「だったら返すわよ！」

「断る。そんなことは神が許そうとも、この俺のプライドが許さん！」

「……面倒くさ」

「俺の『
訪れる闇の福音
 ノイズオブゴスペル

 』、大事にしろよ。三日に一回は高らかに名乗ってくれよな」

「嫌よ！」

「ちなみに、『
訪れる闇の福音
 ノイズオブゴスペル

 』の『
訪
 おとず

 れる』の部分は『
音
 おと

 ズレる』とかかってて、それがノイズに繋がってるんだ。名乗り上げるとき、そこんとこ意識してくれ」

「相変わらず無駄に
凝
 こ

 ってるわね！」

　無駄とか言うな。自画自賛になるが、なかなかいい二つ名だと思っている。

　なにがいいって、
福音
 ゴスペル

 という単語の響きが素晴らしい。福音ってなんなのか全く知らないけど、とにかく素晴らしい。ゴスペル、かっけー。

「……でも、もう俺の二つ名じゃないんだね……『
訪れる闇の福音
 ノイズオブゴスペル

 』」

「だから返すってば！」

「灯代……」

　俺は相手の言葉を半ば無視するようにして、
真摯
 しんし

 な声で
懇願
 こんがん

 する。

「
後生
 ごしよう

 だ。もはや俺のものじゃなくなった『
訪れる闇の福音
 ノイズオブゴスペル

 』という名を、最後に高らかに名乗っちゃくれないか？　そうしたら、俺も次に進める気がするんだ」

「嫌っ！」

　灯代はにべもなく断った。正直俺もどっちでもいいんだけど、灯代が二つ名とか名乗っちゃったらなんか面白そうだから、ここはもう少し
粘
 ねば

 ってみよう。

　よし。
豚
 ぶた

 もおだてりゃ木に登る作戦でいくか。

「灯代。お前って、声、
綺麗
 きれい

 だよな」

「は、はあ？　なによ、急に……」

「時代が時代だったら、お前の歌で戦争が終わってたと思うぜ」

「そ、そんなこと……」

「そんな神の声を持つお前だからこそ、『
訪れる闇の福音
 ノイズオブゴスペル

 』の名がふさわしい」

「……もう。そこまで言われたら、ちょっとぐらい──ってならないわよ！　そんなしょぼい作戦に誰が引っかかるかっ！」

　ノリツッコミで拒否られた。俺の作戦は筒抜けだったようである。

　万策尽きた俺は、さすがにもう諦めようかと思っていたのだが、

「はあ。もういいわよ、断る方が面倒だからやってあげる」

　と言って、灯代は席を立った。一つ息を吐き、気だるげな調子で棒読みに言う。

「我こそは『
訪れる闇の福音
 ノイズオブゴスペル

 』なり。はい、これでいいんでしょ？」

「……はぁー」

　俺はこれでもかというほどに大きなため息を吐いた。

「な、なによ……？」

「なんつーかさあ……。そんな風に
嫌々
 いやいや

 やっときながら、やったった感満載の
偉
 えら

 そうな態度取られると、気が
萎
 な

 えるんだよなー」

「……はあ？　あんたがやれって言ったんでしょ？」

「言ったよ。でも、やれって言われたことだけやって満足してちゃ人間終わりだぜ？　社会に出たらプラスアルファが求められるんだよ。灯代ならもっとクオリティの高いパフォーマンスができると期待してたんだけどなー」

「……いや、二つ名ごっこにクオリティとか言われてもさ」

「はいはい。そうだよねー。悪い悪い。俺が間違ってたよ。灯代はもう立派な高校生だもんね。世間体って大事だよね？　そうやって大人ぶって俺のやること厨二って馬鹿にしてればいんじゃない？　自分じゃなにもしないくせにとりあえず政治家批判していい気になってる奴みたいにさ」

「……っ」

「ちょっとでもお前に期待した俺が馬鹿だったよ。はぁーあ」

「……な、な、ナメんじゃないわよっ！」

　灯代がキレた。

「いいわよ！　そこまで言うならやってやるわよ！　ああ、やってやるわよ！　私のかっこよさに
度肝
 どぎも

 を抜かれないように注意しなさいっ！」

「……………」

　こいつ、やっすい挑発に乗るんだなー。

　暴走状態に突入してしまった灯代は、なんと椅子の上に立ち上がった。高い位置から俺を見下ろし、口の端に女王様のような笑みを貼り付ける。

「
剣
 つるぎ

 よ、
耳障
 みみざわ

 りな
旋律
 せんりつ

 を奏でよ！　獣よ、月を切り裂く遠
吠
 ほ

 えを上げよ！　闘争に次ぐ闘争が連鎖となるこの世界、勝者は歓喜にむせび泣き、敗者は
惨
 みじ

 めに
慟哭
 どうこく

 する！」

　灯代は右手を上げ、そして左手を上げ、まるで舞台俳優のように演技がかった口調で高らかに吠えた。

　さらにババッっと空中に手を走らせ、腕をクロスして決めポーズを取った。

　……椅子の上で。

「この世に
溢
 あふ

 れる騒音と絶叫は、全て私の支配下にある！　我が名は『
訪れる闇の福音
 ノイズオブゴスペル

 』！　さあ、貴様の
断末魔
 だんまつま

 で
鎮魂歌
 レクイエム

 を奏でてやろう！」

　長口上を終えた灯代は、やり切った、という表情をしていた。そして「どうだ？」と言わんばかりの勝ち誇った眼差しで俺を見下ろす。

　うん。完璧だ。百二十点を上げてもいい。灯代の脇に『
訪れる闇の福音
 ノイズオブゴスペル

 』の置き文字が見えたような気がする。クオリティが最高に「ハイ！」って奴だ。

　ただ──灯代は気づいているんだろうか。





　遅れてやってきた文芸部のメンバー二人が、さっきから、ぽっかーん、とした表情で部室の入り口に立っていることに。





「と、灯代ちゃん……？」

　
鳩子
 はとこ

 がおそるおそる声をかけると、灯代の大きく肩を揺らした。椅子から落っこちそうになっていたが、なんとか
堪
 こら

 え、ゆっくりと椅子から降りた。

「は、鳩子……それに、
彩弓
 さゆみ

 さん……」

　灯代は
戦慄
 せんりつ

 の表情で
呟
 つぶや

 く。

「い、いつからいたの？」

「えっと……灯代ちゃんが、『剣よ』って言ったとき、ぐらい……」

「……ち、ちがっ、違うのよ、ここ、これは、ちちがちがち違うのよ……」

「灯代ちゃん……」

「見てはいけません！」

　三年生で部長でもある彩弓さんが、勢いよく鳩子の目を
覆
 おお

 った。

「鳩子さん。いいですか。我々はなにも見ていません。ノリノリで椅子の上に立ってポーズ決めながら変なことを言う痛々しい灯代さんなんて見ていないのです」

「で、でも……」

「鳩子さん。それが優しさというものですよ」

「……そっか、そうですね」

　鳩子は彩弓さんのアドバイスに大きく頷き、ぎこちない笑顔を浮かべた。

「灯代ちゃん。私、なんにも見てないよ！　これからも……と、友達だよっ！」

「ご、誤解っ、誤解よ、鳩子！　ちょ、ちょっと安藤、あんたからもなんか言ってよ！」

　灯代が助けを求めてきたので、俺は少し考えてから、

「灯代……？　お前……どうしちゃったんだよ。いきなり変なこと叫びやがって……」

　と、驚愕の表情を作った。

「安藤っ!?
 」

　灯代は裏切られた顔をした。まあ、事実裏切られたんだからしょうがない。わずかに罪悪感が芽生えるが、それをはるかに上回る
悪戯
 いたずら

 心が俺を動かす。

「……うわ、びっくりしたぁ……。灯代ってば、ずっと無言でパソコンいじってたと思ったら、急に椅子に立ち上がって意味不明なこと叫び出すんだもんな」

「ま、待ちなさいよ！　あんたがやれって言ったんでしょ!?
 　最後に『
訪れる闇の福音
 ノイズオブゴスペル

 』を名乗れって！」

「の、のいずおぶ、ごす……ぺるぅ？　え、ごめんなにそれ？　初めて聞いたんだけど。灯代オリジナルの必殺技かなにか？」

「……こ、このっ！　ぜ、全部あんたのせいなのにっ！」

「俺のせい、か……。そうだな。お前がそこまで心を
病
 や

 んでいたことに気づけなかった俺の責任かもしれない……。そのせいでストレスが爆発しちまったんだよな……。ごめんな、灯代……」

「変な風に謝らないでよっ！」

　俺と灯代のやり取りを見て、入り口に立っている二人はさらに顔色を悪くした。瞳に込められた
哀
 あわ

 れみの感情がどんどん濃くなっている。

「ち、違うのよ、鳩子、彩弓さん……。そんな目で私を見ないで……」

　灯代はもう涙目である。パニックに陥ってしまったらしく、「あう、あう」と言葉にならない声を発しながら、あちこちに視線を泳がせている。

　しかし、やがて俺が諸悪の根源であることに気づいたらしく、
凄
 すさ

 まじい眼光でこっちを
睨
 にら

 みつけた。

　やべーな。本気でキレた目をしている。今にも異能バトルに突入しそうな目だ。

　さすがにやり過ぎたか、と反省していると、直後──彼女の姿が消える。

　次の瞬間──俺の目の前に無数の本が現れた。

　違う。

　現れただけではない。この本達は──すでに投げられている。

《
永遠
 クローズドクロツク

 》

　灯代は停止した時間の中で、すでに俺に向かって本棚の本を連続で投げていたのだろう。投げられた本達は、灯代が能力を解除すれば、俺に向かって同時に襲いかかる。

　くくっ。灯代の仕掛けてくる攻撃など、俺には全てお見通しだ！

　……まあ。

　攻撃を予見できることと、攻撃を回避できることは別問題だけどな！

「ぐはあっ！」

　無数の本は全て体に直撃し、俺は椅子から転げ落ちた。

　地味な痛みを味わいながら床に転がると、頭が
誰
 だれ

 かの足にぶつかった。見上げると、ご立腹な様子の灯代が俺のことを見下ろしていた。

「ふんっ！　あんたが悪いんだからね！」

　そう言って、つんっとそっぽを向く。

「……………」

「なによっ。あんたの自業自得なんだから、文句は言わないでよ」

「……………」

「な、なんとか言いなさいよ……」

「……えっと」

　俺は言う。

「パ、パンツ見えてるよ」

「──っ！」

　
踏
 ふ

 まれた。俺はＭではないので、女子から踏まれると普通に痛かった。









「つまり、安藤くんがいきなりギターケースを背負って来たのが、事の発端だったというわけですか」

　事情を聞いた彩弓さんは、まとめるようにそう言った。

「安藤くん。そのギター、見せてもらってもいいですか？」

「いいですよ」

　俺はテーブルの上のギターケースを開く。部室のいる四人全員が中を
覗
 のぞ

 き込む。ケースの中に収められているのは、黒と赤がメインカラーとなっているギターである。

　かっけー。俺のギターかっけー。

「うわ……いかにもあんたが好きそうな色ね」

　灯代は水を差すようなことを言った。いいじゃん、だって好きなんだから。

「これは、ムスタングですね」

　ギターを眺めながら、彩弓さんが呟いた。俺はきょとんとして問い返す。

「マスタング？　ロイのことですか？　あの、
焔
 ほのお

 の
錬金術
 れんきんじゆつ

 師の」

「違います。ムスタング──このギターの種類のことです。本来はマスタングという発音が正しいんですけど、ムスタングと呼ぶ方一般的ですね。ここに『Mustang』とロゴが入ってますし……これは、フェンダージャパンのムスタングで間違いないでしょう」

「へえー」

　素直に関心すると、彩弓さんは呆れたように言う。

「安藤くんはギターの種類もわからずに買ったのですか？」

「いやー、まあ、俺ぐらいになると、
弘法
 こうぼう

 は筆を選ばずって感じなんで、ギターの種類とかにはこだわんないっていうか。そもそも音楽っていうのは、楽器じゃなくて
魂
 ソウル

 で奏でるもんですからね！」

「うふふ。安藤くんは
相変
 あいか

 わらず
心底
 しんそこ

 ウザいですね」

　そう言う彩弓さんは、相変わらず素敵な笑顔で
毒
 どく

 を
吐
 は

 く人だった。

「あ、もしかしてムスタングって、ムスカ大佐とロイ・マスタング大佐がフュージョンした、夢の大佐だったりしますか？」

「違います」

　俺の絶妙なボケを端的に切り捨て、彩弓さんは真面目にギターの説明をする。

「ムスタングと言えば、ショートスケールになっているネックと小ぶりなボディー、そして弾けるような高温域が特徴ですね。小さいながら激しいサウンドを出すことができるのが魅力的で、現在でも人気の高いギターです。ただ、チューニングが
狂
 くる

 いやすく、初心者には向かないと言われることもしばしば……」

「…………」

　なにを言っているかイマイチわからなかった。だって俺、まだギターとベースの違いがよくわかってないレベルだしなあ。

　彩弓さんの話を右から左に聞き流していると、

「ねーねー、ジューくん。私にも貸してー」

　鳩子が
弾
 はず

 んだ声で言った。

「えー。お前、壊すなよ？」

「
大丈夫
 だいじようぶ

 大丈夫！」

　ギターを手渡すと、鳩子は
意気揚々
 いきようよう

 とギターを装備した。

「じゃじゃーん！　どう？　どう？　ギタリストっぽい？」

　ふーむ。意外にもそれっぽい。似合っていると言えば似合っている。

　やっぱギターって、構えると誰でもある程度決まるもんだな。

「あれー。でも、全然音出ないね、このギター……」

「エレキギターはアンプに繋がないと音出ないわよ」

　ペンペンと
弦
 げん

 を弾く鳩子に、灯代が指摘した。

「アンプ？　アンプってなんだよ？」

　俺が反射的に尋ねると、灯代がすごい目で俺を見た。

「お、おい。なんだよ、その未開人を見るような目は……？」

「……鳩子が知らないのは別にいいけど、なんでギターの所持者であるあんたが、アンプの存在を知らないのよ」

「え？　アンプって、そんな重要なもんなの？」

「超重要よ。アンプは、簡単に言うとスピーカーみたいなものね。ギタリストの近くにある黒い箱みたいなの、見たことあるでしょ？　アンプがないとエレキギターは演奏できないわよ」

「ええ!?
 　マジかよ！」

　驚愕の事実に驚くしかなかった。

「
畜生
 ちくしよう

 ！　あの店員め、俺を
騙
 だま

 しやがったな！　初心者だと思ってなめやがって……」

「ちなみに聞くけど、あんた、ちゃんと自分が初心者だって言った？」

「ああ？　そんなハズいこと言うわけねえだろ。『おしゃぶりよりもピックを持つ方が早かった』っていうオーラ
醸
 かも

 し出しながら、ロックスター顔負けの雰囲気でスマートに購入したぜ」

「だったらあんたが悪い！」

　怒鳴られた。

　うん。考えてみると、確かに俺が悪かった。

　ちゃんと店員さんにいろいろと聞けばよかったなあ。

「そうか、ギターやるためにはアンプも買わなきゃなのか……。あー、でも、そういえば聞いたことがあるな、アンプ」

　記憶の奥底から、なんとかアンプ知識を引っ張り出す。

「『ソウルイーター』における、職人と武器の関係が、エレキギターとアンプの関係なんだよな。オッケー。バッチリ思い出した」

「思いがけないとこから知識を引っ張り出したわね！」

「とにかく、アンプは今日の放課後にでも購入するとして、あと、俺がギターを弾けるようになるために必要なことは──」

「覚えること、たくさんあるわよー。コードとかチューニングの仕方とか。まずは初心者向けの教科書でも買って……」

「──なによりもまず、ギターの名前を考えなければな！」

『なんで!?
 』

　全員が一斉に突っ込んだ。

「おいおいみんな、自分の持ち物にはきちんと名前を付けましょうって小学校で習わなかったのか？」

「それ意味違うわよ！」

　灯代が鋭く突っ込んで来たが、しかしここは俺も
譲
 ゆず

 れない。

　俺はどうしてもギターにかっこいい名前が付けたいんだ！

「
安藤
 あんどう

 、悪いこと言わないからやめなさいって！　ギターに名前付けるとか痛すぎるから！」

「ギターに名前を付けるのが痛いだと!?
 　てめえ、今全国の『けいおん』ファンを敵に回したぞ！」

「女子はかわいいからいいのよ！　でも男子は駄目！　ていうかあんたは駄目！」

「くっ。男女差別かよ」

　女性専用車両などに代表される昨今の女性
過剰
 かじよう

 優遇の波はこんなところにまで来ていたのか……。

「灯代、よく考えろ！　差別は
撤廃
 てつぱい

 されるべきだ！　日本人はもう一度男女平等の意味を考え直し、真の意味での男女平等参画社会を目指すべきなんだよ！」

「いいこと言ってるけど、それはギターのネーミングには関係ない！」

　うまく
誤魔化
 ごまか

 せなかった。くそ。鳩子だったらこんな風にデカいこといえば大抵なんとかなるのに。

　ふん。まあいい。そもそも灯代の許可なんか必要ないしな。俺のギターに俺が名前を付けるのは、俺の勝手である。

　鳩子からギターを返してもらい、その
耽美
 たんび

 な魅力に
溢
 あふ

 れたボディを眺めながらネーミングタイムに入る。

「……やはり『ブラッディ』は外せないか……。いやでも、最近『ブラッディ』使いすぎてる気もするし、となるとボディが黒いから『
漆黒
 しつこく

 』とか『ダークネス』で攻めるか。待て待て。ギターなんだから、音楽関係の用語も欲しいな。『
奏者
 そうしや

 』や『
旋律
 せんりつ

 』という感じで……いやいやしかし……」

　俺は一人孤独に新しい相棒の名前を考える。

　ふっふっふ。楽しくなってきたぜ。

　ネーミングってのは、どうしてこうも
魂
 たましい

 が
騒
 さわ

 ぐんだろうな！

　みんなが俺を白い目で見てるけど、ちっとも気にならないぜ！

「よし！　決まった！」

　ようやく考えがまとまった俺は、誰も興味がないだろうけど、ギターの名前をみんなに向かって叫ぶ。

「こいつは、『
六弦の皇女
 インフィニティマリア

 』だ！」

　弦が六本あるから六弦で、微妙に無限とかかってるとこがポイント。あとはまあ、なんとなくギタリストってギターに女の名前付けそうっていう
偏見
 へんけん

 から、
皇女
 こうじよ

 。

　王女ではなく皇女である理由は……なんかその方がかっこいいからだ。

　インフィニティマリアだとちょっと長いから、愛称はマリアにしよう。

　かっけー。俺のマリアかっけー。

　いや──むしろ
麗
 うるわ

 しい。

　俺のマリアがこんなに麗しいわけがない！

「へー。じゃあこのギターはマリアちゃんだねー」

　鳩子が穏やかな笑みを浮かべながら手を伸ばしてきた。無邪気に伸ばされた手がギターに触れそうになった瞬間、俺は高速でギターを取り上げた。

「
汚
 きたね

 ぇ手で俺のマリアに触るんじゃねえ！」

　
凄
 すさ

 まじい剣幕で吠えてみる。

　……おおう。なんか、今の俺、ロックスターっぽいぞ。

「き、汚くないよ！　ちゃんと洗ってるもんっ」

　鳩子がショックを受けていた。

「俺が言ったのは物理的な汚れのことではない。精神的な──すなわち魂の
穢
 けが

 れのことを言ったんだよ！」

「魂!?
 　私の魂って汚いの!?
 」

「ああ。貴様の魂は穢れている！」

　ノリで適当な事を言ったが、実際は鳩子の魂、というか心は綺麗だと思う。

　知っている人間の中で一番心が綺麗な奴を問われれば、俺は迷わず鳩子の名前を出すだろう。こいつが善良なる人間であることはよく知っているのだが、しかし今は悪ふざけの時間だ！

「こいつはくせえッ──！　ゲロ以下のにおいがプンプンするぜッ──ッ！」

「……う、う、うわーん！　ジューくんの馬鹿ぁ！」

　鳩子は大声で
嘆
 なげ

 き、そして灯代に泣きついてしまう。

「うぅ……灯代ちゃん。私って、ゲロ以下のにおいがするのかなぁ……？」

「しないわよ。あのね鳩子、今のは、ジョジョの第一部でおせっかい焼きのスピードワゴンがディオに向かって叫んだ名言で……」

　ジョジョネタの解説が始まってしまった。おいおい、やめろよ。スベったギャグをわざわざ自分で解説してるみたいになっちゃうじゃんか……。

　うーむ。やっぱり鳩子相手にパロディネタはやらない方がいいな。鳩子は元ネタを知らないから、冗談じゃなくてただの悪口になってしまう恐れがある。

　そのとき──部室の空間がぐにゃりと
歪
 ゆが

 んだ。

　しかしメンバーは誰も驚きはしない。この空間の歪みは、
千冬
 ちふゆ

 ちゃんが《
創世
 ワールドクリエイト

 》でゲートを創ったときにできる歪みだからだ。

　歪みの中から、小柄な少女が現れる。

「やあ千冬ちゃん。今日は遅かったんだね」

「んー」

　俺が声をかけるとに、千冬ちゃんは
曖昧
 あいまい

 に頷いた。

「なんかあったの？」

「ちょっと、クッキーと話してた」

「
九鬼
 くき

 ちゃんと？」

「今度、遊ぼって」

「ふうん」

「アンドー、それ、なに？」

　千冬ちゃんは、俺の腕の中で眠りにつくマリアを指差して言った。

「くくっ。いい質問だ。こいつは、俺の新しい相棒にして、生涯の
伴侶
 はんりよ

 。その名も『
六弦の
 インフィニティ

 ──」

「ギターだ。すげー。貸して貸して」

「──
皇
 マリ

 ……って痛い痛い！　千冬ちゃん、引っ張らないで！　ストラップが首にかかってるから！　外すから待って！」

　急いで首からストラップを外し、マリアを手渡す。千冬ちゃんは瞳を好奇心できらきらと輝かせながらマリアに触れていた。

　
興味津々
 きようみしんしん

 な様子だ。ここまで喜んでもらえると、貸した
甲斐
 かい

 があるというものだ。

「アンドー、これ弾けるの？」

「もちろん。でも、今は弾けないな。今日はアンプ持って来なかったからね」

「アンプ？」

「アンプっていうのはね、エレキギターの音を鳴らすために必要な機械のことだよ」

　五分前に得た知識を得意げに披露すると、千冬ちゃんは一層
瞳
 ひとみ

 を輝かせた。

「アンドー、物知り」

「いやいや、それほどでもないよ。ギター弾く奴だったら知ってて当たり前のことだからさ。常識常識」

　ああ、小学生の尊敬の眼差しがとても心地よい！

　心地よすぎて、向こうで灯代と彩弓さんが、

「……あいつ、生きてて
恥
 は

 ずかしくないのかしら」

「……呆れを通り越して、もはや
哀
 あわ

 れですね」

　と話してるのとか、全然気にならない！

「いいなー、ギター。かっこいいなー」

　きらきらと目を輝かせながら、千冬ちゃんは俺を見上げる。

「アンドー」

「なに？」

「これ、ちょーだい」

「やだよ！」

　理不尽な要求につい怒鳴ってしまった。

「ケチ」

「いや、ケチとかじゃなくて。無理だよ、これ、そこそこ高かったから」

「……お願い」

「ぐふぅっ！」

　上目遣いでおねだりされ、思わずのけぞった。

　この子はなんて切ない瞳をするんだろう。こんな瞳で見つめられたら、ギターの一つや二つ、ポンと譲ってしまいそうだ。

　しかし負けるな、安藤
寿来
 じゆらい

 ──否、ギルディア・シン・
呪雷
 ジユライ

 ！

　ここでギターをあげたら、千冬ちゃんが将来悪いおじさんにおねだりするような悪女になってしまうかもしれない。この子の人生を考えると、欲しがる物をなんでもかんでも与えてしまうのはよくない。

　そしてなにより──マリアを他の奴に渡すわけにはいかない！

「駄目だ……千冬ちゃん。マリアは俺の相棒……言うなれば、俺の半身なんだよ！」

　小学生の放つ魔性になんとか打ち勝った俺は、
毅然
 きぜん

 と宣言した。

「ぶー」

　千冬ちゃんは不満気に口を
尖
 とが

 らせるが、すぐになにかを
閃
 ひらめ

 いたらしく、ぽんと手を合わせた。

「じゃ、ゲームする」

「ゲーム？」

「アンドー、ちょっと、目、閉じて」

　目を閉じる。

　女子から目を閉じてって言われるとちょっと興奮しちゃうのは俺だけかな、なんて思っているうちに、「もういい」と言われて、目を開けた。当たり前だけどキスはされていなかった。夢も希望もない世界だぜ。

　視線を落とすと、足元の異変に気づく。

　床には、マリアが横たわっていた。

　ただし──二つ。

「ま、マリアが、二人いる!?
 」

　赤と黒の魅惑のボディが、二つ並んで置いてあった。

「マリア……お前、いつのまに影分身の術ができるようになったんだ？」

「ギターに影分身ができるわけないでしょ！　ていうか人間でもできないしね！」

「マリア。
分身
 ダブル

 を作る能力は
容量
 メモリ

 の
無駄遣
 むだづか

 いだぜ？」

「ヒソカみたいなこと言うな！」

「ああ、なるほど。コピーの方は『
円
 えん

 』の役割も果たしているんだな」

「コルトピの『
神の左手悪魔の右手
 ギヤラリーフエイク

 』でもない！」

「……畜生、誰だよ、俺のマリアにシール
貼
 は

 りやがったのは？　シールを
剥
 は

 がしたら破壊が起こっちまうじゃねえか」

「エルメスのスタンド能力でもないわよ！」

　いつも通り、的確な突っ込みをくれる灯代だった。

　本当の原因ならすでにわかっている。

　これは、千冬ちゃんの異能による
仕業
 しわざ

 だろう。

《
創世
 ワールドクリエイト

 》

　彼女は、ありとあらゆるものを創造することができる。

　片方のギターは本物で、もう片方は異能で創り出したレプリカということだ。

「さてアンドー、『右』と『左』、どっちが本物だ？」

　千冬ちゃんが挑戦的な瞳で見上げてきた。

　なるほど。そういうゲームか。

「つまり、俺のマリアへの愛情を試すゲームというわけだな」

「そう」

「俺が本当にマリアを大事に思っているなら、こんな二択を外すわけがない、と、そう言いたいわけだな」

「そう──もし外したら、ギターは千冬のもの」

　千冬ちゃんは腕を組み、小さな胸をこれでもかというほどに張って、普段より少しだけ弾んだ声で言った。

　客観的に判断すれば、かなり理不尽な要求である。勝ったところで俺にはなんのメリットもない。そのくせ負けたときのリスクはデカい。昨日買ったばかりのギターを奪われてしまう。

　こんな勝負、受ける馬鹿がどこにいるという話だ。

「くくっ。面白い。受けて立とうじゃないか」

　ここに。

　ここにいるんだよなあ、そんな馬鹿が！

　俺は──俺という男は、こういうなんの意味もない勝負で熱くなる男だ！

「さすがは、アンドー。千冬が見込んだ男」

　千冬ちゃんは満足そうに頷く。俺の男気溢れる決断に感動しているのだろう。

「勝っても負けても千冬は損をしないギャンブルに、アンドーはお馬鹿だから乗ってくるって信じてた」

「あれ、意外と
策士
 さくし

 !?
 」

　やべえ。俺、ハメられたっぽいぞ。

　とは言え、
今更
 いまさら

 勝負を止めることも難しい。覚悟を決めた俺は一度後ろを振り返り、女子高生三人に向かって告げる。

「みんな、止めないでくれよ。たとえ相手が千冬ちゃんだろうと、俺は戦わなければならないんだ……」

　仲間が敵に操られて、どうしても
哀
 かな

 しい戦いをしなければならない
窮地
 きゆうち

 に追い詰められたときのテンションで言う俺。

　対して女子高生三人は、

「そういえば、野球部って二回戦も勝ったらしいわね」

「あー、それ、私も聞いたよ。今年は頑張ってるよねー」

「なんでもすごい一年生が入ったらしいですよ」

　と、完全なるフリートークをしていた。

　……興味なさすぎだろ。もうちょっと俺達の聖戦に注目してくれよ。仲間同士が争う展開って、異能バトルじゃ一番熱いところだろうがよ。

　俺は気を取り直して、千冬ちゃんとのゲームに
臨
 のぞ

 む。

　床に
膝
 ひざ

 を突き、二つのギターをじっくりと見比べた。

　しかし、いくら見比べても違いは見つからない。ヘッドのところのネジみたいなやつの角度も全く同じだし、ボディについた
指紋
 しもん

 まで正確にコピーしてある。

「千冬ちゃん。触るのはあり？」

「あり」

　すぐに返事が来た。これは千冬ちゃんの自信の現れだろう。たとえ触れたところで絶対にわかるはずがないと確信しているのだ。

　俺は二つのギターを順番に手に取り、重さや音を比べてみる。が、違いはなかった。もしかしたら微妙な違いはあるのかもしれないけれど、俺がわかるレベルでの違いはなかったのだ。

　改めて、《
創世
 ワールドクリエイト

 》の凄さを実感する。俺のマリアを見事にコピーしてやがるぜ。

『右』と『左』。

　果たしてどっちが本物なのだろうか。

「そうだ、アンドー」

　俺が苦悩していると、千冬ちゃんが楽しげに
呟
 つぶや

 いた。

「アンドーには、外れだと思う方のギターを──ぶっ壊してもらう」

「な、なに!?
 」

「自信があるなら、問題ないはず」

「くっ……。わ、わかった」

　自信満々に勝負に乗った手前、ここは条件を
呑
 の

 まないわけにはいかなかった。

　断れなかった自分のプライドが
恨
 うら

 めしい。これでもしも選択を
誤
 あやま

 れば、俺は愛する者を自らの手で殺害することになってしまう。

　リスクが一気に跳ね上がった。

　くそ、千冬ちゃんめ。

　ここに来てなんてプレッシャーのかけ方をしてくるんだ。このレベルの高い駆け引き、とても小学生とは思えない。

　やれやれ。想像以上にヘヴィなバトルになっちまったぜ。

「……ん？」

　ふと、頭の中にノイズが走った。
淀
 よど

 みなく流れていた調和の取れた
旋律
 メロディ

 に、わずかに含まれた
不協和音
 ふきようわおん

 。耳障りな
違和感
 ノイズ

 が、いつまでもいつまでも俺の頭の中で鳴り響いていた。

　この
違和感
 ノイズ

 の正体は──

「……なるほど」

　音楽用語を用いてオシャレに思考をまとめたところで、俺はすくりと立ち上がる。

「完璧にわかったぜ、千冬ちゃん」

「そう」

　千冬ちゃんは手を広げ、二つのギターを指差した。

「だったら、『右』と『左』で、千冬が創ったと思う方を、ぶっ壊して。それが当たってたら、アンドーの勝ち」

「わかった」

　俺は確かな確信と共に頷いた。そして床のギターに手を伸ばす。

「
右か左か
 ライトオアレフト

 ……？　
いや違う
 ノー

 。
この問い自体が壮大な罠
 ディスイズミスディレクション

 ……！」

　俺は両手を伸ばし──両方のギターを
掴
 つか

 む。細いネックを持ち、二つのギターを高く掲げた。

　千冬ちゃんはぎょっとした表情を浮かべた。

「アンドー……。なにを」

「
両方とも不正解
 アンサーイズノーヒア

 ！　
どっちも偽物だ
 イッツオールフィクション

 ！」

　オレは
勝鬨
 かちどき

 を上げつつ、両手のギターを床に叩きつける！

　今の俺は、まるでキレたロックスター……もしくは秘奥義である『
万歳兕丹打祭
 ばんざいじだんだまつり

 』を繰り出した
兕丹坊
 じだんぼう

 のようだった。

　床に
衝突
 しようとつ

 したギターは、二つともネックの部分でぽっきりと折れてしまった。その際に鳴ったやかましい破壊音が、このコピー達の奏でる最後の音となった。

　ちなみに──俺がいきなり英語でしゃべり出したことには、深い意味がある。

　俺には、感情が高ぶると空気を読まずに英語でしゃべり出す
癖
 くせ

 があるのだ。英語の発音がものすごいカタカナ発音だけど、そこは気にしてはいけない。

　いきなり外国語しゃべり出す俺、かっけー。

「千冬ちゃん、悪くない策だったよ」

　破壊されたギターを脇に捨てながら、俺は得意げに言った。英語はもう終わり。俺の英語力ではこの辺が限界なのだ。

「だけど、最後のプレッシャーは余計だった。俺にとどめを刺そうと思ったんだろうけど、完全に
墓穴
 ぼけつ

 だったよ。策士策に
溺
 おぼ

 れるとはよく言ったものだ」

　千冬ちゃんは言っていた。

　外れだと思うギターをぶっ壊してもらう、と。

　しかし、考えてみればおかしな話だ。この勝負は元々、千冬ちゃんが俺のギターであるマリアを手に入れるために始めた勝負だ。

　そのことを考えると、千冬ちゃんが後から提案した条件はなにもかもがおかしい。

　千冬ちゃんの勝利条件は、俺がギターの選択を間違うこと。

　しかしそれは──俺が本物のギターを破壊してしまうことだ。

　つまりあの提案のせいで、この勝負における千冬ちゃんの真の勝利（ギターを手に入れること）がなくなってしまったのだ。

　いくら小学生とは言え、そんなお馬鹿な提案をするわけがない。

　千冬ちゃんは、俺がどっちのギターを破壊しても問題ないと考えていたはずだ。

　なぜなら──俺の前にあったギターは、両方とも千冬ちゃんが創ったレプリカだったのだから。

　おそらく千冬ちゃんは、俺に目を閉じさせた直後、本物のギターを異能で創り出した異空間に収納し、そしてコピーを二つ創り出した。

「《
創世
 ワールドクリエイト

 》の能力を存分に活用した、素晴らしい策だったと褒めてあげよう。ただし、この俺相手にイカサマ勝負を挑むのは、十年早かったな」

　ちょっとダークなギャンブラーのように勝ち誇る。

　くくっ。まあ、なんつーか定番だよな。

　こういう『どっちが本物だ』というゲームで『どっちも本物じゃない』っていう答えは定番中の定番！

　一周してもはや逆に王道！

　まだまだ甘かったね、千冬ちゃん。

「さあ。早く俺にマリアを返してくれ」

「…………」

　千冬ちゃんはなにも言わない。ぎょっとした表情のまま固まっている。敗戦のショックで固まったのかと思っていたら、彼女はやがて信じられないという表情を浮かべ、

「あ、アンドー……」

　と震えた声で言った。

「なんで、両方壊すの？」

「え？」

「右と左のどっちかが本物って、千冬、ちゃんと言ったのに」

「……え？」

　ちょっと待って。なんかおかしいよ。

「ち、千冬ちゃん。えっと、その問題自体が実は
嘘
 うそ

 だったっていうオチなんじゃ……」

「千冬は、そんな
卑怯
 ひきよう

 なことしない。正々堂々」

「じゃ、じゃあ、外れだと思う方を壊してもらうって、提案したのはどうして？　外れだと思う方を壊したら、俺が勝負に負けたとき、本物のギターが壊れちゃうよね？」

「……おお」

　千冬ちゃんは一本取られたという顔になった。

「もしかして今気づいたの!?
 」

「うっかり」

「うっかりじゃないよ！」

　俺の超推理が全部無駄になったじゃん！

「……ちょっと待って。ちょっと待ってよ……」

　俺は心を落ち着かせ、冷静に事態を分析する。

　つまり、俺が深読みしすぎただけで、千冬ちゃんはただ純粋に勝負を楽しんでいただけというわけか。

　やれやれ。策に
溺
 おぼ

 れていた策士は、俺の方だったようだ。

　まあ、俺ってつい難しく考えちゃうところがあるからねー。普通の人ならスルーできることが、どうしても気になっちゃうっていうか、深く考えずにはいられない体質っていうか。みんなみたいになにも考えずにいられたら、そっちの方が幸せなんだけど……。

　そんな風に自己弁護を考えたところで──ようやく重大なことに気づいた。

「…………」

　恐るおそる首を回し、さっき脇ポイ捨てしたものに視線を向ける。

　千冬ちゃんが能力を解除したのか、片方のギターは消えていた。

　しかし残る一つのギターは、消えることもなく、見るも無残な姿のまま床に捨てられていた。

「……マリアァァァァァアアアアアアアアアアア──っ！」

　俺は彼女に駆け寄り、折れてしまった細い首を強く抱きしめた。

　部室には、愛する者を自らの手で
殺
 あや

 めてしまった哀しい男の
慟哭
 どうこく

 だけが、いつまでもいつまでも
木霊
 こだま

 していた。

　まあ──彩弓さんがいるから、どうせすぐ直るってことは頭の
隅
 すみ

 っこでわかっていたけど、今はその場のテンションに身を任せたい気分だった。









　俺がマリアと出会ってから、一週間が経過した。

「ジューくん、おはよー」

「おう」

　家の前まで迎えに来てくれた幼馴染みと共に、学校へと向かう。

　いつも通り取り留めのない会話をしていた通学途中、「そういえばさ」と、鳩子が話を降ってきた。

「ギターってどうしたの？」

　俺はさっと顔を
逸
 そ

 らした。

「……あ、あいつは、今は、クローゼットの中に封印してある」

「封印？」

「来るべき戦いの
刻
 とき

 のために、力を蓄えているんだ」

「ふーん。なるほどねー」

　鳩子は全てを察したかのように小さく頷いた。

「べ、別に飽きてなんかないんだからねっ！」

「わかったわかった」

　そう言ってくすりと微笑む。駄目な子ほどかわいい、と言わんばかりの、微妙にこっちを小馬鹿にしている笑みだった。

　そんな鳩子を前に、俺はなにも言えなくなる。

　正直な話をすると──ギター、飽きた。

　一週間で完全に熱が冷めた。

　いや、だってマジでむずいんだもん。コードとか全然覚えらんないし、
弦
 げん

 押さえてる左手の指が痛くなるし。それに俺も
暇
 ひま

 じゃないしね。見たいテレビとかやりたいゲームとか読みたい漫画とかいっぱいあるし……。

　とにかく、俺にギターは合わなかったようだ。

　……はあ、金、もったいねー。

「ジューくんって昔っから、熱しやすく冷めやすいよね」

「冷静と情熱を
兼
 か

 ね
備
 そな

 えた男だからな」

「そうだねー」

　鳩子のスルーが、今は逆に
辛
 つら

 かった。

　もういっそ
罵
 ののし

 ってくれよ。

「……あのギターの出番は、しばらく先だろうな」

　いや、もしかすると永遠に来ないかもしれない。

　マリアが速攻で空気ヒロインになっちまったぜ。
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　とてつもないことに気づいた。

　どうして今まで気づかなかったのだろう。

　異能に目覚めてはや半年、毎日毎日、異能について考えてきたというのに。

《
黒焰
 ダークアンドダーク

 》のことだけじゃない。みんなの異能についてだって、寝る間も惜しんで夜更かししながら考えてきたというのに──

　どうして思い至らなかったんだ？

《
創世
 ワールドクリエイト

 》

　天地創造の力を有するこの異能に秘められた、恐るべき可能性に──

「……
俺
 おれ

 は、今日ほど自分の
愚
 おろ

 かさを
嘆
 なげ

 いた日はない」

　五人全員が集まった文芸部の部室。俺はがっくりと肩を落とした。後悔に押しつぶされそうになる俺に対し、
灯代
 ともよ

 が問うてくる。

「なに、いったいどうしたっていうの？」

「……灯代。俺は、大馬鹿野郎だ。俺は……
誰
 だれ

 よりも異能と
真摯
 しんし

 に向き合ってきたつもりだったけど、結局、それはただの自己満足に過ぎなかったみたいだぜ」

「な、なんなのよ……。どうしたの、
安藤
 あんどう

 ？」

「異能について、なにか気づいたことがあるのですか？」

　
彩弓
 さゆみ

 さんが真剣な様子で言った。俺は小さく
頷
 うなず

 く。

「自分の馬鹿さ加減に
嫌気
 いやけ

 が差します。くそっ！　なんで、今まで気づかなかったんだよ！　そうすれば……」

　俺は右
拳
 こぶし

 でテーブルを
叩
 たた

 いた。すると、リッスンを抱えていた
千冬
 ちふゆ

 ちゃんが、不安そうな目でこちらを見上げた。

「……アンドー？」

「千冬ちゃん……。ごめんね、俺が、もっと早く気づいていれば──《
創世
 ワールドクリエイト

 》の持つ恐ろしさを、もっと本気で考えていれば……」

「千冬の、ことなの」

「うん。そうなんだ……。千冬ちゃんの、ことなんだよ……」

　俺が重々しく頷いたところで、灯代が、どこか
焦
 あせ

 った表情で怒鳴った。

「な、なんなのよもう！　もったいつけてないで、さっさと言いなさいよ！」

「……そうだな。どうせいずれは誰かが気づくことだ。そして、誰かが言わなきゃならないことだ。
汚
 よご

 れ役は──俺一人でいい」

　灯代が、ごくりと息を
呑
 の

 む。他のみんなも、似たり寄ったりの神妙な顔つきになっていた。

「今日、気づいてしまったんだ……」

　俺は言う。





「千冬ちゃんの異能があれば、コスプレし放題じゃね？」





　なんでも作れる異能。

　だったら、どんな服もどんな武器も作れるじゃん！

　ああ！　どうして今日まで気づけなかったんだろう！

「……どシリアスな空気を作って言うことがそれか！」

　空気が
凍
 こお

 った部室で、灯代の突っ込みが沈黙を破った。

「なんだよ灯代。その事実に気づけなかったことを、俺が今日、どれだけ後悔したかわかってんのか？」

「知らないわよ！」

　灯代の後ろでは、鳩子がほっと胸を
撫
 な

 で下ろし、そして彩弓さんがやれやれと首を振っていた。

「なーんだあ、よかった。ジューくんが真面目な口調で言うから、なにごとかと思っちゃったよ」

「安藤くんが真面目な口調になったら、馬鹿を言う合図と考えた方がいいですね」

　そんな二人を気にも留めず、俺は
嬉々
 きき

 として語る。

「こないだテニスやったとき、千冬ちゃん、テニスウェア作ってたろ？　それで気づいたんだよ。『あれ、じゃあコスプレもできんじゃね？』ってな！」

「確かに、千冬ちゃんの異能なら簡単かもね」

「ま、厳密に言えばコスプレとは違うんだけどな。俺の場合、ただ遊びで服を着るわけじゃねえ。いついかなる戦いに巻き込まれてもいいよう、戦闘時の衣服について真剣に考察しておきたいんだよ」

「あんたの心情はどうでもいいわよ。なんにしても、コスプレなんてイヤ」

「なんでだ？」

「……なんでって……は、
恥
 は

 ずかしい、からよ……」

　顔を赤らめながら言う灯代。しかし、俺は
譲
 ゆず

 るつもりは毛頭ない。

「ふんっ！　
羞恥
 しゆうち

 心なんてのはな、自分の行動に後ろめたいところがあるから生まれるもんなんだよ！」

　我が心に一点の
曇
 くも

 りなし！

　本日、俺は全力で
己
 おのれ

 の道を突き進む！

「というわけで千冬ちゃん！」

　俺は全てのキーパーソンとなる彼女に告げる。





「ＦＦ７のクラウドの剣、
創
 つく

 って！」





「それがコスプレ以外のなんだっていうのよっ！」

　灯代が勢いよく突っ込んでくるが、もはやそんな言葉は耳に入らない。

「バスターソードじゃなくて、『
ADVENTCHILDREN
 アドベントチルドレン

 』に出てくる、合体する方の剣ね！　あの分解できるやつ！」

「ちょっと！　私の話を聞きなさいよ、安藤！」

「うるせえっ！　邪魔すんな灯代！　お前ならわかるだろ!?
 　あの剣の異常なまでのかっこよさが！　こないだコンプリート版のブルーレイ貸してやったろ!?
 」

「た、確かにあの剣は、
凄
 すさ

 まじくかっこいいけど……あの剣での、
超究武神覇斬
 ちようきゆうぶしんはざん

 は、見てて鳥肌立ったけど……」

「さあ、千冬ちゃん！　あの名も無き剣を創ってくれ！」

　俺は全身全霊で頼み込む──が、創世の主は首を横に振った。

「ば、馬鹿な！　どうしてだ千冬ちゃん!?
 　俺には、あの剣を持つ資格がないとでも言うのか!?
 」

「刃物で遊んじゃ、ダメ」

「くっ……」

　極めて真っ当な意見を前に、俺はその場に崩れた。小学生に正面から
諭
 さと

 され、なにも言えなくなってしまう。

　刀剣や銃器を創ることは、千冬ちゃんの中では禁止事項となっているようだ。

　鳩子との模擬戦闘のときなどは、古今東西の武具を
無尽蔵
 むじんぞう

 に創造している彼女だけど、それらの武器はあくまで模擬戦闘用の武器だ。銃弾はただのゴム弾だし、刃物は全て刃引きされている。

　俺は少し考えてから、

「……わかった。千冬ちゃんの言う通りだよ。本物の武器ってのは、そう簡単に手にしちゃいけないんだよね」

　と答えた。

　クラウドの剣の他にも、
逆刃刀
 さかばとう

 ・
真打
 しんう

 ちや
蛇尾丸
 ざびまる

 （
始解
 しかい

 ）も創ってもらう予定だったが、止めておこう。刃引きされた状態で創ってもらうことも千冬ちゃんならば可能だとは思うが──しかし、それでは意味がない。

　剣というのは──
斬
 き

 れるからこそかっこいいのだ。

　……というかまあ、武器のレプリカなら、自作のものが自室に山ほどあるから、わざわざ千冬ちゃんに創ってもらう必要はないだろう。

「それじゃ、武器はやめるとなると……」

　どうする？　包帯は
鞄
 かばん

 に三つぐらい入ってるからいらないし、指ぬきグローブはこないだ新しいの買ったばっかだし…………そうだ！

「眼帯だ！　千冬ちゃん、眼帯を創ってくれ！」

「またベタな
厨二
 ちゆうに

 が来たわねー……」

　灯代が
呆
 あき

 れた感じで言った。ベタとか言うなし。

　眼帯の魅力というのは、『ベタ』の一言で済ませていいものではない。

　
隻眼
 せきがん

 という、アンバランスさが生み出す
背徳
 はいとく

 感。その神秘的な
容貌
 ようぼう

 は、秘められた能力、隠された過去、
癒
 い

 えない傷……などなどなど、様々な影を
匂
 にお

 わせる。

　眼帯、かっけー。

　俺が眼帯の魅力に酔いしれていると、千冬ちゃんはきょとんとして言った。

「どんなの？」

「かっこいいの！」

「お医者さんにもらうの？　海賊が着けてるの？」

　その瞬間、俺は思い至る。そうだ、眼帯は大きく二種類に分けられるんだった。

　黒と白の二種類。

　白い方は、病院でもらうもの。軽くて通気性がよく、さすがは医療目的、という感じの眼帯だ。黒い方は、昔の海賊が着用してたようなもの。現代ではコスプレ目的で利用されることがほとんどだろう。革製で高級感があるもの、
紐
 ひも

 の部分がベルトになってるもの、シルバーの
意匠
 いしよう

 が施されたものなど、様々なタイプがある。

　無論、それ以外にも眼帯はあるだろうが、この二種類がスタンダードだろう。

　さて──どうする？

　やはり黒か？　どうせ創ってもらうなら、とびっきりスタイリッシュに決めるか？

　それとも白か？　かっこつけてない感じが逆にかっこいいノーマルで攻めるか？

「うぬぬぬ……」

　究極の二択が俺を悩ませる。

　しかし
刹那
 せつな

 ──
閃光
 せんこう

 が俺の頭をよぎった。

「──両方だっ！」

　千冬ちゃんがこくりと頷いて、《
創世
 ワールドクリエイト

 》発動。

　テーブルの上に、黒と白、二種類の眼帯が現れた。

　俺は素早く手に取り、それらを両眼へと装着！

　これで俺の魅力は倍率ドン！　さらに倍！

　
二兎
 にと

 追うものは
一兎
 いつと

 をも得ず？　知らねーな！　俺はいつだって、そんなくだらねえ
常識
 リアル

 をぶっ壊して生きてきたんだよ！

　
忌
 い

 むべき我が両の
眼
 まなこ

 を封じた俺は、その罪深き姿を
衆目
 しゆうもく

 へと
晒
 さら

 す。みんなのリアクションを確かめようとして──気づいた。

「あれ!?
 　前が見えないぞ！」

『当たり前だ！』

　全員から突っ込まれた。

「し、しまったぁ……。眼帯は両眼につけると前が見えないのかぁ……」

「まさか眼帯でまで二刀流をするとは……。安藤くんの
阿呆
 あほう

 っぷりはとどまるところを知りませんね」

　彩弓さんは心の底から呆れているようだった。

「安藤くん。少し落ち着いてください。あなたはただでさえ存在が
鬱陶
 うつとう

 しいというのに、今日は輪をかけてウザいですよ」

　キツい言葉を頂き、俺はしょんぼりと
項垂
 うなだ

 れた。いつまでも目隠ししててもしょうがないので、さっさと眼帯を外す。

「……いいなあ」

　ぽつりと、鳩子が言った。

「ジューくんばっかりずるいよー。私も、いろんな洋服着てみたいっ」

「おいおい、鳩子。これは遊びじゃないんだぜ？　来るべき聖戦に備えた
武装闘衣
 コンバットフォーム

 を決めるための、神聖なシミュレーションなんだよ」

「……あんた、とりあえず『ごっこ』を『シミュレーション』って言い換えれば格好つくと思ってない？」

　灯代がギクリとすることを言ってきた。都合が悪いのでスルーする。

「まあ、そうだな。千冬ちゃんの能力を俺だけが占領するのも悪いし、どうせならみんなも好きな格好してみようぜ」

「ちょっと勝手に決めないでよ。だいたい、そんな千冬ちゃんをこき使うみたいな……」

「だいじょぶ」

　苦言を
呈
 てい

 しかけた灯代に、千冬ちゃんが淡々と言った。

「千冬も、ちょっと、たのしー」

「……そう？　千冬ちゃんがいいなら、いいけど……」

　灯代が
釈然
 しやくぜん

 としない様子で呟くと、彩弓さんが
物憂
 ものう

 げにため息を吐いた。

「あらあら。多数決で決まってしまったようですね。私もあまり気乗りしませんけど」

　こうして。

　第一回、コスプレ──あ、いや違う。
武装闘衣
 コンバットフォーム

 大会が始まった。









　各々が好きな衣装を着る、という
体
 てい

 にしてしまうと、自己主張が弱い灯代や彩弓さん辺りが無難なものしか着なそうなので、衣装はくじ引きで決めることになった。

　着たい服、やってみたいコスプレなどを、一人一人、好きなだけ紙に書く。それらを箱に入れ、箱から引いた格好をするという形式だ。

「おし！　じゃあ俺、いっちばーん！」

　待ちきれなかった俺は、我先にと箱に手を入れた。さあ、なにが出るかな。『
死覇装
 しはくしよう

 』かなあ。『
聖闘士聖衣
 セイントクロス

 』かなあ。

「
刮目
 かつもく

 せよ！　これが俺の真の姿だ！」

　
数多
 あまた

 に広がる可能性から、たった一つの真実を導き出す！

　取り出した紙を、全員の前で開く。





『メイド服』





　やっべ。

　男女を分けるの忘れてた……。

「あー、それ、私書いたのだー」

　鳩子がのほほんと言った。鳩子らしいと言えば鳩子らしい解答だ。非ヲタなこいつにとっては、コスプレ＝メイド服って感じなんだろう。

「ちょ、ちょ、みんな……これは、引き直しだよな。ちゃんと男女を分けてやんないと。つーか、俺のメイド服とか、誰得だし……」

　言っている途中で、俺は気がついた。

　メンバー全員が、すごく生暖かい笑顔で俺を眺めていることに。

「安藤。あんた、言い出しっぺだったわよねー」

「私、ジューくんのメイド服、ちょっと見てみたいなー」

「安藤くんの真の姿、ぜひともお目にかかりたいですねえ」

「アンドー、ニーハイとストッキング、どっちがいい？」

　有無を言わさぬ四つの笑顔が、俺を追い詰めてくる。

「く、くそっ！　今日のところはこれくらいで勘弁してやる！」

　ギルディア・シン・
呪雷
 ジユライ

 はにげだした。

　しかしまわりこまれてしまった。

　灯代！　
時
 とき

 止めるのはズルいって！









　そして──

「い、いらっしゃいませ、ご主人様っ」

　千冬ちゃん作成のお着替えルームのカーテンを開き、引き
攣
 つ

 った笑顔の俺参上。フリッフリでミニスカのメイド服。足はなぜか黒ストッキング。頭にはメイドカチューシャ。

　無駄に
凝
 こ

 ってる。ほんと、誰得だよ……。

「ぶっ。あはははっ。似合ってるわよ、安藤」

「うんっ。ジューくん、かわいい～。あははっ」

　灯代と鳩子が、人の気も知らずにけらけらと笑っていた。

　ん、あれ？　彩弓さんはどうした？　こういうとき、真っ先に俺をいじり倒してくるのが彩弓さんだと思うんだが──と考えていたとき。

　パシャッ、とシャッター音がした。

　見てみれば、彩弓さんがデジカメでこっちを撮影してるではありませんか。

「ちょっと彩弓さん！　なに
撮
 と

 ってんすか!?
 」

「ああ、いいですね、安藤くん。その
羞恥
 しゆうち

 に
悶
 もだ

 えた表情……。そそりますよ」

「
恍惚
 こうこつ

 とした表情にならないでください！」

「うふふ。誰得なんて悲しいことを言わないでください。ここに一人、確かに得をしている人間がいますから」

「彩弓さん……」

「かわいいですよ、安藤くん」

　俺は気恥ずかしくなって顔を伏せた。年上の女性から面と向かって『かわいい』と言われてしまい、なんとも言えないむず
痒
 がゆ

 さが胸に込み上げて来る。

　
嬉
 うれ

 しいような、
恥
 は

 ずかしいような……。

「さあて。あとはこの写真に、こないだ撮った
相模
 さがみ

 くんの写真を──」

「なんでここで相模が出てくんですか!?
 」

「あ。いえいえ。こちらの話です」

「いやいや、完全に俺と相模の話でしょう！」

「いえ。正確には、相模くん、安藤くんの話ですよ」

「……え？　あの、だから、俺と相模の……」

「安藤くん。順番が違います」

　彩弓さんは声のトーンを落とし、至極真面目な表情で、こればっかりは譲れないとばかりに強く語る。

「安藤×相模ではなく、相模×安藤です」

「…………」

　これは、世に言うカップリングというやつだろうか。ええと、俺もそこまで詳しくはないけど、
腐女子界隈
 ふじよしかいわい

 においては、名前の上下が
凄
 すさ

 まじく重要な問題となるそうな。

　確か、名前が上の奴が『
攻
 せ

 め』で、下の奴が『
受
 う

 け』だったはず──

「──って俺、受け!?
 　俺、受ける方なの!?
 」

「当たり前じゃないですか」

「さも当然のように言われた!?
 」

「まあ、安藤くんは基本的に総受けですから」

「総受け!?
 　
荒々
 あらあら

 しさと
刺々
 とげとげ

 しさの塊みたいなこの俺が!?
 」

「ピーピーうるさい馬鹿は大体受けなんですよ」

「とんでもないレベルの
罵倒
 ばとう

 をされた！」

　これ、俺、怒っていいよね!?


　いくらなんでも怒っていいよね!?


「さ、彩弓さん！　そこまで人のことを
罵
 ののし

 ったら、もう逃げられませんよ！」

　俺は紙の入った箱を彼女の胸元に突きつける。彩弓さんは、一瞬
躊躇
 ためら

 うような仕草をしてから、ゆっくりと手を伸ばした。

「……わかりました。でも、あまり
際
 きわ

 どいのはなしですよ」

「際どいの？」

「たとえば……私が書いた『白ブリーフ』とか」

「当たり前ですよ！　てか、そんなん書いたんですか!?
 」

「安藤くんが
穿
 は

 いたら面白いと思いまして」

「面白くなーいっ！　自分が引いたらどうするつもりだったんですか!?
 」

「女性陣が引いたら、常識的に考えて
却下
 きやつか

 ですよ。安藤くんが引いた場合のみ、着用が義務付けられます」

「くっ。
卑劣
 ひれつ

 な……」

　自分を安全
圏
 けん

 に置きながら、ただ俺だけを
貶
 おとし

 める策を練っていたのか。

　なんという恐るべき
奸計
 かんけい

 （『奸計』って言葉を自然と使っちゃう、俺かっけー）。

「結局、安藤くんは『メイド服』でしたけどね。まあ、それはそれで楽しめましたから、よしとしましょう」

　談笑混じりに言いながら、一枚の札を引き、中身を広げる。





『ブルマー』





　彩弓さんの瞳から光が消えた。
麗
 うるわ

 しい笑顔が一瞬で
硬直
 こうちよく

 する。

　ブルマー……だと……？

　馬鹿な。奴らは、すでに
滅
 ほろ

 んだはず……！

「あー、また私が書いたのだー」

「……また鳩子のかよ」

　まあ、ブルマーもコスプレの王道っちゃ王道だもんな。

　元々は女性用の運動着として生まれたはずなのに、昨今ではある種のフェティシズムと化している。一部の男性層からは、
未
 いま

 だに根強い人気を博している一品だ。

「……いいでしょう」

　やがて、彩弓さんは諦めたように頷いた。

「人を散々いじっておいて、自分だけが逃げるわけにもいきませんからね」









「……わ、笑いたければ笑いなさい」

　カーテンが開き、ブルマー姿の彩弓さんが顔を真っ赤にして登場。

　上は袖口が青く縁取られた半袖ジャージ。豊かな胸部によって押し上げられた布地には、「さゆみ」と千冬ちゃんの手書きの文字が書かれている。

　下半身には
紺
 こん

 のブルマー。張りのあるヒップがぴっちりと覆われてる。すらりと長い足は惜しげも無く外気に晒され、太ももから足首にかけての美しいラインが目に飛び込んできた。

　サイズがやや小さかったようで、全体的にピチピチである。

「…………」

　先ほど、俺が現れたときは大爆笑したメンバーだが、今回は俺を含めて全員が絶句していた。笑うに笑えない、というのが総意であろう。

　彩弓さん、ブルマー、似合わねー……。

　元々大人びた顔立ちで、しかもスタイル抜群で背が高いから、ブルマースタイルが無性に似合わない。

　いや──逆か？　むしろ似合っているのか？

　彩弓さんのブルマースタイルは、かわいいとか
萌
 も

 えとか、そういうのを通り越して、なんか……アダルティなエロスを感じる。

　微妙な空気が流れる中、一人の少女が、すっと彩弓さんを指さし、

「サユミ、ブルマー、似合わない」

　と言った。

　千っ冬ちゃん、空気読んでえ──っ！

「……はあ。いいですよみなさん、そんなに気を使わなくて。千冬さんの言う通りです」

　単刀直入に言われた彩弓さんは、ため息混じりに小さく
零
 こぼ

 した。
頬
 ほお

 は
依然
 いぜん

 赤らんだままで、ブルマーから伸びた脚をもじもじと
絡
 から

 めている。

「ど、どうせ、私は
老
 ふ

 け顔ですから。こういう格好が似合わないことは、自分でよくわかっていますし……」

「なに言ってるんですか。彩弓さんは全然老け顔じゃありませんよ。ちょっと大人っぽいだけです！」

　俺は慌ててフォローを入れる。

「彩弓さんにブルマーってのは、むしろ似合ってないからこそいいんですよ！　その、無理して頑張ってる感が、
倒錯
 とうさく

 的な魅力を生み出してるんです！」

　その魅力は、たとえるなら、まるで──

「まるで、明らかに
三十路
 みそじ

 を超えてるＡＶ女優が女子高の制服を着たみたいな──」

　
殴
 なぐ

 られた。

　ヒットマンスタイルからのフリッカージャブで殴られた。

「ふん。別にいいですよ。ブルマーが似合ってもいいことなんてありませんからね」

　
拗
 す

 ねてしまったらしく、やや早口で言う彩弓さん。ちょっとかわいい。しかし直後、そのかわいさの全てが消え失せた、背筋が凍える微笑を浮かべる。

「さて。それでは次の人、参りましょうか。年長者であり部長である私がこんな
屈辱
 くつじよく

 的な格好をさせられてしまったんですから、日本の
縦
 たて

 社会的に考えて、他のみなさんはどんな格好であろうとも拒否権はありませんよ」

　うふふふふ、と恐ろしい笑い声を付け足しながら、彩弓さんは残りのメンバーの前に箱を差し出す。

　灯代、鳩子、千冬ちゃんの三人が、ごくりと息を呑む。

「じゃ、じゃあ、次は私が行くよ」

　勇気を振り絞った声で、鳩子が言う。

「鳩子、いきまーすっ！」

　箱に手を突っ込む。余談だが、「◯◯いきまーす！」というのは、元々はガンダムネタである。しかし鳩子は、たぶん元ネタを知らないで言ってる。

　パロディってのは、やられ過ぎると一般化しちゃうんだよなあ。

　ちょっと話が違うかもしれないが、元々は
麻雀
 マージヤン

 用語である『リーチ』『テンパる』などが、現在では元の意味も知らずに使ってる人が多いのと似ているのかもしれない。

「じゃがじゃがじゃがじゃが……じゃじゃん！」

　口でドラムロールを奏でながら、鳩子が札を引いた。





『太陽』





「「「「太陽!?
 」」」」

　驚愕の声で叫ぶ、高校生四人。

　俺ら四人が驚いたということは──

「あ、千冬のだ」

　やはり、常に予想の
斜
 なな

 め上を行くこの子が書いたものらしい。

「千冬ちゃん……これ、太陽って、あの昼間上がってる太陽？　太陽って名前のキャラじゃなくて」

「うん。お日様の太陽」

「そうか。
燦々
 さんさん

 と照らすサンの方か……」

「『なりたいもの』を書いてって、言われたから、『太陽』って書いた」

「……え。太陽になりたいの？」

「千冬は大きくなったら、太陽みたいに、みんなを照らす存在になりたい」

「それは素晴らしい目標なんだけどさあ……」

　いい
台詞
 せりふ

 を言わないでよ。突っ込むに突っ込めなくなっちゃったじゃないか。

「ねー、ジューくん。私、どうしたらいいかなあ」

　困った表情で鳩子が言う。

「どうするってなあ……、やるしかねーだろ」

　おそらく史上初、『太陽』のコスプレ、スタートである。









「うおおー、太陽だぞー」

　カーテンが開き、鳩子が珍妙なことを言いながら姿を現した。本人的には、おそらく太陽になり切っているつもりなんだろう。

　しかしその姿は、言動よりもはるかに珍妙だった。

　どでかいオレンジの着ぐるみを着用し、横と下から手足を出し、繰り抜いてある中心部から顔を出している。

　トゲトゲのついた球体から、手と足と顔が生えた感じだ。

　こ、この姿は──





「
首領
 ドン

 パッチだぁあ──っ！」





　太陽のコスプレしたら、なんか
首領
 ドン

 パッチっぽくなってしまった！

　そうか。人間って、太陽のコスプレをするとハジケリストみたいになっちゃうんだな。

「うおおー、
首領
 ドン

 パッチだぞー」

「いや鳩子っ！　知らないくせに適当にモノマネすんな！　元ネタに失礼だ！」

「……うー、ていうか、これ、重いよ～～。私、壁によっかかってるねー」

　とんでもなく頭デッカチな着ぐるみを着た鳩子は、ふらふらと危うい足取りで部室の隅まで歩いて行き、壁にその体重を預けた。

「ねー、ジューくん。太陽って、どんなことしたらいいのかなあ？」

「そう言われても……えーと、ああ、そうだ。『北風と太陽』を参考にすればいいんじゃないのか。太陽がしっかりと擬人化されてる話だし」

「なるほどっ」

「北風と太陽の意味もない力比べにより、無関係であるはずの旅人がひどく苦しめられる。
所詮
 しよせん

 人間は大いなる自然の神々には逆らえず、彼らにとっては暇つぶしの玩具に過ぎないという、哀しき
逸話
 いつわ

 だったな」

「そんな話だっけ!?
 」

　うん。実際あの話って、旅人は本当にいい迷惑だと思うんだよ。強風に
煽
 あお

 られるわ、太陽に照らされるわって。

「いや──ちょっと待てよ」

「どうしたの、ジューくん。キリッとした表情になってるよ」

「当たり前のように旅人が男であることを前提で話していたが……もしかしたら、旅人が女だという可能性もあるじゃないか!?
 」

「？　女の人だと、なにか変わるの？」

「大きく変わるぜ。二人揃って女の服を無理やり脱がす対決をするなんて……ただの変態じゃねーか！」

「た、確かに！」

「もしかしたら北風と太陽というのは──」

　北風『女の服ってのはよう、無理やり脱がすのが最高なんだよ！　嫌がってるのを強引に
剥
 は

 ぎ取るのがたまんねーぜ！』

　太陽『なに言ってんだよ！　自発的に脱がせる方がいいに決まってんじゃねーか！　女が自らの手で脱ぐことによって、
羞恥
 しゆうち

 心や
淫靡
 いんび

 さが
滲
 にじ

 み出し、女の心が性に対して開放されていくんだよ！』

　北風『ああ!?
 　てめえ、全然わかってねーな！』

　太陽『わかってねーのはてめえだよ！　お。ちょうどあそこに女が歩いてるぜ。どっちがより興奮するか、白黒はっきりさせようじゃねーか』

　北風『おもしれえ！　じゃあ、俺から行くぜ！』

「──という、壮大なフェティシズムの戦いだったのかもしれない」

「そ、そんな『北風と太陽』は嫌だよぅっ！」

　鳩子が顔を赤らめて抗議した。うーむ。女子相手にするボケじゃなかったな。こういう下ネタは変態の相模としよう。

「しかし……カオスな感じになってきましたね」

　彩弓さんが辺りを見渡しながら言った。

　メイド服の俺、ブルマーの彩弓さん、太陽の鳩子。

　彼女の言う通り、シュールを通し越して、もはやカオスだ。

「ところで彩弓さん。
混沌
 こんとん

 を意味する【chaos】って単語は、和製英語っぽく『カオス』って言うのと、正しい発音に
則
 のつと

 って『ケイオス』って言うの、どっちがよりかっこいいかってことを、最近、真剣に考えてるんですけど……」

「どうでもいいですね」

「……冷たいですね。こっちは真剣に悩んでるんですよ！」

「そんなことを真剣に悩む人間自体がどうでもいいですね」

　いつにも増して
辛辣
 しんらつ

 な彩弓さんだった。ブルマー着用のせいで、心の余裕が失くなってしまったのだろうか。

　ともあれ、ここまで来たらもう後戻りは許されない。行くところまでしか行くしかないだろう。

「じゃ、次は、千冬の番」

　箱から一枚の紙を引き、そして広げる。





『
拘束衣
 こうそくい

 』





「お。俺のじゃん」

　と言った瞬間、女性陣が一斉にドン引きした。

「あ、あ、安藤……？　あんた、私らになに着せようとしてんの……？」

「灯代……。ち、違うって！　お前らに着せようとしたんじゃなくて、俺が着たいから書いたんだよ！」

「なんで拘束衣なんか着たいのよ！」

「だって、なんか、かっこいいじゃん？」

　ダボッとした白い服。ところどころ巻かれる黒いベルト。眼や口を
塞
 ふさ

 がれ、両腕の自由さえも奪われ、あらゆる行動を制限されたその様には、いかんともしがたい魅力がある。

　なんというか、封じられてる感がたまらないのだ。

　拘束衣、かっけー。

「……厨二、
乙
 おつ

 」

　灯代はため息をついた。

「でも……千冬ちゃんが拘束衣着るのは、まずいよな。その……
倫理
 りんり

 的にっつーか、児ポ法的にっつーか」

　俺が呟くと、千冬ちゃんは首を振った。

「だいじょーぶ。着てみる」

「……本気で？」

「ん。引いた結果だから、しょーがない」









　拘束衣というものは、基本的に一人で着られないからこそ拘束衣なため、今回はお手伝いとして彩弓さんが着替えルームに入った。

　着替えが終わると、一足早く彩弓さんが出てきた。その表情が
蒼白
 そうはく

 だった理由は……うん。それを
訊
 き

 く勇気は俺にはなかった。

　そしてカーテンオープン。

「ンンー、ンー、ンー」

　拘束衣＆目隠し＆
猿轡
 さるぐつわ

 の千冬ちゃん登場。

　白い服のあちこちに着いたベルトが、小さな身体を要所要所で締め付けている。両腕は前でクロスされた状態で固定。目隠しは味気のない黒革のもの。

「ンッ。ンンッ、ンー」

　猿轡として巻かれた白い手ぬぐいの奥からは、幼い声と熱を帯びた息が漏れ出す。

　完全に自由を奪われ、人としての尊厳をギリギリまで
貶
 おとし

 められつつある、いたいけな十歳の少女が、今ここに──

「……アウトォォオオオオオオ──っ！」

　アウトもアウト！

　スリーアウト、チェンジ！

　つーか、一歩間違えばジ・エンド！

　俺は即効で目隠しと猿轡を外した。あっぶねー……。
危
 あや

 うくリョナラーに目覚めるところだったぜ。

「ぷはっ。生き返るー」

　こっちが死ぬほど焦っていたというのに、当の千冬ちゃんは涼しい顔をしていた。

「だ、大丈夫、千冬ちゃん？」

「ん。へーき」

　平然と頷く千冬ちゃん。ことの重大さをまるで理解していないようだ。

「安藤くん、なんなんでしょう、この、漂う犯罪の香りは……」

「ですよね……。まあ、彩弓さんのブルマーも、ある意味犯罪みたいなもん──いえ、なんでもありません」

　
凄
 すさ

 まじい殺気を感じたので、慌てて言葉を軌道修正。

　すると、千冬ちゃんが俺の近くまで歩いて来た。脚は自由なタイプの拘束衣なので、移動は問題なくできるようだ。

「んっ。アンドー。背中、かゆい。かいて」

「え」

「手、動かせない」

　ガチャガチャと、封じられた両手を揺らす。

「あ、ああ。そうか、そうだね」

　俺は千冬ちゃんの後ろに周り、
膝
 ひざ

 を折ってしゃがんだ。

「あ、安藤っ！」

　途端、なぜか灯代が顔を赤くして怒鳴った。

「なんだ、どうしたんだ？」

「……そ、その……、パ、パンツ、見えてるから」

「え……う、うおお!?
 」

　そうだ、俺今、ミニスカのメイド服着てるんだった！

　おいおい、しゃがみパンチラしちまったよ！

「と、灯代のエッチっ！」

「見たくって見たんじゃないわよ！」

　俺は慌ててしゃがみ直す。今度は、スカートできちんとパンツが隠れるようにした。

　ううむ。女子は毎回こんな苦労しながらしゃがんでるのか。大変だな。

「アンドー、はやく。かゆい」

　背中を
捩
 ねじ

 るようにしながら、千冬ちゃんがマイペースに
急
 せ

 かして来た。

「はいはい。えっと、この辺？」

「もうちょっと右」

「右？　この辺？」

「行き過ぎ、もっと左」

「じゃあ、ここかな」

「う、んっ。そこ、そこっ。もっと強くっ」

「はいはい」

「んっ。アンドー……、つ、強すぎ……。もっと優しく」

「あ、ごめん」

「んんっ。ちょっと、くすぐったい……」

　……なんか、エロいことをしてる気分になるのは俺だけかな？

　これ以上、拘束衣の千冬ちゃんにかまっていると、目覚めてはいけない道に目覚めてしまいそうだったので、俺は話を先に進める。

「さて。ラストは灯代か」

「ん……。わかってるわよ」

「言っとくけど、今、ラストってことでガンガンハードル上がってるからな」

　せっかくここまで、四人が良い感じの順番でやってきたのだ。

『メイド服』でスタートし、『ブルマー』で盛り上げ、『太陽』で変化を持たせ、『拘束衣』で
度肝
 どぎも

 を抜いた。

　偶然にも、見事な起承転結となった。

「ここまで来たら、並大抵のコスじゃ誰も納得しねーぜ？　
今更
 いまさら

 『ナース服』とか来ても、場が白けるだけだからな」

「へ、変なプレッシャーかけないでよ……」

　灯代は恐る恐る札を引いた。





『ビキニアーマー』





　…………。

　マジか。誰だよ、こんな、中途半端にマニアックなの書いたの……。

「ねーねー、ジューくん。ビキニアーマーってなに？」

「……読んで字の
如
 ごと

 く、ビキニのアーマーだよ」

　機動性を重視した防具……と言えば聞こえはいいが、実際には、戦場をナメてるとしか思えない、かなり露出の激しいコスチュームだ。

「えー。それって防具の意味あるの？　おへそ丸出しになっちゃうじゃん」

「……まあ、『あぶない下着』よりは、まだ防御力があるだろうな」

　この手の防具はきっとセクシーコマンドーとして活躍したのだろう、と勝手な推測を立てている。

「にしても……これ、いったい誰が書いたんだよ」

　ぐるりと周囲を見渡すと、おずおずと上がる手が一つ。

　灯代だった。

「ってお前かよ！」

「な、なによ！　しょうがないでしょ！　コスプレって聞いて、パッと思いついたのがこういうのだったんだからっ！」

　コスプレと聞いてパッと『ビキニアーマー』を思いつく辺りが、灯代のオタクっぷりを表していた。

「自業自得ってわけかよ。なら、しょうがないな」

「ちょ、ちょっと待ってよ！　ほ、本気!?
 」

「他の人が書いたならまだしも、自分で書いたやつじゃなあ。ねえ、彩弓さん？」

「そうですねえ。ビキニアーマーならば、倫理的に考えてもそこまで問題はないと思いますし。ねえ、鳩子さん？」

「うーん。私、まだ、『ビキニアーマー』がよくわかんないから、ちょっと見せて欲しいかも。ね、千冬ちゃん」

「トモヨ。おっぱいの部分、鉄にする？　布にする？」

　もはやカオスと化した文芸部。

　そこにはもはや、灯代の逃げ場などはないのである。

「くっ。覚えてなさい！」

　神崎灯代はにげだした。

《
永遠
 クローズドクロツク

 》を使った逃亡は、まるでケーシィのテレポートだ。

　もはや追跡は不可能──と思いきや、直後、灯代が文芸部の椅子に座っていた。

　いや彩弓さん！

《
始原
 ルートオブオリジン

 ──
哲理を鎖す円環
 ウロボロスサークル

 》を──
覚醒
 かくせい

 した能力をこんなとこで使わないでっ！









「……う、うぅ……」

　カーテンが開き、顔を
林檎
 りんご

 かトマトのように赤くした灯代が現れた。顔だけではなく、全身の肌が赤らんでいる。

　布面積の少ないビキニ。急所をまるで隠す気がない無骨なアーマー。結局、胸の部分は鎧ではなく、普通の布になったようだ。

「うわあ、ビキニアーマーって、思ったよりかわいいんだねっ。灯代ちゃん、せくしーっ」

「思ったより似合いますね、灯代さん」

　鳩子と彩弓さんが素直に
褒
 ほ

 めるが、灯代は依然、顔を赤らめたままだった。両手で、胸と
股間
 こかん

 を隠すようにしている。

「灯代……」

「な、なによ」

「いや……その、胸と股間を隠すポーズって、なんか、逆にエロいから、やめた方がいいんじゃないか？」

「──っ！」

　灯代はバッと両手を広げ、あたふたと両手の場所を移動させた。あちこち
迷走
 めいそう

 した
挙句
 あげく

 、最終的には後ろで組む形に落ち着いたようだ。

「な、なんか言いなさいよ……」

「え……。あ、ああ、普通に似合ってるぞ」

　ガーリーとファイティングが融合したビキニアーマーというファッションは、意外にも灯代にはよく似合っていた。

　そういえば灯代は、胸が小さいことを気にしてた気がするけど、でも、こうしてビキニの姿を見てみると、決して気にするような体型ではないと思う。確かに巨乳ではないが、まな板というわけでもない。ちゃんと女子としてのふくらみが存在している。

　まあ、そんなフォローを入れたらただのセクハラになってしまうから、言うつもりはないけれど。

「……さて。これで全員の
武装闘衣
 コンバツトフオーム

 が
揃
 そろ

 ったわけか」

　メイド服。ブルマー。太陽。拘束衣。ビキニアーマー。

　ううむ。ケイオスだぜ。

「ど、どうするみんな？　せっかくだから、記念写真でも撮るか？」

「絶対嫌っ！」

「嫌です」

　灯代と彩弓さんが断固として拒否した。二人にとっては、今日のコスチュームは黒歴史決定らしい。まあ、俺も
若干
 じやつかん

 黒歴史だからな。

「私は撮って欲しいなあ。ねー、ジューくん、一緒に撮ろうよ」

「ええ……。俺はいいよ。だってメイド服だもん」

「アンドー。千冬も、写真、撮って」

「……マジで？」

「記念」

　大丈夫だろうか。拘束衣に包まれた少女の写真って、俺が持ってたら、それだけで警察のお世話になっちゃうんじゃないのかな。

　とりあえず、彩弓さんのデジカメを借りようとした──そのとき。

「おーい。お前ら、
鍵
 かぎ

 開けろー。私だぞー」

　と。

　部室の外から、乱暴なノックと眠そうな声が聞こえた。

　文芸部
顧問
 こもん

 にして、千冬ちゃんの
叔母
 おば

 。
里見詩春
 さとみしはる

 先生の声だ。

　一瞬にして部室の空気が凍り付く。

　まずいっ。里見先生は、異能についてなにも知らない。俺達の今の格好を見たら、何事かと思うはずだ。

　……仮に異能のことを隠せたとしても、こんなカオスな状態を見られたら、本気で頭の具合を心配されてしまう。

　なにやってたんだろうな、俺ら……。俺、メイド服着てるんだぜ。

　とにもかくにも、一刻も早く元の格好に戻らなければ。

「千冬ちゃん！　能力解除だっ！」

　俺は言った。千冬ちゃんは少し焦った様子で頷き、すぐに能力を解除した。

《
創世
 ワールドクリエイト

 》によって生み出されたものが、一瞬にして消え去る。異能によって生み出されたものは、千冬ちゃんの意思によって自由に消すことが可能だ。

「あ……」

　はたと気づいて、視線を落とす。俺はパンツ一丁の姿になっていた。千冬ちゃんの作ったメイド服だけが綺麗に消えてなくなっている。

　……ってことは。

　他のみんなも、もしかして俺と同じ下着姿に──いや、ちょっと待て。
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　鳩子と彩弓さんはともかく……千冬ちゃんって、ブラしてるのか？　年齢的に考えると、してなくてもおかしくはない。ていうか、さっき背中
掻
 か

 いたとき、確実にブラの気配はなかった気が……。

　て、てか……灯代、ビキニアーマーって、下着、着けてる……？

　ひっ、と。悲鳴が上がる一歩手前の、息を吸う音が聞こえた。

　俺は反射的に顔を上げてしま──





《
永遠
 クローズドクロツク

 》





　──うと、なぜか目の前が真っ暗になった。

「う、うおっ！」

　なんだ、手持ちのポケモンが全滅したのか？

　それとも
紐
 ひも

 切りを食らったのか？　首を通る視神経を切断されたのか!?


「あ、あっぶなかったぁ……」

　心底ほっとしたような灯代の声が耳に入った。

「あ、あれ!?
 　灯代ちゃんがいつの間に制服になってる!?
 」

「……なるほど、《
永遠
 クローズドクロツク

 》を使ったんですね。助かりましたよ、灯代さん」

　顔に手をやると、少し固い布の感触がした。どうやら俺の頭にはブレザーが巻きつけられているようだった。

「あ、安藤っ！　まだ取んないでよ！　私は着替え終わったけど、他のみんながまだだからっ」

　言葉と状況から推測すると、今の一瞬のうちに、灯代は俺の視界を塞ぎ、そして自分の着替えを済ませたようだ。

　時を止める能力をフル活用して、俺のラッキースケベを封じたらしい。

「……余計な真似を」

「なんか言った？」

「いえ、なんでもありません」

　俺は仕方なく、みんなの着替えが終わるまで待つことにした。

　……パンツ一丁で目隠しされた状態で突っ立てるんだが……、しょうがない。こういうとき、男は損をするものだ。

「千冬ちゃん、ほら、急いで！」

「トモヨー、これ着せてー」

「ああもうっ。ほら、ばんざーい」

「ばんざーい」

「あ、鳩子さん。それは私のスカートですよ」

「ええ!?
 　あ、ほんとだっ。じゃ、じゃあ、私のスカートは～～」

　女子勢の慌ただしい着替えの音を、俺はただ、
悶々
 もんもん

 とした気分で聞いていた。

《
永遠
 クローズドクロツク

 》のせいで──いや、おかげで、女子勢から袋叩きにあうことも、
軽蔑
 けいべつ

 の眼差しをもらうこともなかったわけだから、今は灯代には感謝しておこう。

　……本当は、ちょっとだけ見えちゃったのは内緒である。









「まったく……。なにやってたんだお前ら」

「すみません里見先生。本が散らかって見苦しい有り様となっていたので、慌てて片付けをしたんです」

　部室に入って来た里見先生に、彩弓さんは涼しい顔で嘘をついた。見事なポーカーフェイスである。

「それにしても、里見先生がこの部室に足を運んでくるなんて、珍しいですね。今日はどういったご用件でしょうか？」

　
巧
 たく

 みに話題をシフトする彩弓さん。

　里見先生は滅多に部室に来ない。一応この部の顧問ということになっているのだが、どうにもこうにもやる気がないらしく、ほとんどの業務を彩弓さんに任せている。

「あー。別に……今日は、お前らに用ってわけじゃないんだよ」

　気だるそうに言いながら、里見先生はかすかに目を細めた。

「今日は、
姪
 めい

 っ子の方に用があるんだ」

　千冬ちゃんに？

　里見先生は視線を俺の隣に流し、心なし厳しい表情で言う。

「姉さんから連絡があったぞ。千冬。お前、今日、小学校休んだらしいな」

「…………」

　千冬ちゃんはなにも言わない。
俯
 うつむ

 いたまま、リッスンをぎゅっと抱きかかえていた。

「……里見先生、どういう意味ですか？　千冬ちゃんが、学校休んだって……」

「どういう意味もないさ。千冬は今日、小学校休んでるんだよ。熱っぽくてダルいっていう理由でな」

「え……。でも、千冬ちゃんは、ここに……」

「だから、それが問題だって言ってるんだよ」

　千冬ちゃんは今日も、普段通りの時間にこの部室にやってきた。俺達はてっきり、小学校を終えてから来たんだと思っていたのだが、どうも違うらしい。

　小学校を休んだくせに、俺達のところには遊びに来たというのか。

「熱は下がったのか、千冬」

　里見先生は言った。決して責めるような口調ではなかったが、しかし、やけに真剣な口調だった。

「……下がった」

　千冬ちゃんは決して顔を上げようとはせず、
俯
 うつむ

 いたまま答えた。

「熱は下がったから、ここには来てもいいって思ったってことか？」

「うん」

「なあ、千冬──本当に、朝、熱があったのか？」

「…………」

　返答はなく、痛々しい沈黙が下りた。里見先生は
仏頂面
 ぶつちようづら

 のまま黙っていたが、しばらくして、くぁあ、と気の抜けたあくびを漏らした。

「んー。まあ、いいかー。千冬、明日はちゃんと学校行けよ。姉さんには、私から説明しとくから」

　言い切り、席を立つ。「んじゃ、お前ら。あんまり遅くならずに帰れよー」と適当な挨拶を残して、部室から出ていった。

「千冬ちゃん……。小学校、行かなかったの？」

　俺は言った。

　千冬ちゃんの言葉が、信用できなかったから。

　今日のコスプレ──いや、
武装闘衣
 コンバツトフオーム

 大会で、千冬ちゃんはとても元気そうだった。とてもじゃないが、
病
 や

 み上がりとは思えない。

「ねえ、どうして」

「……明日は、行く」

　そう言って、千冬ちゃんはぴょんと椅子から下りた。

　即座に《
創世
 ワールドクリエイト

 》を発動し、『ゲート』を創造する。逃げるようにそこに飛び込んで、この空間から姿を消した。

　文芸部の部室には、もやもやとした重い雰囲気だけが残った。





[image: ]






[image: ]






　特殊ルビや特殊読みというのは、どうしてこうも胸に響くのだろう。

　たとえば《
黒焔
 ダークアンドダーク

 》のように、能力名にいい感じのルビを振るのはもちろん、普通の会話の中でルビを振ることだって、やりようによっては途方もなくかっこよくなる。

　基本編。

・
現実
 リアル



・
誇り
 プライド



・
潜在能力
 ポテンシヤル



・
瞳
 め



　などなど。この辺はもう基本過ぎて、やったところで、誰にも気づかれもしないレベルだ。上級者はこの程度で満足してはいけない。

　応用編。

・
飛翔
 と

 ぶ

・
開闢
 ひら

 く

・
烙印
 しるし



・「
地獄
 パラダイス

 だよ」

・「たっぷりと
殺
 あい

 してやんよ」

　などなど。

　……かっけー。パソコンの変換機能がいかに進歩しようとも、決して出てくることはなさそうな読み方、超かっけー。

「ああ、わかるわかる。
安藤
 あんどう

 もたまにはいいこと言うよね」

　授業と授業の合間の休み時間を使い、
俺
 おれ

 が特殊読みの素晴らしさについて存分に語り尽くしたところ、
相模
 さがみ

 はうんうんと
頷
 うなず

 いて納得した。

「ほう。貴様と趣味が合うとは、珍しい日もあったもんだな。相模
静夢
 しずむ

 」

　話は合うけど趣味が合わない、俺にとっては友達未満の存在でしかない美少年。

　こいつにもようやく、俺が愛するものの魅力が伝わったんだろうか。

「特殊読みって、やっぱりテンション上がるよね。『
射精
 だ

 す』とか、『
絶頂
 い

 く』とかさ」

「…………」

　相模は、実に
爽
 さわ

 やかな笑顔で言った。

「『
膣内
 なか

 』や『
堕落
 お

 ちる』も外せないなあ。あ、でも、『
輪姦
 まわ

 す』は例外。僕、男が複数で
犯
 や

 る作品は、あまり好きじゃないんだ。他人が突っ込んだ後の穴なんて突っ込む気しないし」

「…………」

「あれ。どうしたの、安藤。すげー苦い表情になってるよ？」

「……いや」

　俺は小さく息を吐き、話を変える。

「そういえば、たまに、少年漫画とかで『どうして敵キャラは親切に自分の能力を解説するんだよ』って、
野暮
 やぼ

 ったい突っ込み入れる奴いるだろ？　俺、そういうのはよくないと思うんだよ」

「ふうん」

「自分の実力に
誇
 ほこ

 りを持つが
故
 ゆえ

 に、そして相手に敬意を払うが故に、人は自分の能力を高らかに解説するんだよ。戦国時代とかじゃ、みんな声高に戦果を誇ったって言うしな。能力名も能力の詳細も明かさないまま、コソコソと敵を倒したってなあ……。そんなのは異能バトルじゃねーよ」

「言いたいことはわかるよ。実況や解説ってのは、作品を盛り上げるために必要不可欠なものだよね」

「おお、わかってくれるか相模！」

「エロゲーでもさ、いるんだよね、セックスシーンのときに、『中で◯◯のがビクンビクン動いてるよぉ』とか『ああん。白いお汁がドピュドピュ出てるぅ』とか、そういう実況を止めろって言う奴。そりゃ、現実の女はそんなこと言わないよ。でもさ、現実ではあり得ない実況や解説こそが、こっちの性欲を
掻
 か

 き立てるんだと思わない？」

「…………」

「むしろ、そういう
台詞
 せりふ

 を言わざるを得ないほどに興奮してるのか、この女は……！　って感じでテンションが上がるよ。ねえ、安藤？」

「…………あ、うん」

　俺は話を変える。

「えと、話ちょっと戻るけど、俺は、『
堕落
 お

 ちる』は、シンプルに『
堕
 お

 ちる』の方が好きだな。『堕ちる』というフレーズには、『落ちる』には存在しない、二度と
這
 は

 い上がることのできぬ闇の底に沈んだかのような絶望感があるから」

「うん。一理あるね。やっぱり、女ってのは
口説
 くど

 き落とすんじゃなくて、二度と戻れない快楽の底に堕とし、そして
貶
 おと

 しめるのがサイコーだよ」

　相模は、実に
清々
 すがすが

 しい笑顔で、そう言った。

「……もう嫌だっ！」

　とうとう
堪
 た

 え切れなくなり、俺は椅子から立ち上がって
憤慨
 ふんがい

 した。

「なんでお前って奴は、なにからなにまでそっちに話を持ってくんだよ！　俺の美的感覚を全てエロ方面に持ってくんじゃねえ！」

「はあ？　なにからなにまで
厨二
 ちゆうに

 方向に話を持ってく安藤にだけは言われたくないんだけど？」

　相模は鼻で笑うように言った。俺は舌打ちして、深々と息を吐く。

「お前相手にちょっとでもシンパシーを感じた俺が馬鹿だったぜ」

「あはは。その台詞、『聖なるバリアミラーフォース』」

「くくっ。甘いな。リバースカードオープン！　『
罠
 わな

 はずし』！」

「残念。『罠はずし』は通常魔法だから、トラップカードにカウンターはできないよ」

「うるせえ。漫画だとできるんだよ。マリクや
遊戯
 ゆうぎ

 がやってただろ」

「安藤」

　話の流れを無視して、相模は言う。

　まるで誰かに言い聞かせるように、少し声のトーンを落として。

「僕らはわかり合えないよ」

　
澱
 よど

 みのない、澄み切った二つの瞳が、じっと俺を見つめていた。

「……だろうな」

　吐き捨てるように言って、俺は椅子に座り直した。

　相模は時折、整った顔に似合わない、ひどく不気味な眼をする。

　
睨
 にら

 めつけるような観察するような視線。

　粘着質なのにどこか乾いた、不自然な瞳。

「ところでさ。今朝っから気になってることがあるんだけど」

　一転して軽い口調に戻った相模は、教室の外に目をやった。

「
灯代
 ともよ

 ちゃん、様子おかしくない？」

「灯代が？」

「うん。今朝昇降口でちょっと見かけたんだけどさ……なんか、すごい真剣な顔で携帯の画面睨んでたんだよね」

「メールでも読んでただけじゃないのか？」

「いや。あれはメール読んでるって感じじゃなかったね。目線は全然動いてなかったし。それに、画面を一瞬見たら、すぐにしまってたから」

　相模が言うには、灯代はポケットから携帯を取り出して
一瞥
 いちべつ

 すると、すぐにポケットにしまったらしい。しかし、一分もしないうちにまた取り出し、すぐにしまう。そんな行動を繰り返していたそうだ。

「さっきの休み時間に、ちょっと気になって三組の教室を見に行ったんだけど、灯代ちゃん、同じことしてたよ」

「
頻繁
 ひんぱん

 に携帯を確認してるってことか……。ふうん」

「新着メールの問い合わせでもしてるのかな」

　ふむ。まあ、それなら説明がつくな。けど、そうなると今度は、灯代が誰からのメールを待っているか、ということになる。今か今かと待ちきれない様子で、だ。

「まさかとは思うけど……彼氏ってことはないよね……」

　相模は青い顔をして言った。

「……いや、なんでお前が顔を青くするんだよ」

「安藤の馬鹿！　灯代ちゃんが中古になったらどうするんだよ！」

「マジな表情で怒るなよ！　なんでてめえは女子をそういう目線でしか見られないんだよ！　お前、灯代となんの関係もないだろ！」

「だって、僕、灯代ちゃん、好きだし」

　さらっと言う相模。俺は口をあんぐりと開けてしまう。

「マジで……」

「ああ、ごめん。誤解を招く言い方だったね。別に、異性として好きとか、そういう意味じゃないんだよ」

「あ、ああ、なんだ、そういう意味か……。人間として好きって意味な」

「いや、性の
捌
 は

 け口として好きなだけ」

「クズだなお前！」

「クズとは失敬な。言っとくけど、彼女に実害を及ぼすつもりは全くないよ。ただ、脳内で無茶苦茶にしてるだけだから」

「……お前をクズと言ったら、クズという言葉に申し訳ない気がしてきたぜ」

「灯代ちゃんに限らず、見目麗しい十代の処女は、僕にとっては全てが性の対象だよ。文芸部メンバーなんかは、何度夜のオカズにしたかわからない」

「俺の部活仲間をそういう目で見るな！」

「え。安藤はオカズにしたことないの？」

「なっ。ぐっ、がっ」

　凄まじい勢いで言葉に詰まった。

「とにかく、灯代ちゃんの様子が変だなって話だよ」

「……うん。そうだな。そこが話のメインだよ」

　それなのに、なんで変な方向に話が進んでしまったんだろう。

　全て相模のせいだと言える。もうどっか転校しろよ、こいつ。できたら異世界の獣人男子学校みたいなとこに。

　そもそも──灯代の様子がおかしいことぐらい、言われなくてもわかってる。









　その日の昼休み。昼食を終えた俺は、食後のブラックコーヒーを購入するため、購買前にある自販機へと向かった。

　入学した頃から続けていて、もはや日課となりつつある、『コーヒーはブラックしか飲まない俺』アピール。そろそろ
功
 こう

 を
奏
 そう

 す時期だろう。

　たぶん、クラスの女子の半分ぐらいが、「安藤くんって、ブラックコーヒー飲んでるんだ……。なんか、ミステリアスで大人っぽいっ！」って思ってるはずだ。

　くくっ。男はやっぱりブラックだろ。

　ＭＡＸコーヒーなんて言語道断だぜ。

「……しかし、
美味
 うま

 くないよな、ブラックコーヒー……」

　根本的に俺の味覚とは合わない。だって苦いんだもん。

　鳩子からはよく、「だったら飲まなきゃいいじゃん」と言われるが……違うんだなあ。

　俺はブラックコーヒーが飲みたいんじゃない。

　ブラックコーヒーを飲んでいる俺をみんなに知ってもらいたいんだ。

「これも男が超えるべき試練というわけか……。くくっ。面白い。飲み続けてやるさ。この世の終わりと似た色をした、罪深き
漆黒
 しつこく

 の
液体
 エリクシル

 をな」

　決意新たに廊下を歩いていると、三組の教室から出る灯代を見かけた。

　向こうはこちらに気づいていない。顔を
伏
 ふ

 せたまま、早足で歩いていく。よく見えなかったが、たぶん、携帯をブレザーで隠しながらいじっていた。

　うちの高校は、一応、校内での携帯の使用は厳禁。まあ、守っている生徒の方が少ない校則で、先生方も授業中でもなければ注意したりはしない。実質形骸化している校則である。

　灯代が角を曲がるとき、ちらっと表情が見えた。

　思い詰めたような、不安に満ちた表情が。

「…………」

　いつの間にか、俺は灯代を追いかけていた。

　相模の言うように、もしも本当に彼氏からのメールを待っているのだとしたら……どうしようか。

　いや……別に灯代に彼氏がいようがいまいが俺にはなんの関係もないんだけど……なんだろう、このモヤっとした感じは……。

　いや、うん！　まさかまさか、灯代に限って彼氏ってことはないよな！

　あいつみたいな、人の話をよく聞いて、面倒見がよくて、口では文句言いつつも意外と付き合いがよくて、クールぶってるけど笑うとかわいくて……ってあれ。

　おいおい……、あいつ、悪いとこが見つかんねーぞ。

　灯代って、実はすごくいい女なんじゃないのか。

　俺がそんな新事実に気づいたところで、灯代は非常階段のドアを開けた。俺もこっそりと後に続く。

　
穏
 おだ

 やかな
初夏
 しよか

 の風が肌に触れる。灯代は階段を少し下りたところで、携帯を取り出した操作を始めた。俺は壁の影に隠れ、とその様子を
窺
 うかが

 う。

　灯代はひどく真剣な表情で携帯画面を見つめていた。追い詰められたような追い込まれたような、切羽詰まった様子である。

　三分ほどそんな状態が続いたとき、

「……やったっ！」

　と、
突如
 とつじよ

 灯代が、声を上げて叫んだ。

「やったやったやったっ！　うぅ～～～～、やったぁっ！」

　普段、わりかしクールな態度を貫いている彼女にしては珍しい、明るく大きな声だった。
屈託
 くつたく

 のない満面の笑みを浮かべながら、その場でぴょんぴょんと小さく跳ねて、歓喜の感情を全身で表している。

　頭の中が疑問でいっぱいになる。俺は悩んだ末、声をかけることを決意した。

「おーい」

「ひゃううっ!?
 」

　声をかけると、灯代はビクゥッ！　と身を揺らした。

「な……ああ、あ、あんど、な、なんで……」

「ろれつ回ってねーぞ。いや、その、お前……さっきすげー顔で携帯見ながら歩いてたからさ、何事かと思って追っかけて来たんだよ」

「……じゃ、じゃあ、最初っから見てたの……？」

　俺が無言で頷くと、灯代は体を反転させて俺から顔を
逸
 そ

 らし、そして、金切り声で罵倒してくる。

「……もうっ！　バカバカバカッ！　変態！　ストーカー！」

「悪かったって。んで、なにをそんなに喜んでたんだ？」

　これはまあ、駄目元の気分でした質問だった。俺のストーキング行為に対して怒っている灯代は、意地になって教えてくれない可能性が高い。

　返答はあまり期待していなかったが、ところがどっこい、

「え……？　えっと、そ、そうね。そこまで言うなら、教えてあげようかしら……」

　意外や意外、灯代は怒りの感情をすぐに引っ込めた。なにを喜んでいたのか教えてくれるらしい。

　というかむしろ、言いたくて言いたくてしょうがないような……。

「ところで安藤。私のペンネームって覚えてる？」

「ん？　ああ」

　作家志望である灯代は、ペンネームを持っている。俺は以前、とあるすれ違いから彼女のネタ帳を目撃したことがあり、そのときに彼女のペンネームも目にしていた。





　
遊神緋
 ゆがみひずみ

 澄。





　これが、
神崎
 かんざき

 灯代のペンネームだ。

「そうそう、ペンネームと言えば、前から思ってたんだけどさ」

「なに？」

「灯代のペンネームって──滅茶苦茶かっけーよな」

　瞬間、灯代の顔が真っ赤になった。照れたらしい。

「え。う、
嘘
 うそ

 っ。そ、そう、かな……？」

「ああ。もうサイコーだよ。『ゆがみひずみ』って、これ、『
歪
 ゆが

 み』と『
歪
 ひず

 み』ってところから来てんだろ？」

「そうなのよっ！」食い気味で言う灯代。しかしそんな自分を
恥
 は

 じたのか、すぐに声を
抑
 おさ

 えて言う。「……よ、よくわかったわね」

「一瞬でわかったぜ」

『
歪
 ゆが

 み』『
歪
 ひず

 み』『
歪
 いびつ

 』。

『歪』という漢字は、どう読んでもかっこいい魔法の漢字だ。上下に分けると『不正』ってなるところもたまらない。

『歪』かっけー。

「『ゆがみ』を、遊ぶ神と書いて『遊神』。『ひずみ』を、
緋
 ひ

 が
澄
 す

 むと書いて『緋澄』……。やべえな。背筋にゾクリと来るぜ、このペンネーム」

「やっ。ちょ、ちょっと止めて……。そ、そ、そんな、褒めないでよ……。え、えと、あ、ありがと……」

　灯代は両手で顔を抑え、
俯
 うつむ

 き加減で言った。本気で照れているらしい。

　だがしかし、俺としてはまだまだ褒め足りないくらいだ。遊神緋澄。このペンネームの素晴らしさならあと一時間は語れる。

　もうこれでご飯が食えるレベル。

　やっぱいいセンスしてるぜ、こいつ。

「……ま、まあ、覚えてるなら、いいのよ。じゃあ次はこれ、見て」

　ようやく顔の熱が収まったらしい灯代が、今度は携帯の画面を見せてきた。そこには、なにかの表が映っていた。名前っぽい文字がズラズラと並んでいる。

「なんだこれ」

「ラノベの新人賞の、一次審査の結果。今日が発表の日なの」

　ふうん。じゃあつまり、ここに並んでるのは全部ペンネームってわけか。

　ライトノベルの新人賞というものは、一次、二次、三次と、審査に段階が設けられている。一次審査というのは、言ってみれば第一関門みたいなものなのだろう。

「五三四人中一二七人通過、か……。一次審査で、大体五分の一に絞られたんだな」

「そ。この辺はレーベルによって違うけどね。ここのレーベルは、毎年、一次審査で五分の一くらいに絞られるの」

　五分の一。そこまでの倍率でもない気もするが、しかし、四百人落ちている、と考えると、すごいような気もしてくる。

　通過したペンネームをなんとなく眺める。

　ふーむ。いろんな名前があるもんだなあ。たぶんそのまま本名だろうというもの、凄まじくかっこいいもの、完全にネタに走ってるもの……。こいつらが、一次審査を通過した連中というわけか。

　ふと──一点で視線が止まった。

『遊神緋澄』というペンネームで。

「え……、え？　ええ？　灯代のペンネームがある……？」

　ってことはつまり……。俺が視線を向けると、灯代は少し恥ずかしそうに頷いた。

「う、受かったのか？」

「そ。まだ、一次通過しただけだけどね」

　淡々とした調子で言うが、
頬
 ほお

 がにやけている。笑みを隠し切れていない。

「す、すげー……。いや、すげーな。うん、すげーよ、灯代」

　予想外の展開に、上手いことがなに一つ言えない。ただただ、「すげー」という、安直な感嘆を口にするしかなかった。

「す、すごくないって……。ほんと、まだまだだから。こっから、さらに二次三次って審査があって、最終的に受賞できるのは、十人いかないくらいだから……」

　そんな
自戒
 じかい

 の言葉とは裏腹に、灯代はやはり
嬉
 うれ

 しそうな顔をしていた。声もいつもよりトーンが高い。

　無理もない。今までの灯代の投稿結果は、一次落ち二回と聞いている。

　つまり、一次を突破したのは灯代にとって初めての経験なのだ。それを考えれば、さっきの喜びようも納得がいく。

「……ってことは、灯代が今朝っから凄い形相で画面とにらめっこしてたのは、これの結果を待ってたってことなのか」

「そうだけど……私、そんな凄い形相だった？」

「借金で夜逃げしようとしてる奴みたいだったよ」

　正直に言うと、灯代は気恥ずかしそうに俯いた。

　話によれば、灯代が今朝から行なっていたのは、メールの問い合わせではなく、サイトの更新だったらしい。発表が今日という知らせはあったが、具体的な時刻は不明だったそうだ。

　家に帰ってからじっくりと確認すればいいのに、と俺は思ったが、

「い、一刻も早く結果が知りたかったのっ」

　ということらしい。そのために灯代は、朝から時間を見つけてはサイトの更新を行っていたのだ。この辺は、作家志望の心境、というやつなのだろう。

「……ん。ちょっと待て」

　頭の中で、不意に奴のことを思い出した。

　忘れもしない──
天照槍魔刀
 あまてらすやまと

 くんのことである。

「と、灯代……興味本位から聞くんだけど、この、一次通過した作品の主人公の名前って、なんだ？」

　恐る恐る尋ねてみると、灯代はきょとんとした表情で平然と答えた。

「『
武御雷斬空狼
 たけみかずちざくろ

 』だけど？」

「…………」

　なんだろうなあ。

　俺、基本的には灯代のこと大好きだし、センスとかフィーリングも通じるところが多くあると思うんだけど、キャラクターのネーミングセンスだけは合わねーや。

　かっこよ過ぎてかっこよくない。

　オシャレ過ぎてオシャレじゃない。

「とにかく、なんにしてもめでたいことだな。よし。せっかくだし、お祝いしようぜ！」

「ちょっ、や、止めてよ！　一次通過ぐらいでお祝いとか、恥ずかしいから！」

　灯代はぶんぶんと手を振った。

「文芸部のみんなにも言わないでよね。一次通過ぐらいで自慢してたら、恥ずかしいだけだから」

　うーむ。まあ……確かにそれもそうか。ちょっと違うかもしれないけど、センター試験に通っただけで合格祝いするようなもんだもんな。

「……だったら、なんか食い物でも
奢
 おご

 らせてくれよ」

　少し考えてから、俺は言った。

「い、いいわよ、悪いし」

「そう言うなよ。個人的に祝いたいし……それに、勝手にストーキングして、灯代が隠しときたかった秘密を暴いちゃった
贖罪
 しよくざい

 も含めて」

「……そう？　そこまで言うなら、お言葉に甘えちゃおうかな」

「なんか、食いたいものあるか？」

「えっと……あっ！　じゃあ、『マイルド』のミルフィーユがいい」

『マイルド』というのは、駅前にある
喫茶
 きつさ

 店である。俺は行ったことはないが、そこそこ本格的なケーキとコーヒーを出す店だと聞いている。

「オッケー。そこにしようぜ。早速今日行くか？」

「あ、駄目駄目。私が食べたいミルフィーユは、ランチタイムにしかないやつなの」

「なんとまあ……。となると、土曜か？」

「そうね。それじゃ、早速みんなにも連絡しないと。
千冬
 ちふゆ

 ちゃんも呼ぶわよね？」

「いやいや待て待て。なんで当たり前のように文芸部のメンバー呼ぶ気してんだよ。一次通過は内緒にしとくんだろ」

「あ、そっか。……えと、じゃあ、どうしよ」

「どうしよって──」

　俺は言う。

「二人で行けばいいだろ？」






☆







「……遅い」

　土曜日。

　待ち合わせ場所である駅前のコンビニの中、売れ残っていた今週号のジャンプから顔を上げた私は、口の中だけでかすかに
呟
 つぶや

 いた。胸のうちには、遅刻者へのかすかな怒りが芽生えている。

　待ち合わせの時間は、午前十一時。

　そして現在時刻は──ちょうど十一時になったところ。

　……まあ、だから、遅刻と言っても、安藤はまだほとんど遅刻をしていない──しかし、私はすでに一時間近くここで待っていたのだ。

　遅い、と
愚痴
 ぐち

 りたくもなる。

　待ちきれなくって──じゃなくて……遅刻しないようにと早めに家を出たら、あまりに早く着いてしまった。うん、そう、遅刻しないように。

　時間潰しのために、すでに購入済みの今週号のジャンプを立ち読みしているわけだけど……いい加減読み飽きた。巻末に載ってるおっぱいマウスパッドの値段とか、かなりどうでもいいことがわかってしまった……。

　意外と高いのね、あれって。

　私はジャンプを棚に戻し、そして自分の服装を確認する。いつもよりちょっとミニなスカートを
穿
 は

 いてきてしまったことが、今になって気になってきた。

　だ、大丈夫よね？　今日の服、変じゃないわよね？　気合入り過ぎたみたいな格好になってないわよね？

　……べ、別に今日はデ、デートとか、そういうのじゃなくて……ただ、安藤がお祝いしたいっていうから仕方なく来ただけで……二人っきりなのはただの成り行きで……。い、今時、友達同士だったら、男と女が二人で遊ぶくらいよくあることだし……。

　ヤバい。なんか汗かいてきた。私はエアコンがよく当たる位置まで移動する。

　あ。

　私服のことで思い出したけど、そういえば、今日は安藤も私服で来るのよね。

　安藤の私服、か。

　……背筋に寒気が走った。

　あいつの私服は見たことないけど……でも、あの厨二病がまともな私服で来ることは想像できない……。

　包帯巻きながら指ぬきグローブをして来たらどうしよう……。わけもなく鎖がジャラジャラした服だったり、和服に下駄だったりしたらどうしよう……。

　新手のスタンド使いみたいなアヴァンギャルドな格好だったらどうしよう。

「おーっす灯代。悪りぃ、ちょっと遅れた」

　と。

　聞き慣れた男の声が耳に入った。瞬間、二つの感情が私の胸に生まれる。

　やっと来た、という喜び。そして、どんなファッションだ、という不安。

「来る途中、『奴ら』から襲撃を受け──ああ、なんでもない。うっかり寝坊してな」

「人知れず戦ってる正義の味方みたいな言い訳はいらないから」

　いつも通り突っ込み、そして祈るような気持ちで振り返る。

　頼むから、頼むから……全身黒
尽
 づ

 くめくらいの厨二で済みますように……！

「って、あれ……」

　振り返った私は、安藤の私服を見て、きょとん、としてしまう。自分の目が信じられなくて、一度目を
擦
 こす

 ってから、もう一度マジマジと見てみる。

　夏らしい、
爽
 さわ

 やかな色のポロシャツ。ロールアップした七分丈のパンツ。足元はカジュアルなスニーカー。手元には、決して主張し過ぎない程度のアクセサリー。
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「…………」

　絶句する私。

　ふ、ふ、普通だぁあ──っ！

　びっくりするぐらい普通。

　ていうか……普通に、ちょっとかっこいい……。

「お、おい、灯代。んな凝視するなって。なんだ？　俺の格好、どっかおかしなとこあったか？」

「おかしなとこがないから驚いてるんだけど……」

　なに？　こいつって、私服こんな感じなの？

　厨二の対極みたいなカジュアルファッションなんだけど。

「……あんたのことだから、てっきりとんでもない厨二ファッションで来るんじゃないかってビクビクしてたのよ」

　それがまさか、こんな普通にオシャレなファッションで来るなんて……。

「あー……。んー、実はな」

　頭を
掻
 か

 きながら、安藤は言いにくそうに言う。

「安藤家では、俺が自分で自分の服買うことを禁止されてんだよ」

「え？」

「俺の服は全部姉ちゃんが買うことになってんだ。まったく、恥ずかしいよな。高校生にもなって、家族に買ってもらった服を着てるなんてよ」

　安藤にお姉さんがいることは聞いている。つまり今日のコーディネートは、そのお姉さんによるものだということか。なかなかセンスのあるお姉さんだ。

　こいつのルックスとスタイルを見極めつつ、流行や季節感を意識した、実にいい感じのコーディネートである。

「禁止って……いったいなにがあったのよ」

「さあな。俺もわけわかんねーんだよ。俺はもっと、ダークでスタイリッシュでセンシティブなファッションがしたいっていうのに」

「ふーん。たとえば？」

「たとえば、鎖が──」

「うん。もういいわ」

　安藤の家族、大正解。

　こいつに服を買わせちゃ駄目だ。

「そうそう、
桐生
 きりゆう

 さんのファッションなんかは俺の理想にすごく近いな」

「あれは、本当のイケメンにしか似合わないファッションだから……」

　夏でも黒コート羽織ってるからね、うちのアホ兄さんは。

　昔っからファッションセンスが突き抜けていたけど、なかなか
様
 さま

 になってるから、誰もなにも言えなかったのよねー……。

「でも、私服って言えば、灯代の私服見たのも初めてだな」

　ぴくり、と体が反応する。

　ど、ど、どうなの？　ふ、普通よね？　別におかしくないわよね？

　不安に揺れる内心を悟られないよう、必死に無表情を保ちながら、私は言葉の続きを待つ。やがて、安藤は口を開いた。

「よし。じゃあ、そろそろ行くか」

「…………」

　感想ないんかい。

　今の会話は、『私の私服を初めて見た』という事実の発表で終了なんだ。

　……普通、そこまで言ったら、感想も言うでしょう！

　見慣れないから新鮮だ、とか！

　か……かわいい、とか！

「どうした灯代。早く行こうぜ」

「……わかったわよっ！」

　私は安藤の脇をずんずんと歩いて通り過ぎて行った。









　喫茶店『マイルド』は、落ち着いた雰囲気の喫茶店である。店内はクリーム色を中心とした配色で、店名通りマイルドな印象を受ける。

　私は何度か来たことがあるけど、安藤は初めてらしい。

「なあ、灯代」

「なに？」

「喫茶店って何回ぐらい来たら、『いつもの』って言っていいと思う？」

「知らないわよ」

　くだらないやり取りをしつつ、店の奥にあるテーブル席に向かい合って座った。二人でメニューを開く。私は頼むものを決めていたので、安藤の注文が決まるのを待った。

「灯代。これ、見てみろよ」

　安藤がメニューの一部を指して言う。

『カップル限定！　ケーキセット二つが、今だけ三百円引き！』

「これにしよう。俺とお前だったら、カップルに見えるだろ？」

「──っ！」

　何気ない一言に、顔が熱くなった。

「な、なに言ってんのよ！　嫌よ、なんで私とあんたが……」

「しー。声がデカいって。いいだろ、別に。カップルのフリしようぜ」

「い、嫌よっ」

　私はついムキになってしまう。だって……安藤とカップルだなんて、フリでも嫌っていうか、フリでそういうことはしたくないっていうか……。

「んー。そっか……。灯代が嫌ならいいよ。今日はお前のお祝いだしな」

　安藤はあっさりと引き下がった。直後、胸に申し訳ないという気持ちが生まれる。そうだ、今日は、安藤がわざわざ私のために、お祝いをしてくれたんだった。

　
奢
 おご

 ってもらう立場なのに、ちょっと自分勝手だったかもしれない。

「……い、いいわよ」

「え？」

「いいって言ったの！　カ、カップルのフリしても……」

「おお、よかった」

「言っとくけど、フリだからね！　フリ！」

「わかってるって」

　……ムカつく。どうしてこいつは、こんなに平然としてられるんだろう。私が一人で意識してるみたいで、馬鹿みたい……。

　テーブルのボタンを押して店員を呼び、注文を済ませた。

　安藤が「この、カップル限定の……」と口にしたとき、どうしても、
頬
 ほお

 が熱くなってしまった。









「……
苦
 にが

 っ！　エスプレッソのブラック、苦っ！」

　先に運ばれてきた飲み物を口にした瞬間、安藤は
凄
 すさ

 まじく苦そうな表情になった。

「だから言ったじゃない。ちゃんとしたエスプレッソって、本当に苦いのよ」

　エスプレッソは、専用の器具を用いてコーヒー豆に圧力をかけ、短時間で一気に抽出したものであり、ドリップコーヒーに比べて濃くなっている。

「しかもあんた、よりにもよってドッピオにするし……」

　ドッピオはイタリア語で『倍』という意味。エスプレッソでドッピオというのは、通常の二倍の豆を使ったもののことを指す。

　つまり、超苦いのだ。

「だ、だって、二倍の豆が入ってんのに値段がほとんど変わらないなら、そっちを頼んだ方が得だと思って……」

「それは馬鹿の発想よ」

「ドッピオって聞いたら、ジョジョの五部を思い出してテンション上がっちゃって」

「それは……まあ、しょうがないわね」

　突っ込めなかった。だって私も思い出したし。

「ほら、ミルクと砂糖、入れるわよ」

「い、いや、でも俺……コーヒーはブラックしか飲まないから」

「はいはい、
厨二乙
 ちゆうにおつ

 」

　無視してミルクと砂糖をたっぷりと入れる。カフェラテっぽくなってしまうが、安藤の味覚には合うようになったはずだ。安藤ってけっこう甘党だし。

　ていうか、そもそもエスプレッソはブラックで飲む物じゃない。別にブラックで飲むのが悪いってわけじゃないけれど、エスプレッソの本場であるイタリアでは、砂糖をたくさん入れて飲むのが一般的で、ブラックで飲まれることはほとんどないと聞く。

　ジャイロの
淹
 い

 れるイタリアンコーヒーも、砂糖をたっぷり入れて飲むものだったみたいだしね。

「い、言っとくけど、俺は飲めたんだからなっ！　あーあー、余計なことしてくれちゃって……ってうまっ。甘くてうまっ！」

　美味しそうにミルクと砂糖たっぷりのエスプレッソを飲む安藤。

　まったく、面倒くさい厨二病患者だわ。

「……やっぱ、普通に好きな飲み物を頼んだ方がいいかなあ……、いやでも、『カフェラテ』や『キャラメルマキアート』じゃ、どうも厨二力が足りねーよなあ。『エスプレッソ・ドッピオ』の持つ厨二力には到底
敵
 かな

 わない……」

　味覚での趣味
嗜好
 しこう

 と、精神面での趣味嗜好の間で苦しむ安藤だった。

　本気で面倒な厨二病患者だ。

　しかし。

　それにしても──厨二力、か。

「……あんた、変わったわよね」

　私は言った。

「前は、厨二ってワードにアレルギーみたいに反応してたのに、最近は、自分から厨二とか、厨二力って言うようになった」

　自分で自分のことを厨二と認めるようになった、と言い換えてもいい。

　安藤はかすかに目を見開いた。それからすぐに目を細め、「そうかもな」と小さく苦笑した。

「前も言ったと思うけど、俺は『厨二』ってワードを
蔑称
 べつしよう

 みたいに扱われるのが嫌いなんだよ。たとえば……『ムッチリ』って言葉があるだろ？」

「ム、ムッチリ？　いきなりなに言い出すのよっ」

「他にいい例が思いつかなかったんだよ。黙って聞けって。とにかく、『ムッチリ』ってのは女性の魅力を表現する言葉の一つだろ？　でも女の人によっては『ムッチリ』は褒め言葉じゃなくて、むしろ悪口にもなる」

　それはそうだ。

　ていうか、『ムッチリしてる』と言われて
嬉
 うれ

 しい女性はあまりいないと思う。

「同じワードなのに、人によって褒め言葉にも悪口にもなる。『厨二』も、それと同じだと思う──いや、同じでも、いいんじゃないかと思うんだ」

　そう言って、安藤は静かな笑みを浮かべた。

「俺が厨二だっつーのは……まあ、事実なんだろうぜ。でも、それが悪いことであるとは限らない。世間が『厨二』というワードを蔑称や悪口として扱うなら、俺は尊称や褒め言葉として扱ってやるさ」

　厨二はサイコーにかっけーんだからな、と安藤は言った。

　純粋で、まっすぐな眼差しがこちらに向けられる。無邪気で悪意がなく、それ
故
 ゆえ

 にどこか
危
 あや

 うい、不安定な
瞳
 ひとみ

 だった。

　私は──言葉を
失
 うしな

 ってしまった。

　似ている、と思ったからだ。

　私と半分だけ血が
繋
 つな

 がっている──彼に。

「
一
 はじめ

 兄さんも──似たようなこと言ってたわ」
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「
厨二
 ちゆうに

 病は病気じゃない──生き様だ」

　こんな信念の元に行きているとんでもない男は、果たして誰だっただろうか。

　言うまでもなく、うちのフリーダムな兄さんである。

　
桐生一
 きりゆうはじめ

 。

　またの名を
霧龍
 キリユウ

 ・ヘルドカイザ・ルシ・ファースト。

　一兄さんは──信念を持った厨二病患者だった。

　だから厨二エピソードには事欠かず、例を挙げろ、って言われたら、どれを話そうか迷うくらいなんだけど──たとえば昔、こんなことがあった。

「人間が生まれて初めて経験する厨二的な行動は、おそらく自分の名前の意味や由来に関心を抱くことだろう」

　今から二、三年前。

　私が中学生だったとき──必然的に、一兄さんが高校生だったときのこと。

　場所は一兄さんの部屋。漫画を借りに行ったとき、ベッドに腰掛けていた一兄さんは唐突に、なんの前触れもなく、それでいて実に自然な様子で語り始めた。

「自分の名にはどんな想いが
篭
 こ

 められているのか──自分は果たしてなんのために生きる存在なのか。自分のルーツに関心を抱くことは人として必然的な感情だ──ただし、求めていた答えが、必ずしも期待に
沿
 そ

 うものであるとは限らない。『次男だから次の字を入れた』『父親から一文字取った』『漫画のキャラから取った』『時間がなかったから、パッと決めた』……自分にとって満足いかないネーミングであることも、多々あるだろう」

　これは、ある意味いつも通りの、一兄さんの布教活動であった。

　厨二の布教活動。

　今になって振り返るとき、私はこの時間を『厨二ング』と呼んでいる。

　中学時代、私は、ひたすらに厨二ングされる日々を送っていた。

「自分の名前には大した意味もなく、そこに大それた運命も感じなかったとき、『なんだ、世界はやはりこの程度のものか』と諦め
妥協
 だきよう

 するのか。それとも、『そんなはずはない。自分が、そしてこの世界が、こんなにも無価値であるはずがない』と世界の真理を
渇望
 かつぼう

 するか。どちらの道を選ぶかで、そいつのその後の人生が決まる」

　そこまで言うと、一兄さんは『それ、かけてる意味あるのかよ』と突っ込みたくなる丸サングラスをかすかにズラし、両の
眼
 まなこ

 を
覗
 のぞ

 かせた。

　紅と黒の、左右で色が違うオッドアイ（カラコンだけどね）。

　中学までは眼帯を頻繁に着用していたが、高校に入学してからはなにか心境の変化があったらしく、眼帯の着用を止めている。最近のトレンドは丸サングラスらしい。

「『
宵闇に嗤う二律背反の魔女
 エンドレスパラドツクス

 』。貴様の名の由来は、なんだったかな？」

　投げかけられた問いに対し、私は普通に答えた。

「
暗澹
 あんたん

 たる闇夜に閉ざされつつある人の『
代
 よ

 』に、
赤銅
 しやくどう

 色の
曙光
 しよこう

 を『
灯
 とも

 』す者……
故
 ゆえ

 に『灯代』。それが、
妾
 わらわ

 の名の由来だ」

　……いや、嘘です。私は答えてない。私はこんなことは言ってない。こんな一人称が『妾』の女子なんて知らない。知らないったら知らない！

「
兄者
 あにじや

 は？」

　……兄さんを『兄者』とか呼んじゃう痛い妹は知らないぃぃい──っ！

　うぎゃああああああああああ、死にたい！

　死んじゃえ昔の私っ！

「かかっ。我が
真名
 まな

 に込められた意味は、妹のお前であろうと教えるわけにはいかねえな。代わりと言っちゃなんだが、仮の名の方の由来を語ってやろう」

　自殺級に痛い私の返答を聞いた兄さんは、楽しげに微笑んだ。

「桐生一。名付け親は、俺をこの世に産み
堕
 お

 とした女──桐生
零
 れい

 。『
零
 ゼロ

 』から生まれたから『一』。ガキの頃に、そう聞かされている」

　桐生零。

　一兄さんの、私とは違う母親。

　私は──一度だけ会ったことがある。心の中の一番古いアルバムの中に、一枚だけ、その人の顔が残っている。

　優しそうな女性だった。でも同時に、
儚
 はかな

 そうな女性でもあった。

「珍しいな。兄者が
御母堂
 ごぼどう

 様の話をするなど」

　……頼むから黙れ、記憶の中の私。

　無理して難しい言葉を使わないで。

　今シリアスパートなんだから、話に集中させてよ……。

「投げやりな感はあるが、どこかペシミスティック……なかなかに悪くねえ由来だと思うが──まだまだだな。その程度の厨二力じゃ、俺の乾きは癒せない」

　かかっ、と一兄さんは
嗤
 わら

 った。

　今だからこそわかる。

　中学を卒業し、そして厨二病を卒業した今だからわかる。

　一兄さんは自分が厨二病であることに対して──どこまでも自覚的だった。

　自分の思想や行動が、世間から『痛い』と称されることを、きちんと受け入れ、認めていた。世界から否定され、拒絶され、
蔑
 さげす

 まれることを自認し──それでもなお、まるで世界に
抗
 あらが

 い続けるかのように、自分の道を歩いていた。

　ここで一つ、根本的な疑問が生まれる。

　自覚のある厨二。

　それは果たして──厨二と呼べるのだろうか。

　厨二というのは、自覚がないからこそ厨二と呼ぶのではないだろうか。

　自分が痛いことを気づかず、『かっこいい』と勘違いして痛いことを繰り返す。それこそが厨二病であるはずだ。

　自分が『痛い』と自覚してしまったら、もう二度と厨二には戻れない。

　卒業の時だ。

　私が──そうだった。

　成長と共に、自分がなにもかっこよくないと──自分が厨二だと知ってしまった。

　
雪崩
 なだれ

 のように押し寄せてくるこの世界が、無自覚であることを許さなかった。

　……まあ、自覚した今でも厨二っぽい作品は好きだけど──でも、中学時代に比べれば、だいぶ割り切っていると思う。

　私は、どうしようもないまでに私でしかないのだと、知ってしまった。

　けれど──一兄さんや安藤は違う。

『厨二』であることを自覚し、『痛い』ことを認めながら、『はあ？　俺を痛いって
嘲笑
 あざわら

 うこの世界こそが間違ってんじゃねーの？』とばかりに生きる。

　もしかしたら、批判されることを心のどこかで
愉
 たの

 しんでいるのかもしれない。自分が世間から
弾
 はじ

 かれる少数派であることに対して、劣等感を通り越して優越感を抱いているのかもしれない。

　まさしく──世間と違う俺かっけー。

　あるいは、こう言うべきなのだろうか。

　自覚しても卒業できないほどの厨二力
 、と。

　桐生一。

　安藤寿来。

　彼らの内に
棲
 す

 まう
厨二力
 けもの

 は、彼らに
卒業
 ふつう

 を許さない──

「桐生さんも同じようなこと言ってたって？　へえ。そりゃ嬉しいなあ」

　向かいの席に座る安藤は、楽しそうに微笑んだ。瞳には羨望の色が
滲
 にじ

 む。

「一回しか会ってないけど、俺、あの人のことは本気で好きなんだよな。くくっ。きっと前世では、義兄弟として
数多
 あまた

 の戦場を駆けたに違いない」

「…………」

　時折、得体の知れない恐怖に駆られる。

　ねえ、安藤。

　あんたの厨二発言は、ただのおふざけ？　私達との関係を保つために、あえて道化を演じてるの？

　もしくは、ただ普通に厨二病なだけで、そういう台詞を吐くことがかっこいいと勘違いしているだけなの？

　それとも──本気で、本気の本気で、自分が『特別な存在』だと、今でも心の底から信じているの？

　私は内心の不安を悟られぬよう、決して声が震えないように気をつけながら、

「あんたは、一兄さんみたいにはならないでよね」

　と、皮肉っぽく言った。

　一兄さんは──踏み越えてしまったのだろう。

　二度と戻れない『なにか』を、踏み越えてしまった。

　けれど、安藤はまだ揺れている。

　境界線の上で、ふらふらと不安定に揺れている。

　日常系を愛する気持ちと、異能バトルに恋焦がれる感情の
狭間
 はざま

 で──

「──くくっ」

　安藤は
嗤
 わら

 った。

　一兄さんがよくやる「かかっ」という嗤いと、よく似ていた。

「俺とあの男は、今はそれぞれの道を歩んでいる。しかし、いずれは
因果律
 いんがりつ

 の
理
 ことわり

 に導かれ、分かたれた道が再び交わる
刻
 とき

 が来るだろう。それが全ての始まりであり──そして全てが終わる
瞬間
 とき

 だ」

　口の
端
 は

 を
愉悦
 ゆえつ

 に歪めながら、安藤はいつものように厨二っぽい台詞を吐いた。

　いつもなら『厨二乙』とでも突っ込むところだけど、私は妙な胸騒ぎに襲われて、なにも言うことができなかった。

　ミルフィーユが運ばれてきた。

　甘い甘い、ミルフィーユが。









　喫茶店を出る頃には、時計の針は一時を回っていた。まだ帰るには、早かったので、私と安藤は駅ビルの中にある本屋へと向かった。ここらでは最大規模の書店である。

　その本屋で──気がつけば三時間も過ごしてしまった。

「……うおお、さすがに腰と足が痛くなってきたな」

　本屋から出たところで、安藤は大きく
伸
 の

 びをした。

「でも、楽しかったな」

「……うん」

　正直、無茶苦茶楽しかった。

　買いたい本もなかったし、結果として一冊も本を買わなかったけど、ただ本を見ながら本の話をするだけの行動は、本好きの私にはたまらなかった。

　これは本好きにしかわからない感覚だろうけど、本屋というのは、なにも買いたいものがなくてもつい足を運んでしまう空間なのだ。

　しかも、安藤と読んでる本が合うこと合うこと。

　時間を忘れて本の話で盛り上がっちゃった。

　どうしよ……。こいつと本屋歩くの、アホみたいに楽しいんだけど。

「普段は一人でしか来ないんだよなー。
鳩子
 はとこ

 はあんまり本読まないから、長くいると『帰ろう』って言い出すし」

「私も一人でしか来ないわね。クラスの友達には、漫画やラノベが好きなこと、言わないようにしてるから」

「ああ、そういやお前って隠れオタだったな」

「……隠れオタって言わないでよ」

「え。違うの？」

「違わないけど……」

　でも、だからってその一言で簡単に語らないで欲しい。

　一年ほど前、中学と厨二病を卒業し、高校デビューに成功した私は、クラスでは自分のオタク趣味を隠し、普通の女子として生きている。

　……うん。隠れオタだ。隠れオタ以外の何者でもなかったわね。

「だから……あんたぐらいなのよね。私が飾らないで、自分さらけ出せるのって」

　言葉が自然と口から漏れていく。

「作家志望なことも元厨二なこともバレちゃったし」

「それは文芸部のメンバーも同じだろ？」

「でも、本屋に三時間も付き合ってくれんのは、あんたしかいないでしょ？」

「ははっ。かもな」

　立ちっぱなしで疲れていたので、私達は近くの休憩所へと足を運んだ。空いていたベンチに並んで座る。

「なんか飲む？　今日のお礼ってわけじゃないけど、
奢
 おご

 るわよ？」

「お。悪いな。えっと……」

「甘いやつ飲んでもいいのよ」

　ちょっと意地悪に言ってやった。安藤は苦い表情になり、「……んじゃ、いちごオレ」と、ぼそっと小さく言った。

　自販機で二人分のいちごオレを買って戻る。片方を手渡すと、安藤は「サンキュ」と受け取った。

　いちごオレを飲む安藤を横目で眺めていると、なんとなく落ち着かない気分になる。今日は二人で出かけたんだ、という事実を、
今更
 いまさら

 のように意識してしまった。

「ね、ねえ、安藤」

　知らぬ間に、私は口を開いていた。

　相手の顔を見ることができず、手元のいちごオレに視線を向けながら、言葉を
紡
 つむ

 ぐ。

「その……他に誘える相手がいないから、仕方なくなんだけど……今月の十五日に発売する本で、私、欲しいのがあるのよ……」

　心臓の鼓動を整えるために一拍置いて、私は言う。

「だ、だから、また一緒に──」

「あれえ、寿来だべした」

　と。

　いきなり、無遠慮な声が割り込んできた。驚いて顔を上げる。そこには、可愛らしい顔立ちの女子が立っていた。年は私達と同じか、少し上くらいだろう。

　暗い色のロンティーに、深い色のロングスカート。頭にはふわふわとしたファー素材の帽子をすっぽりとかぶっている。

　森ガール、とは少し違うかもしれないが、
概
 おおむ

 ねそんな感じのファッションだった。全体的にダーク系の服に身を包んでいるが、その声や表情は驚くほど明るい。

「うん、やっぱし寿来だ。いんや、たまげだない。こだどごで寿来さ行っきゃうなんて思わながったで。なにしったんだ？」

　彼女は安藤を見つめながら
饒舌
 じようぜつ

 に言葉を続けた、けど……これ、どこの方言だろう。全体的にのっぺりとして抑揚がなくて、やたらと濁音が多い。
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「
環
 たまき

 ……」

　安藤は目を大きく見開いていた。驚愕の表情だ。

　どうやら知り合いらしい。この森ガールは、環さん、というのか。

「久しぶり、だな」

「うん、ご
無沙汰
 ぶさた

 。あれまあ、おめ、ちっと見ねうぢにずなくなったんでねーが？　前はうちよっかちゃこがったってのに。成長期だべなぁ」

「……いつ、帰ってきたんだ？」

「帰ってきたわけでねえよ。じっちとばっぱの家さ泊まりさ来ただげだ」

「あー……、そうか。方言、ひどくなってるもんな」

「んん？　ほうがい？　いんやー、恥ずがしない。自分じゃあんましわがんねんだげんちょも、ほだにひどくなってっかい？」

「かなりな」

「あっはっは。ま、うちのチャームポイントってことで勘弁してくなんしょ」

　けらけら、と明るい笑みを振りまきながら話す環さんとは対照的に、安藤の表情はどこか固かった。声にも緊張感が
滲
 にじ

 んでいる。

　すると、私の視線に気づいたのか、安藤が説明をして来た。

「えっと……こいつは環っつって、俺の、中二んときの知り合い」

　中二んときの知り合い？

　ずいぶんと変な言い回しだ。中学の知り合いじゃなくて、中二限定なの？

「で、こっちは灯代。高校で、一緒の部活に入ってる友達だ」

「ほうがい。初めまして、灯代ちゃん」

「ど、どうも」

　私は慌ててベンチから立ち上がり、屈託のない笑顔と共に差し出された手を握り返す。

「よろしぐない。……んー？　あらー、あんだ、ちょっとスカートみじがぐねがい？　おなごが、ほだに肌出して歩ぐもんでねえで」

　独特のイントネーションで、お婆ちゃんみたいなことを言う。ロンティー、ロングスカートという格好からわかるように、肌を出すことを好まない人らしい。

「あっ。もしがして、寿来とのデートだがらって気合いっちきだの？」

「えっ、ち、違うっ。違いますっ。……ち、違うからね、安藤っ！」

「あ、ああ。わかってるって……」

　慌てて言う私に、安藤は上の空な返事をよこした。

　なんだか様子がおかしい。少なくとも、懐かしの旧友と再会した表情じゃない。

　どこか
怯
 おび

 えた目をしている。

　まるで会いたくない人物に会ったかのような──まるで見たくないものを見てしまったかのような。

　自らの黒歴史
 を、まじまじと見せつけられたかのような──

「あ。うち、そろそろ
帰
 け

 えんねど。じっちとばっぱが待ちぐだびっちっぺ。ほれ。ちょうど晩飯の買い出しに来たどこだったんだ」

　そう言って環さんは、手に持っていたエコバックを上げる。

「つっても、
作
 つぐ

 んのはうちのばっぱだげんちょな。こっち来でがら毎日腹くっちくなるまで
食
 か

 せらっち、大変なんだで。ぶぐぶぐ太っちまったどうすっぺな？」

「……大丈夫だろ。お前、アホみたいに細いし。ちょっとぐらい太っても……えっと、さすけねべ」

「さすけねが？　ほらよがった。うふふ、寿来、よぐ覚えったな、うちが教えだ言葉」

「ほとんど忘れちまったけどな。『さすけね』は『構わない・問題ない』って意味で合ってるよな？」

「うん。合ってる合ってる」環さんは満足そうに微笑んだ。「さて
帰
 け

 えっかな。んじゃな、寿来。鳩子ちゃんによろしぐ。灯代ちゃんもまだない」

　軽く手を振り、環さんは去っていく。

　彼女がこちらに背を向けた瞬間、隣に座る安藤が、ほっ、と息を吐いた。張り詰めていた糸が緩んだような、
安堵
 あんど

 の息だった。

「──そう気ぃ張んなで、寿来。傷つくべしたぁ」

　と。

　不意に独特のイントネーションが響いた。環さんは足を止め、こちらを振り返る。

「うちはもう怒ってねえで。おめのごども、静夢のごども」

「──っ！」

　環さんは、さっきまでと同じ快活な笑みを浮かべていた。それなのに、隣にいた安藤の表情は一瞬で凍りついた。頬には大量の冷や汗が伝っている。

「んでもな」

　環さんは言う。

「一度ぼっ
壊
 こ

 っちゃもんは、二度と元さは戻んね。そんだげだべ」

　んじゃない。

　聞きなれない発音で別れの
挨拶
 あいさつ

 し、環さんは今度こそいなくなった。

「……安藤。あんた、大丈夫？」

　恐る恐る
尋
 たず

 ねてみる。安藤は
俯
 うつむ

 き、ぐったりと肩を落としていた。表情には悲痛さが滲んでいる。

「……ん？　ああ、大丈夫だよ……。あいつ、すげー方言だろ？　
福島
 ふくしま

 弁らしいぜ」

「福島弁？　ふうん。あれ、福島の方言なんだ」

「イマイチ
萌
 も

 えない方言だよな」

「それは……人によるんじゃないかしら」

　個人的には……うん。なんか、萌えなかった。というか、早口で抑揚がないから、半分ぐらいなに言ってるのかわからなかった。

「あいつの爺ちゃんと婆ちゃんが福島出身なんだってさ。環自身は、標準語で育った奴なんだけど、爺ちゃん達の家に住むと、すぐに福島弁に染まっちまうんだよ」

　安藤はそこで言葉を止め、視線を床に落とした。

「環は、人に染まりやすい奴だから……」

　その声は、ひどく沈んでいた。

「ねえ、安藤。環さんって、何者なの？　あんたとどういう関係？」

　私は訊いた。訊かずにはいられなかった。安藤のことを、『寿来』と、親しげに名前で呼ぶ女の正体が、どうしても気になったのだ。

　安藤は少し言いづらそうだったが、やがて、ぽつぽつと語りはじめた。

「環は、相模の元カノだ」

「相模くんの？」

「ああ。相模と環は
同中
 おなちゆう

 で、俺が二人に会ったときは、もう付き合ってたな。ちょっとした縁で出会って、それで、鳩子も含めて四人で遊んだりもして……まあ、仲良くしてたんだよ」

　中二のときの話だ、と安藤は付け足した。

　相模くんと安藤との出会いが中二のときだということは、鳩子からうっすらと聞いたことがある。

　安藤をして黒歴史と言わしめる、中二時代。

「でも……元ってことは」

「別れたんだよ。相模がフッたんだ」

　安藤は素っ気なく言った。別れた原因がちょっと気になるけど、さすがに聞けないかな、と思っていたら、

「環が男だったから」

　うっかりと口を滑らせたような調子で、安藤はとんでもないことを言った。

「……え、ええ？　ええええ!?
 　お、お、男!?
 」

「あっ。わり。今のなし。忘れてくれ。本当は男じゃないから」

　安藤はハッと口元を押さえたけど……いやいやいや、忘れろとか、ムリムリムリ。

　ど、どゆこと？　環さん、男なの？　あんなにかわいいのに!?


　森ガールじゃなくて森ボーイなの!?


「とにかくいろいろあって、相模と環は別れたんだよ。そっから俺とも、なんとなく
疎遠
 そえん

 になってたんだ」

　凄まじくざっくりとした説明だった。

　いくらなんでも簡潔過ぎる。せめて環さんが男の娘なのか否かをはっきりさせて欲しいところだったが、これ以上
詮索
 せんさく

 することは
憚
 はばか

 られた。

　なにかしら、深い事情があったんだろう。そうでなければ、安藤があんな目で環さんを見るはずがない。

　あんな、天敵に怯えた小動物のような目で。

「帰ろうぜ」

　普段通りの口調で言って、安藤はベンチから立ち上がった。私もそれに続く。

　日進月歩で黒歴史を
綴
 つづ

 り続ける安藤が、自ら黒歴史と認めるほどの過去。

　いったい、なにがあったんだろう。

　もしかして──私がこいつと初めて出会ったときは、相模くんや環さんと行動を共にしていた時期と、重なっているのだろうか。

　中二のとき、私は安藤に会っている。

　安藤は覚えていないみたいだけれど、私は確かに覚えている。

　今とはまるで別人のような、中二の安藤寿来を──






☆







　灯代と別れて家まで帰ると、時計の針は五時を回っていた。

　ドアには鍵がかかっていた。まだ誰も帰ってきてないらしい。俺は郵便受けの裏に隠してある鍵を取り、無人の家に入った。

　やれやれ。

　せっかく灯代と楽しく遊んでいたというのに、最後の最後で、会いたくない相手に会ってしまった。

　いや──会いたくない、なんて被害者ぶったことを言うべきではない。

　会わせる顔がない、と言うべきだ。

　もう二度と会うことはないと思っていたのに、まさかあんな風にばったりと再会するなんて──運命の女神様は、とんだ
皮肉屋
 ニヒリスト

 らしい。

「…………」

　ううむ。いかん、いかんな。なんだか思考が沈んでしまっている。

　環との再会なんて、あんまり深く考えるべきじゃない。すごーく簡単に言えば、昔の知り合いに会ったらイマイチ距離感がわかんなかった、ってだけの話だ。

　さあ、テンション上げてこ。

　え？　誰もいない家でテンション上げてどうするって？

　くくっ。愚か者が！

　誰もいない家だからテンションが上がるんだよ！

　一人暮らしに憧れる全国の男子諸君にならわかってもらえるはずだ。無人の自宅って、すっごくテンション上がっちゃう！

「……危ないっ！」

　玄関で
迅速
 じんそく

 に靴を脱ぎ、家の中に決死のダイブ。フローリングを前転しながら進み、階段のそばで立ち上がる。即座に壁に背を着け、死角を消す。

「ふぅー、危なかったぜ……。えっと、うん……まあ、なんか危なかったぜ」

　うん。今日も俺の動きはキレッキレだぜ。

　これで、いつ家にテロリストが乗り込んできても、迅速に対応できるはずだ。

　ホームアローン顔負けの撃退テクでやっつけてやるぜ。

「……うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──」

　とりあえず叫んでみた。

　特に意味はない。

「──おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっぱいっ！」

　おっぱいで締めてみた。特に意味はない。この、言ってはいけないことを大声で言っているというドキドキ感を楽しみたいのだ。

「ふん、ふふ～ん」

　鼻歌を口ずさみながら、服を脱いでパンツ一丁になる。普段はパンツ一丁で歩いていると、姉ちゃんに後ろから蹴っ飛ばされるが、今日はモーマンタイだ。

　服を丸めて、脱衣所の洗濯機に向かってオールコートスリーポイント。人事を尽くして天命を待っているから俺のシュートは落ちないのだよ。

「ふ～ん。ふっふ～ん。ウォウウォウ、イエェー、イエェー」

　指パッチンをしながら階段を上っていく。

　気分が乗ってきたので、オリジナルソングの練習をしておくとしよう。

「……背徳ぅの翼がぁ～、星を
忘却
 わす

 れた空を切りぃ
裂
 さ

 っく～。
血色
 ちいろ

 の
泡沫
 しぶき

 となぁって消ぃえぇたぁ、きみの
欠片
 かけら

 が、溶けていくぅ」

　作詞作曲、俺。

『
六弦の皇女
 インフイニテイマリア

 』を購入した際に勢いに任せて徹夜で──あ、いや。ふと降りてきたメロディを元に生まれた曲だ。……ギターに指一本触れずにできた曲だけど。

「深い深い海の底に浮かぁぶ～、涙に濡れた
歪
 いびつ

 な
笑
 え

 ぇ
顔
 がお

 ぉ～、僕にはそれが、天使にも悪魔にも見えた～～。うぅー、ＨＥＹ！」

　ここからはラップ！

「ＹＯ、ＹＯ！　
魅
 み

 せるぜ
騒
 さわ

 げよ、イッツショータイム！　
今宵
 こよい

 はきみを、イン招待！　もう泣かないでよ、ドントクライ。心の距離は、どんくらい？　神頼み繰り返して、オーマイゴッド！　誤魔化すだけの日々、オママゴト！　きみの心に、触れてみたいッ！　もう離さないよ、ホールミータァイトッ！」

　きっちりと韻を踏んだラップを披露したら、次はライブでのＭＣ！

「おい、てめえら！　届いてんだろ、俺の
音楽
 ミユージツク

 がよ！　だったら、いつまでも
殻
 から

 に閉じ
籠
 こも

 ってんじゃねえよ！　今日という日を
共有
 シエア

 できた
奇跡
 ミラクル

 に
感謝
 サンキユー

 しようぜ！　ほら、ほら、もっと
吼
 ほ

 えろよ！　
常識
 リアル

 も
普通
 ノーマル

 も取っ払っちまおうぜっ！」

　イケメンボーカル風に決めたところで、いよいよサビだ！

「
夜風
 かぜ

 が奏でる
旋律
 メロディ

 に乗せぇて──乗せぇて（ハモリ）！　こぅの
想い
 いたみ

 を
夜空
 そら

 に届けたい──オン・ザ・スカイ（
合
 あ

 いの手）！　雲の切れぇ間で微笑む
三日月
 つき

 は、涙に濡れたきみの
瞳
 め

 にも映っていますかっ!?
 　
焔
 ほのお

 を抱いた
哀
 かな

 しき
曙光
 しよこう

 はぁ、
漆黒
 くろ

 に沈む空を照らぁし、
陽炎
 かげろう

 に浮かぁぶ、きみぃをもかき消ぇすぅ～っ！」

　さあ、ここがラストだっ！

　消え入るように
儚
 はかな

 くっ！

　それでいて
飢
 う

 え
渇
 かわ

 くようにもどかしくっ！

「ｏｈ……、ディス・ティニー・ディスティニー……。Ｆｕ～～～～（裏声）」

　階段を上り終えたときには、もはや天にも昇る気持ちだった。

　んん──っ！　
絶頂
 エクスタシー

 ！

　オリジナルソング『
このちっぽけな運命の内で
 ディス・ティニー・ディスティニー

 』。

　ファンの間では『Ｄ２』の愛称で親しまれ、ライブの最後は必ずこれ、という一曲──だったら、いいなあ。

　いやしかし、俺って、作詞作曲のセンスあるんじゃね？　ボカロで曲でも作っちゃおっかなあ。そんで書籍化してアニメ化して印税がっぽがっぽじゃん？

「さぁって、気持ちよく歌ったら、次は……あ、そうだ。こないだ、タイトルがエロかったからとりあえず録画しといた深夜映画でも見ようっと」

　ああ、素晴らしき無人の家！

　イッツァトゥルーワールド！

　胸に無限のパラダイスを感じながら、俺は自室のドアを開いた。





　
千冬
 ちふゆ

 ちゃんがいた。





　俺のベッドの上で、ちょこんと体育座りをしていた。

　無表情のまま、水晶のような瞳で、こちらを見つめていた。

　なぜ俺の部屋に千冬ちゃんが──ということは、とりあえず置いておこう。今考えなければならない事実は、この部屋の壁がかなり薄いということだ。

　ちょっと騒ぐと姉貴が壁ドンしてくるくらいに薄い。

　部屋の入り口に立ち尽くした俺に向かい、千冬ちゃんは不思議そうに言う。

「タイトルがエロい深夜映画、見るの？」

　とりあえず真剣に自殺を考えました。
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「アンドー」

「なんでしょうか、
千冬
 ちふゆ

 様」

「お菓子、食べたい。
喉
 のど

 、
渇
 かわ

 いた」

「ははー。
只今
 ただいま

 お持ち致します！」

　
疾風
 しつぷう

 となって家の中を駆け回り、ジュースと茶菓子を持って部屋に戻る。
膝
 ひざ

 を突き、深々と頭を下げながらお
盆
 ぼん

 を
献上
 けんじよう

 する。

「オレンジジュースとポテチにございます」

「ありがと。……む。これ、氷、入ってない」

「も、申し訳ございませぬっ！　すぐに氷を入れた新しいものを──」

「もう、いい。許さない」

　千冬ちゃんはベッドから降りて、
跪
 ひざまず

 く
俺
 おれ

 を見下ろす。

「おしおき、する」

　氷の冷たさを宿した言葉に、俺の心が底冷えする。ガクガクと震えながら、俺は体を反転させて、彼女に尻を向ける──正しくは、彼女に尻を差し出す。

「ていっ」

　ぺちん。

　ケツを叩かれた。十歳の少女にケツを叩かれた。

「も、もう勘弁してください、千冬様っ」

「？　そんなに痛かった？」

「痛いです、心が……」

　この俺が少女にケツを叩かれるなど、
屈辱
 くつじよく

 の極みである。

　いや、屈辱であるうちはまだいい。屈辱が──快感に変わってしまったら、俺はもう、人ではいられないかもしれない。

　そんな俺の
葛藤
 かつとう

 もつゆ知らず、
我儘
 わがまま

 なお姫様は、
暴虐
 ぼうぎやく

 の限りを尽くす。

「アンドー、次、
椅子
 いす

 になって」

「い、椅子!?
 」

「早く」

「……はい」

　手と膝を床に突き、四つん
這
 ば

 いの姿勢となる。千冬ちゃんは俺の背に尻を乗せた。小ぶりな尻のぬくもりと柔らかさが、背中にダイレクトに伝わってくる。

「ち、千冬様。さすがにこの体勢は、俺に残された最後のプライドが──」

「椅子、しゃべんない」

　ぺちん。

　背に座る彼女から再び尻を叩かれた。最後のプライドが粉々に砕けた瞬間だった。

「アンドーが、なんでも言うこと聞くって言ったんだから、文句言わない」

　確かにそうだけど。見事な土下座を決めながら、「なんでもするから今のことは全て他言無用でお願いします！」って頼み込んだけどさ。

　誰かの下につくことは、孤高の戦士である俺の誇りを裏切る行為ではあるが……やむを得ない。俺にはもう、千冬様に忠誠を誓うしか生き残る
術
 すべ

 がないんだ。

　ぶっちゃけよう。

　俺は、誇りよりも世間体が大事です。

「アンドー」

「…………」

「無視、禁止」

　ぺちん。いや、さっきしゃべんなって言ったじゃん！

　暴君だ！　暴君だよこの子！

「アンドー、
歩
 ある

 って」

「え？　お、おんぶってこと？」

「ううん。椅子のまま」

　この体勢のまま……つまり四つん這いのままということか!?


「くっ……。この俺に、馬車馬の真似事をしろというのか……」

「ううん。馬みたいに、じゃなくて──
豚
 ぶた

 みたいに」

「豚!?
 」

「千冬、馬より豚、好きだから」

　知らねーし。

　それ、もしかして、馬肉より豚肉が好きって意味？

「……千冬ちゃん、ちょっと、調子乗り過ぎじゃないかな？」

　
下克上
 げこくじよう

 を果たすべく、俺は背に座る彼女に物申す。

「『
絶界の暴帝
 コズミックゼロ

 』と
謳
 うた

 われたこの俺が、いつまでも貴様ごときの
臣下
 しんか

 に甘んじている器だと思って──」

「タイトルがエロそうな映画」

「──この
哀
 あわ

 れな豚めになんなりとご命令くださいませ」

　駄目だ、勝ち目がない。
切り札は彼女の手に
 ジョーカーイズノットマイン

 。

　エロそうな映画をつい録画しちゃったっていう、青臭さというか
女々
 めめ

 しさというか……
往生際
 おうじようぎわ

 の悪い感じが恥ずかしすぎる。ＡＶやエロ本の方がまだ男らしいぜ。

「『昼下がりの情事』だっけ？」

　レコーダーいじられて、タイトルまで
把握
 はあく

 されちゃったしさあ……。

　しかも、彼女が持つ切り札は一枚じゃない。

「アンドー、熱唱してた」

　……なんで俺、全力でオリジナルソング熱唱しちゃったんだろ。

　いや──待て。よくよく考えてみれば、熱唱したこと自体は、深夜映画ほど
恥
 は

 ずかしくないのではないか？

　だってさ、一流のミュージシャンだって、きっとこうやって作詞作曲するんだよ。なにもないところから、試行錯誤を繰り返して音楽を生み出していくはずなんだ。

　みんな、最初は恥ずかしかったんじゃないのか？　でもそれを乗り越えて、人々の心を動かす曲を創っているんだ。

　だから、オリジナルソングを作ることは決して恥ずかしくない！

　それを熱唱したからって、誰に非難される覚えもない！

「イマイチな曲だった」

「…………」

　曲の出来に対する非難はどうしようもねえなあ。

「難しい言葉、無理に入れてるだけだし、歌詞の内容も、さっぱり。途中の台詞みたいなのも、よくわかんないし……」

「……ごめん。もう許して。具体的な感想は言わないで」

「じゃ、豚さん、走って。ごーごー」

　ぺちん、と平手打ちの
鞭
 むち

 が入れられる。ケツに。

「……ブ、ブヒー」

　豚の真似をしながら、俺は部屋の中を歩き回る。背中に乗る千冬ちゃんの顔は見えないが、
嬉
 うれ

 しそうに身を揺らしているのが、お
尻
 しり

 の動きから伝わってきた。

　俺は豚の鳴き真似をしながら、ぐるぐると部屋の中を歩く。

「アンドー、豚の真似、そっくり」

「そ、そう？　ははっ……豚真似してるって言われても嬉しくないけどね……」

「じゃ、次は
酢豚
 すぶた

 のマネして」

「酢豚!?
 」

　無茶ぶりキタコレ！

「早く」

「す、
酸
 す

 っぱいブヒッ！　酸っぱいブヒッ！」

「……え。なにそれ？」

「ドン引きしないでぇえ──っ！」

　正解がわかんねーよ、酢豚のモノマネって！

　もうやだ……。もう、涙で前が見えないよ。ギャグとかじゃなくて、本気で涙が出てきた。誇りをズタズタに切り裂かれた悲しみが、
滂沱
 ぼうだ

 となって目から
溢
 あふ

 れる。

　心が……折れた。

「アンドー、泣かないで」

　俺の背から降りた千冬ちゃんは、優しく俺の頭を
撫
 な

 でてくれた。

「千冬、楽しかった。だから、今日のこと、誰にも言わない」

「ほ、ほんと？」

「やくそく」

「あ、ありがとうございます、千冬様ぁ！」

　三つ指着いてお礼を述べる。

　ああ、この子は聖母の生まれ変わりではなかろうか。こんなにも広い心の持ち主は、彼女を置いて他に……いっぱいいそうだな。普通は酢豚の真似まではさせねーよ。

　ようやく人としての尊厳を取り戻した俺は、四足歩行から二足歩行に戻り、そして千冬ちゃんとの視線を合わせるために、ベッドに腰掛けた。

「……で。すげー
今更
 いまさら

 の質問になるけど。千冬ちゃん、どうしてここにいるの？」

　どうやって俺の部屋に？　という質問は必要ないだろう。創世の主の前では、いかなる密室も意味をなさない。だから
訊
 き

 くべきは、ハウではなくホワイだ。

　千冬ちゃんは、ぷいっと顔を逸らし、それから小声でぼそりと言った。

「クッキーと、ケンカした」









　話をまとめると──

　本日、クッキーこと
九鬼円
 くきまどか

 ちゃんが、千冬ちゃんの家に遊びに来たらしい。

　何事もなく楽しい時間を過ごしていた二人だが、千冬ちゃんのお母さんが買い物のために家を開けた直後、ちょっとしたことで口論になってしまった。

　怒った千冬ちゃんは家を飛び出し、《
創世
 ワールドクリエイト

 》を使って俺の部屋に逃げ込んだらしい。

「……え？　じゃあ、九鬼ちゃんは今、千冬ちゃんの家に一人でいるの？」

「うん」

　いや、うんって……。それ、九鬼ちゃん、すごい気まずくないか？　人の家に遊びに行ったら、そこの家の子がいなくなるって……。居心地が悪いったらありゃしないぞ。

　鍵開けたまま帰るにも行かないわけだし。

「いったい、なにが原因でケンカになったの？」

　
尋
 たず

 ねてみても、千冬ちゃんはなにも言わなかった。

「手袋を逆から言ったら六回打たれたの？」

　
睨
 にら

 まれた。『小学生
舐
 な

 めんなよ』という感じの視線である。怒らないでよ、ちょっとした冗談なんだから。

　千冬ちゃんは小さく
頬
 ほお

 をふくらませたまま黙っていたが、俺がじっと見つめていると、やがて根負けしたように答え始めた。

「……クッキーが、もう、アンドー達と遊ぶなって言った」

「俺達と遊ぶな？」

「放課後、高校に行くのは止めた方がいいって」

「それでケンカになったの？」

　こくり、と頷く千冬ちゃん。

「高校生は、怖いから、一緒に遊ぶなって言ってた」

　ふむ。具体的なことは謎のままだが、話の大筋はわかった。

　要は、千冬ちゃんが毎日のように文芸部に顔を出すことに対して九鬼ちゃんが苦言を
呈
 てい

 した、ということなのだろう。

　先日──別れ際に受け取った、九鬼ちゃんの
刺々
 とげとげ

 しい視線が脳裏をよぎる。

　九鬼ちゃんの言い分も、わからなくもない。

　俺が小学校のときは、高校生というのはやたらと大人っぽく見えて、少し怖い存在であった。自分達とは別の生き物であるように感じていた。

　同級生が高校生と一緒に遊んでるとなれば、それを止めようとするのも、自然な感情なのかもしれない。





　──小学生が一人、高校生の中に混じってるというシチュエーションは、決して普通じゃないってことだよ。





　いつだかの
里見
 さとみ

 先生の言葉が頭をよぎる。

　改めて冷静に考えてみると、千冬ちゃんが毎日のように俺達と遊んでいることは、確かに普通のことではないのかもしれない。

　もっとも。

　俺達には俺達なりの、普通じゃない事情
 というものがあるのだけれど──

「とにかく千冬ちゃん。今日のところは、とりあえず自分ちに帰った方がいいよ。いい加減、九鬼ちゃんがかわいそうだしさ」

　俺がそう言うと、千冬ちゃんはかすかに顔を伏せ、ぼそっと言った。

「……気まずい」

　ケンカした手前、顔を合わせづらいらしい。

「んー。だったら、俺と一緒に行く？」

　二人っきりが気まずいなら、他の誰かに仲裁に入ってもらうというのは一つの手だ。そう思ったが、しかしよく考えてみると、問題の種である文芸部に所属している俺が仲裁に入ったら、かえって問題がややこしくなるだけかもしれない。

　やっぱり俺が行くのは止めたほうがいいか──と思考をまとめたところで、

「じゃ、アンドー、頼んだ」

「……え？」

　直後、俺の足元に『ゲート』が開いた。

《
創世
 ワールドクリエイト

 》によって創られた、異界の門。

「う、うぉわあ！　お、お、落ち──あ、いや、
堕
 お

 ちるぅぅうぅううううう──っ！」









　俺が召喚されたのは、大きなソファの上だった。

「……あー、びっくりした。ブラジルに直行するかと思ったわ」

　体を起こし、周囲を確認する。どこかの家のリビングのようだった。考えるまでもなく、千冬ちゃんの家だろう。

「……広いな」

　
姫木
 ひめき

 家には以前、
鳩子失踪
 はとこしつそう

 事件のとき、一度だけ立ち寄ったことがある。俺は中には入らず外から見ただけだったが、ずいぶんと大きな家だな、と思った記憶がある。

　ソファも高級そうだし、天井の照明もなんかオシャレだ。室内からブルジョアな雰囲気が漂っている。

　千冬ちゃんは一人っ子だと聞いているが、だとすると彼女は、この大きな家に、お父さんとお母さんと三人で暮らしているのか。

「えーっと……それで俺は、千冬ちゃんが来る前に、九鬼ちゃんの話を聞いたり、機嫌を取ったりしとけばいいのか……？」

　それがたぶん、千冬ちゃんの考えだろう。言葉少なな彼女の意図は、こちらが予想してあげなければならない。

　俺はリビングを出て階段を昇る。九鬼ちゃんはたぶん、二階の千冬ちゃんの部屋にいるはずだ。

　二階に上がると、「ちふゆの『ヘヤッ』」というプレートが掛かったドアを見つけた（『ヘヤッ』の部分はデフォルメされたウルトラマンが叫んでいる。
凝
 こ

 ってるなあ）

　こんこん、とノックをすると、すぐに返事が来た。

「ち、ちーちゃんっ！　ご、ごめんね、さっきは私も言い過ぎ──」

　涙混じりの謝罪と共に、ドアが開かれる。

　俺の姿を見た瞬間、九鬼ちゃんの顔から血の気が引いた。目を見開き、口をパクパクと開く。かなり驚いた様子だった。

「あ、あ、あな、た、は……」

「や。はじめまして……じゃ、ないのか。えっと久しぶり、九鬼ちゃん」

「……あ、あんどー、さん」

「うん。部屋、入っていいかな？」

「ひ、ひいっ」

　九鬼ちゃんは腰を抜かしたように尻もちをついた。まるで化物にでも
遭遇
 そうぐう

 したかのように、部屋の中へと逃げていった。

　……き、傷つくなあ。

　年上の異性が怖いのもわかるけど、まさかここまで怖がられるとは。

「こ、来ないで、来ないでっ！」

「そんなに怖がんないでよ、九鬼ちゃん。なにも取って食おうってわけじゃないから」

　できる限り優しい声で言いながら、俺は部屋の中へと足を踏み入れた。

　非常にかわいらしい部屋だった。カーテンやベッドにはデフォルメされた動物キャラクターがあしらってあり、ぬいぐるみなどの小物も多い。

　九鬼ちゃんは
後退
 あとずさ

 りを続けた結果、背後の壁にぶつかってしまった。逃げ場を
失
 な

 くした彼女は、恐怖に震えながら俺を見上げる。

　……いくらなんでも
怯
 おび

 えすぎじゃないだろうか？

「九鬼ちゃん。大丈夫だって。怖くない怖くない。俺は、ちょっときみとお話がしたいだけなんだよ」

　言いながら、少しずつ彼女との距離を詰める。俺が一歩踏み出すたび、九鬼ちゃんはビクビクと身を震わせた。

「ち、ち、近寄らないでくださいっ！　け、警察を呼びますよっ」

　取り付く島もない九鬼ちゃん。目尻には、うっすらと涙が浮かんでいる。

「……ねえ、どうして？　なにをそんなに怖がってるの？」

　頭を抱えたい気分だった。なにがいけないのか、まったくわからない。

　なにが彼女をここまで怯えさせるのだろう。

　この子は、どんな心の闇を抱えているというんだ──

「……九鬼ちゃん。大丈夫だよ、安心して。俺はきみの嫌がることはしないし、きみを傷つけたりもしない。俺を信じてよ。ね？」

　これでもかというほどに、
紳士
 しんし

 な態度で接してみる。

　九鬼ちゃんは、恐怖と怒りの感情を瞳に宿しながら、大声でこう叫んだ。





「パンツ一丁の人をどうやって信じろって言うんですかぁあああ──っ！」





　……あれえ。

　俺はゆっくりと首を回し、部屋にあった姿見を見る。
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　そこにいたのは、傷ついた少女に手を差し伸べる優しき紳士──ではなく、いたいけな小学生に今にも襲いかかろうとしているパンツ一丁の変態だった。

　あ。

　そういえば、服を洗濯機にスリーポイントしてから、俺、ずっとパンツ一丁だったわ。パンツ一丁で千冬ちゃんにケツぶっ叩かれたんだったわ。

　九鬼ちゃんが化物にでもあったかのように怯えていた理由が、ようやくわかった。

　心の闇とか以前の問題だ。

　パンツ一丁で男が迫ったら、そりゃビビるよ。

「で、出てってくださいっ！　私の前から消えてくださいっ！　ちーちゃんの部屋から出てってっ！　ちーちゃんにも、二度と近づかないでっ！」

　九鬼ちゃんが涙混じりに絶叫したため、俺は逃げるよう部屋から飛び出した。

　するとそこには、頃合いを見計らってやってきた千冬ちゃんがいた。なにかを期待するような瞳で、俺を見つめている。

「アンドー、どうだった？」

「……ごめん。たぶん、問題が余計にややこしくなったと思う」

　こうして。

　九鬼ちゃんの高校生に対する恐怖は、俺のせいでより一層深くなったのだった。
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「──というわけです。いやー、困った困った」

　翌日の放課後、文芸部に集まった三人に対し、
俺
 おれ

 は事の
顛末
 てんまつ

 を話した。

　
千冬
 ちふゆ

 ちゃんはいない。今は、千冬ちゃんを除いた高校生メンバーだけで会議を行なっている。作戦会議、のようなものだ。

「まず、
安藤
 あんどう

 くんに言いたいことが一つあります」

　ひと通りの話が終わったところで、
彩弓
 さゆみ

 さんがため息混じりに言った。

「『昼下がりの情事』はエロい映画ではありません」

「しまった！　余計なことまで話しちゃった！」

　
酢豚
 すぶた

 の真似までして口止めしたっていうのに！

「かの名女優オードリー・ヘップバーンが主演女優を務めた作品であり、しかも五十年以上前の白黒映画ですから、安藤くんの期待するようなシーンはないと思います」

　彩弓さん、
灯代
 ともよ

 、
鳩子
 はとこ

 の三人が白い目で俺を見つめる。視線がちくちくと痛い。

　しょ、しょうがないじゃないか！

　男子高校生っていうのは、そういうのに興味があってしょうがない年頃なんだよ。『
特名係長
 とくめいかかりちよう

 』を親に隠れてこっそり録画しておく生き物なんだよ！

「しかもあんた、家で一人で、オリジナルソングを熱唱とか……」

　灯代が
軽蔑
 けいべつ

 の眼差しを向けてくる。

「な、なんだよ！　誰だって一度くらいあるだろ!?
 　誰もいない家っていうのは、自分だけのステージなんだよ！　そしたら、オリジナルソング歌うしかないじゃん！」

「……ん。まあ……私も──」

「えー。ないよー。好きな曲を口ずさむくらいならあるけど」

「普通の人はないですね」

「──そ、そうよっ！　そんなことするのはあんただけよ、バーカ！」

　灯代がすごい勢いで寝返りやがった。

　くそっ、途中まで完全に共感の態度だったのに！

「とにかく──
厄介
 やつかい

 なことになりましたね。まさか千冬さんが、私達と遊んでいるせいでお友達と険悪になるなど、考えもしませんでした」

　そう言うと、彩弓さんはじっと俺を
睨
 にら

 む。

「安藤くんの逆ファインプレイで、問題はより深刻化したようですし」

　返す言葉がなく、しゅん、と
項垂
 うなだ

 れる。

　あの後──なんとか
九鬼
 くき

 ちゃんに事情を説明しようとしたのだが、異能のことを話せないため、どうやってもうまく
誤魔化
 ごまか

 すことができなかった。

「……九鬼ちゃんからしたら、俺は『女子小学生の家にやって来た後、わざわざパンツ一丁になってからその子の部屋に突入した男』なんだよな……」

「……ド変態ね」

　灯代がうんざりしたように言った。うん。我ながら言い訳しようがない変態だと思う。

「安藤くん。その九鬼さんというのは、どういう子なんですか？」

「そうですね……。まあ、なかなかにオーガニックな子供でしたよ」

「……言っておきますけど、オーガニックに『鬼のような』という意味はありませんよ。オーガニックは、『
有機栽培
 ゆうきさいばい

 』を示す言葉です」

「あれ、マジですか!?
 　『ドラゴニック』みたいな単語じゃないんでしたっけ!?
 」

　うわ、
恥
 は

 ずかしい勘違いをしていた。

　しかし彩弓さん、よくわかったな。俺が『鬼のような』という意味でオーガニックを使ったって。

「えっと……まあ、九鬼ちゃんは普通の真面目そうでかわいい小学生でしたよ。ちょっと神経質な感じはしましたけど」

「そうですか」と頷いて、彩弓さんは思案顔になる。「……もしかすると、九鬼さんは、千冬ちゃんを私達に
盗
 と

 られる、と感じているのかもしれませんね」

「盗られる？」

「千冬さんは、九鬼さんに我々の話をよくしていたのでしょう？　友達が、自分以外の人間と楽しく遊んだ話というのは、聞いていて面白くない場合も多くあります」

「……あー、なるほど」

　俺が納得して頷くと、灯代がどこか
自嘲
 じちよう

 めいた口調で言葉を
紡
 つむ

 ぐ。

「そういえば、小学生くらいのときは私もあったなあ、そういう、『◯◯ちゃんとは私が一番の友達じゃなきゃ嫌だ』っていう、独占欲みたいな感覚」

　わからなくはない、と思った。

　似たようなことを思っていた時期は、俺にもあった。

　一番の友達だと思っていた奴が、自分以外の人間と、自分よりも楽しそうに接しているのを見ると、
虚
 むな

 しさと
悔
 くや

 しさが混ざり合った、妙な
焦燥
 しようそう

 感が生まれる。

　それが
嫉妬
 しつと

 なのか独占欲なのか、はたまた、
幼
 おさな

 さ故の全能感の表れなのかは、わからないけれど。

「……
辛
 つら

 いよね。好きな子が、他の子と自分よりも仲良くしてるのを見るのは」

　鳩子は目を伏せて、しんみりとした声で
零
 こぼ

 した。

「にしても、実際謎よね」灯代が言う。「千冬ちゃんって、小学校じゃどんな感じで過ごしてるのかしら」

「なんか、九鬼ちゃんが世話してるっていう話だぜ。そのせいで九鬼ちゃんは、周りから、千冬ちゃんのお母さんって言われてるとか……」

　ああ、そうだ。

　この話も、しておいた方がいいだろう。

「で、千冬ちゃんの学校生活に関してなんだけど」

　そう前置きしてから、俺は先日のことを話した。

　千冬ちゃんが、小学校を
辞
 や

 めようとしていたことを。

「……それ、ほんとなの、安藤？」

　灯代が眉根を寄せて聞き返してきたので、「ああ」と頷く。

「そんときは、ただの気まぐれだと思って、特に気にもしなかったんだけど……なんか、今になって気になってきてさ……」

「そういえば千冬ちゃん、コスプレで遊んだ日、小学校休んでたって言ってたよね……。千冬ちゃんは、
風邪
 かぜ

 だって言ってたけど……」

　鳩子が不安そうに言った。室内の空気が少し暗くなる。

「もしかしたら、の話になりますけれど──異能が関係しているのかもしれませんね」

　彩弓さんは言う。

「
訳
 わけ

 のわからない力に目覚めてしまったことが、幼い千冬さんに与える影響は計り知れません。周囲には力を隠さなければならず、同じ学校には相談できる相手もいない……そのストレスが、学校生活に
歪
 ゆが

 みをもたらすこともあるでしょう」

　異能に目覚めたという事実。

　それは、高校生の俺達にすら大き過ぎる衝撃であった。ならば幼い彼女にとっては、どれほどの衝撃だったというのだろうか。

　あの子はいつも淡々としているからわからなかったけれど、もしかしたら、あの眠そうな無表情の下で、不安と恐怖に震えていたのだろうか。

「まあ、推測の域を出ない話ですけどね」

　そう言ってから、彩弓さんは雰囲気を変えるように、パンと手を叩いた。

「さあ。想像だけで暗くなってもしょうがないですよ、みなさん。まずは九鬼さんのことを考えましょう」









　会議の結果、極めて正攻法な解決策と言えるだろう、『九鬼ちゃんに文芸部を知ってもらう』という作戦を実行することになった。高校生は怖くないとわかってもらえれば、九鬼ちゃんの
偏見
 へんけん

 も解消されることだろう。

「クッキー、連れてきた」

「お、おじゃまします……」

　九鬼ちゃんはスイミングスクールとピアノ教室に通っている忙しい小学生らしいので、都合が合った二日後の放課後、我が文芸部に来てもらった。

　千冬ちゃんは部室に入るや
否
 いな

 や、いつも通り椅子に座って一息ついた。まるでここが自室であるかのようにくつろぎ始める彼女とは対照的に、九鬼ちゃんの方は、所在なさげにおどおどしていた。

　ここは、ジェントルマン・安藤が声をかけてあげるべきだろう。

「やあ、九鬼ちゃん。久しぶり。こないだは──」

「話しかけないでください」

　恐ろしく冷たい目で睨まれた。

「これ、引っ張りますよ」

　と言って、ランドセルにかかってる防犯ブザーに手を伸ばす。

　……そこまで変質者扱いしなくてもいいじゃないか。早くも俺の心が折れそうになっていると、彩弓さんが代わりに前に出て、歓迎の
挨拶
 あいさつ

 を述べた。

「初めまして。私は文芸部の部長を務めている、
高梨彩弓
 たかなしさゆみ

 と申します。本日はご足労いただき、ありがとうございます」

「は、初めまして。九鬼円と申します」

「そう緊張しないでください。ではこちらにどうぞ」

　
穏
 おだ

 やかな笑みを浮かべつつ、彩弓さんは九鬼ちゃんを椅子に案内する。そこに鳩子がお茶を差し出した。

「はい、どうぞー。もし緑茶が
駄目
 だめ

 なら、ジュースもあるから言ってね？」

「あ、ありがとうございます。いただきます」

　そして当初の作戦通り、彩弓さんによる文芸部の活動説明が始まった。

「我が文芸部は、今年で創部四十四年を迎える、由緒ある部活動です。活動内容は、詩や小説の創作、ラジオや演劇の脚本制作、
不朽
 ふきゆう

 の名作に関する考察、部誌の発行など
多岐
 たき

 に渡ります。我が部は部員の自主性に重点を置き、特にノルマなどは設けず、各々が自分のペースで学習や研究を行う、というスタイルを取っています」

　決して
嘘
 うそ

 はつかずに、都合がいいところだけを述べるという、高度な話術を披露する彩弓さんだった。実際、名作の考察や演劇の脚本などをやっていた先輩方もいたようだが、俺達の代では特になにもしていない。

　
緩
 ゆる

 い部活なのである。

「な、なんかすごそうな部活……。ねえ、ちーちゃん」

　彩弓さんの話に感心した九鬼ちゃんは、隣に座る千冬ちゃんを
窺
 うかが

 った。

「？　そんなこと、したっけ？」

　千っ冬ちゃん空気読んでぇえええ──っ（パート２）！

　やべえ、しまった！

　千冬ちゃんに作戦伝えるの忘れてたっ！

「……え？　ど、どういうこと？　嘘、なの……？」

　途端、九鬼ちゃんの瞳に疑惑の色が浮かぶ。千冬ちゃんはようやく自分の失敗を悟ったらしく、少し慌てた様子で、

「あ……。う、嘘じゃない。ほんとは、やってた。真面目なの、いっぱいやった」

　と言った。しかし、九鬼ちゃんは
怪訝
 けげん

 そうな表情のままだった。

「こないだは、
太宰治
 だざいおさむ

 をべんきょーした」

　おお、ナイスフォローだ千冬ちゃん。それは微妙に嘘じゃないしね。

「ほんとに？」

「ほんと。太宰治で、知らないことはない」

「なら、太宰治の作品、言ってみてよ。こないだ国語でやった、『走れメロス』以外で」

　予想外の追及に、千冬ちゃんは言葉に詰まる。腕を組んで数秒考えこんだ後、自信のない口調でぼそっと
呟
 つぶや

 く。

「カ、カテゴリーエラー……？」

　……
惜
 お

 しい。それ俺考えたやつ。記憶がごっちゃになっちゃったのかなあ？

「太宰治はそんなの書いてないよっ！」

「だって……アンドーがそう言ってた」

　うお、思わぬ飛び火だ。九鬼ちゃんが
責
 せ

 めるような目で俺を
睨
 にら

 んだ。

「安藤さんはちーちゃんに嘘を教えたんですか？」

「嘘ってわけじゃなくて……。その、ね……。『
人間失格
 カテゴリーエラー

 』っていうのは、故・太宰治への
追悼
 ついとう

 の念を込めた、俺のセンセーショナルな二つ名で……」

「二つ名？　二つ名って、なんですか？」

　おっと。お嬢さん、それを
訊
 き

 いちゃうのかい？

　語るよ？　語っちゃうよ？

　今夜は帰さない──いや、今夜は眠らせないぜ。

　俺は全二十四回に渡る『二つ名の魅力』講座、第一回『戦国時代に学ぶ二つ名』を始めるべく、「えー、
織田信長
 おだのぶなが

 の『第六天魔王』、
伊達政宗
 だてまさむね

 の『
独眼竜
 どくがんりゆう

 』など、二つ名の文化は戦国時代にも存在していました。二つ名や異名というのは、戦場に身を置く男達にとっての誇りと生き様を表すものであり──」なんて講義を始めようとした、そのとき。

「こーゆーの」

　千冬ちゃんがどこからか一枚の紙を取り出した。

《
酢豚
 パイナツプル

 》と書かれた紙を。

「これが、二つ名」

「……？」

「違うよっ！　二つ名ってのはたとえば──」

　紙を取り出し、『
絶界の暴帝
 コズミツクゼロ

 』と書く。

「──こういうのを言うんだよ！」

「……？？？」

「
止
 や

 めなさいよ二人ともっ！　九鬼ちゃんが混乱してるから！」

　灯代の言う通り、九鬼ちゃんはチンプンカンプンという表情になっていた。それから俺が書いた紙を手に取り、まじまじと見つめた。

「これが、二つ名……」

「くくっ。まあ、これは俺が持つ数々の異名の一つに過ぎんがな。周囲からこの名で呼ばれるようになってから、そろそろ五年になろうか……」

「この、『
絶界
 ぜつかい

 』ってどういう意味ですか？」

「え……。それは……えっと、その……なんつーか、あれだよ、あれ。その……世界すら
絶
 た

 った世界っていうか……、雰囲気で判断して欲しいっていうか……。うん、まあ全てが滅んだ後の世界のことだね」

「全てが滅んだ後の世界なのに、この、『
暴帝
 ぼうてい

 』さんは、いるんですか？」

「いやそれは…………、ぼ、暴帝ぐらいになると、世界滅んだぐらいじゃ滅ばないんじゃないかなあ……」

「じゃあ、どうして『絶界の暴帝』で『コズミックゼロ』って読むんですか？」

「……えと、まあ、それはルビって言ってね。二つ名や能力名には、こういうカタカナがつくのがセオリーで……。『コズミック』が宇宙って意味だから、そこへ『ゼロ』をつけたら、滅んだ世界っぽくて、我ながらかっこいいと──」

「どうしておかしな読み方をする必要があるんですか？　普通に読めばいいじゃないですか」

「そ、それはそういうもんってしか言えないっていうか……。舞台が英語
圏
 けん

 でキャラは英語を話してるって設定なのに、かっこいいルビがついた専門用語使ってる作品も多々あるし……」

「意味がわかりません」

「…………くくくっ。まあ、きみにもわかるように極めて簡単にまとめると、全ては『かっこいいから』の一言に集約されるな」

「え。これってかっこいいんですか？」

　真顔で言われた。

「……あ、はい」

「どこがかっこいいんですか？」

「…………そ、その、全体的に、なんか、かっこいいのではないかと、個人的に思っております、はい……」

　真面目な態度に
気圧
 けお

 され、しどろもどろになってしまう。俺のグダグダな返答を聞くと、九鬼ちゃんは小さく頷き、それから失笑を
堪
 こら

 えるような様子で言った。

「そうですか。安藤さんは、なんていうか……子供っぽいものが好きなんですね。高校生にもなって」









「う、う、鳩子、鳩子ぉ……。九鬼ちゃんが、九鬼ちゃんが俺をいじめるよぉ……。俺、あの子、嫌いだぁ……」

「よしよーし。大変だったねー、ジューくんはよく頑張ったよー」

「子供っぽいって……子供っぽいってなんだよ……。もっと言い方ってのがあるじゃん……。その一言で片付けたら、全部終わりじゃないか……」

「うん、そうだねー」

「ああいう子が将来、『えー、まだ仮面ライダー見てるのー？　あれって子供が見るもんでしょー？』みたいなこと言い出すんだよ！　そのくせ仮面ライダーを演じたイケメン俳優がドラマや映画に出演し始めるとキャーキャー
騒
 さわ

 ぐんだよ！　全然おせーしっ！　俺らはずっと前から注目してましたからっ！」

「うんうん、そうだねー」

　机に突っ伏して泣き
喚
 わめ

 く俺を、鳩子は
慈母
 じぼ

 のように優しく
宥
 なだ

 めてくれた。

　完全に心が折れた俺は、もはや戦士として死んだも同然。

　真に
遺憾
 いかん

 であるが、あとの戦いはみんなに任せよう。

「ねえ、ちーちゃん。ここって、本当にちゃんと活動してる部活なの？」

「……たぶん」

　千冬ちゃんが自信を失くし始めていた。

「なんか、テキトーそうな部活だね。小説を書くって言っても、ただ遊びで書いてるみたいだし……」

「そ、そんなこと、ない！」

　強く言い切り、千冬ちゃんは灯代をビシッと指さした。

「トモヨは、本気で書いてる。ちゃんと、賞にも応募してる」

　
突如
 とつじよ

 名指しで呼ばれた灯代は、表情を
強
 こわ

 ばらせる。

　千冬ちゃん、それを言っちゃうのは……あー、でも、まあいいのかな。九鬼ちゃん相手だったら、バラしても問題ないっちゃ問題ないか。

「賞って……
直木
 なおき

 賞とか、
芥川
 あくたがわ

 賞とか？」

　よくある
偏見
 へんけん

 を口にする九鬼ちゃん。小説や文学に興味がない人にとっては、小説の賞＝直木賞オア芥川賞なのだろう。

　千冬ちゃんは首を横に振り、得意げに微笑む。

「トモヨは、そんなの、眼中にない」

　……いや、一応意味は合ってるけど、その言い方じゃ、まるで灯代が
凄
 すさ

 まじい実力者のように聞こえてしまうのでは？

　案の定、九鬼ちゃんは「す、すごい……」と尊敬の眼差しで灯代を眺めた。

「ベ、別には私は、まだ、全然──」

「そう。トモヨは、ちょーすごい！」

　灯代が慌てて取り
繕
 つくろ

 うとするが、千冬ちゃんは目を輝かせて自慢を続けた。

　ああ、俺はこの目を知っている。

　これはあれだ。「うちのお父さんはパイロットなんだぞ」っていう子供の目だ。

「トモヨは、売れてる作品に『なんであれが売れたか、全然わかんない』って、上から意見を言える、すごい実力の持ち主！」

　灯代は顔を伏せた。

「人気作品の悪いとこをネチネチ指摘できる、分析力！」

　灯代は顔を両手で覆った。

「一つの作品が書き終わる前に次の作品を書き始める、アイディアの量！」

　灯代の体が小さく震え始めた。

「落選した作品を何回も使い回そうとする、
粘
 ねば

 り強さ！」

　灯代が体を
捩
 よじ

 って
悶絶
 もんぜつ

 し始めた。

「プロじゃないのに『締め切り』って言葉をいっぱい使う、プロ意識の高さ！」

　灯代は部屋の
隅
 すみ

 っこで頭を抱え始めた。

「世の中には、一度も投稿したことないのに『作家志望』を名乗る人もいるから、トモヨは、ちゃんと書き上げて投稿してるだけ、ずっとプロに近い！　トモヨが自分で言ってたことだけど！」

　灯代は床に何度も頭を打ち付け始めた。

　もうやめて千冬ちゃん！　とっくに灯代のライフはゼロだよ！









「う、う、鳩子ぉ……私だって、私だって悪気はないのよ……。でもさ、うまくいかないことがあると、やっぱ、他に八つ当たりしたくもなるじゃない……」

「うんうん、そうだねー。灯代ちゃんは頑張って生きてるよー」

　俺と同じように、灯代も
癒
 いや

 しの鳩子空間の住人となってしまった。

「やれやれ。二人とも、小学生相手に情けないですね」

　彩弓さんはため息を
吐
 つ

 いた。それから居住まいを正し、小学生二人と向き合う。
悔
 くや

 しいが、あとは任せるとしよう。

　頼むぞ、彩弓さん。俺達の
敵
 かたき

 を取ってくれ。

「では、話の続きをしましょう。ええと、どこまで話したでしょうか……」

　彩弓さんが話を『文芸部の活動内容』に戻そうとしたところ、九鬼ちゃんが千冬ちゃんに耳打ちした。

「……ねえ、ちーちゃん。最初っから思ってたんだけど」

「うん。なに？」





「この人、本当に高校生？」





　いちげきひっさつ！

　彩弓さんの笑顔が完全に
凍
 こお

 りつき、全身に凄まじい衝撃が走った。

「もしかして、私を説得するために、学校の先生に部長のフリさせてるんじゃないの？　無理して制服着せてるんじゃないよね？」

「違う。サユミは、ほんとに、部長」

「そっか……」

「クッキー。サユミは、
老
 ふ

 けてること気にしてるから、そーゆーこと、言っちゃ駄目」

「あっ！　ご、ごめんなさいっ！　
気遣
 きづか

 いが足りませんでしたっ！」

「…………」

　なにかが壊れてしまったようで、彩弓さんは石になってしまった。

　小学生二人による、
無邪気
 むじやき

 
故
 ゆえ

 に罪深い発言は、彩弓さんにとっては
致死
 ちし

 系
呪文
 じゆもん

 だったようである。









「う、う、うぅああ……鳩子さん……。わ、私だって……私だって、まだ、高三なんですよ……
紛
 まご

 うことなきＪＫなんですよっ。ブルマーが似合わなくてもっ！」

「うんうん、大丈夫ですよー。彩弓さんはすっごくかわいい女子ですよー」

　彩弓さんまでもが、鳩子に甘え始めてしまった。

　くそ、最後の
砦
 とりで

 まで
陥落
 かんらく

 しちまった。

「ちーちゃん。やっぱり、ここ、まともな部活じゃないよ！　もう、来るのはやめよう。ね？」

　九鬼ちゃんが千冬ちゃんの服を引っ張りながら言う。『高校生は怖い』という
偏見
 へんけん

 は解消されつつあるようだが、それと引き換えに『高校生はヤバい』という偏見を植えつけてしまったのかもしれない。

　それにしても。

　真剣な様子で千冬ちゃんを説得する九鬼ちゃんを眺めていると、この子も一生懸命なんだよな、と思う。決して悪気があるわけではなく、ただ友達の心配をしている。

　……まあ、だからこそ面倒だとも言えるんだけど。

「ね、ちーちゃん？」

「……やだ」

　むすっと頬を膨らまし、ぎゅっとリッスンを抱きしめる。断固として譲ろうとしないその姿に、九鬼ちゃんもムキになる。

「どうして、ちーちゃんっ」

「やだったら、やだ」

　感情をむき出しにして、二人が睨み合う。

「どうしてなの、ちーちゃん……。私の言うこと、聞いてくれないの？　私よりも、ここにいる人達と一緒の方が楽しいの？」

「……違う。クッキーといるのも、楽しい。でも」

「でも、なに？」

「千冬は、ここにいなきゃいけない理由、あるから……。ここのみんなじゃないと、わかんないこと、あるから……」

　まずい。

　駄目だ、千冬ちゃん。

　その言い方じゃ、その誤魔化し方じゃ──

「……理由？　理由ってなに？　教えてよ」

　九鬼ちゃんが食いつくように尋ねた。千冬ちゃんは言葉に詰まる。

「い、言えない」

「言えない……？　どうして？　私には教えてくれないの……？　教えられないようなことなの？」

「言えないものは、言えないっ」

「教えてよ！」

「やだっ！　クッキーには絶対教えないっ！」

　千冬ちゃんは強い拒絶を示すように、言葉を叩きつけた。友達からそんな風に否定された九鬼ちゃんは、ぎゅっと唇を噛み締めた。

「……そっか」

　彼女の瞳から、すうっと、光が消えた。

「ちーちゃんは……私といるより、文芸部のみんなといる方が楽しいんだね……。私、ちーちゃんのこと、親友だと思ってたんだけどな……一番の友達だって思ってたのに……」

　声はだんだんと小さくなり、そしてだんだんと震えていった。

　九鬼ちゃんは自分の荷物を手に取り、

「ばいばい」

　と、決定的な別れの言葉を残して、文芸部から飛び出していった。千冬ちゃんは呼び止めることも追いかけることもできず、ただ
呆然
 ぼうぜん

 とその場に立ち尽くしていた。

『九鬼ちゃんに文芸部をわかってもらおう作戦』

　結果──大失敗。
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「ふーん。そのクッキーたんってのは、凄まじく
嗜虐
 しぎやく

 心を刺激される子供だね。そういう気が強そうな子供は徹底的に
貶
 おとし

 めてやりたくなるよ」

「…………」

　翌日の昼休み。

　なんで
相模
 さがみ

 に相談してしまったんだろう、と激しく後悔する
俺
 おれ

 だった。

「お前……女子小学生をそういう目で見てんじゃねーよ。犯罪だぞ、犯罪」

「思ってるだけじゃ犯罪にはならないよ。思想の自由ってやつさ。あー、戦後に生まれてよかった」

「戦国時代にでもタイムスリップしちまえ」

「そしたら、
女体
 によたい

 化した
織田信長
 おだのぶなが

 や
伊達政宗
 だてまさむね

 とイチャイチャするさ」

　へらへらと言いやがる。本当、口が減らない奴だ。

「しかしまあ、
千冬
 ちふゆ

 たんのピンチっぽいね。親友と大
喧嘩
 げんか

 ってわけか。どうなの、千冬たんの様子は？」

「珍しく落ち込んでたよ」

　あれから──
九鬼
 くき

 ちゃんが文芸部を飛び出して行ってから、千冬ちゃんは魂が抜けたような様子だった。普段から感情の起伏が少ない子だけれど、昨日の彼女は、まるで本物の人形のようだった。

「へえ。落ち込んだ千冬たんかあ。ちょっと見てみたいな。ああいう、感情を見せないタイプの女子が落ち込む姿って、なんか
萌
 も

 えるよね」

「死ね」

　ストレートに
罵倒
 ばとう

 し、俺は深く息を
吐
 は

 く。

　まあ、なんだかんだ言って気が楽だよなあ、とは思う。

　他人の不幸を
他人事
 ひとごと

 だとしか考えていない相模が相手ならば、どんなにシリアスなことでも気楽に相談できる。

　俺がなにを話そうとも、相模は気にかけもしないし、気に
病
 や

 みもしない。

　他人に興味がない、とは違う。相模
静夢
 しずむ

 はむしろ、誰よりも他人に興味がある。それ
故
 ゆえ

 に他人との間に一定の『線』を引く。決してその『線』を踏み越えることはない。

　この世界でなにが起ころうとも、相模静夢にとっては
対岸
 たいがん

 の火事だ。

　こいつの異質な距離感には──もう慣れた。

　中二時代から続く、俺と相模の
歪
 いびつ

 な関係には、もう慣れた。

「ああ、そういや、こないだ──」

　
環
 たまき

 と会ったぜ。と何気なく世間話のように話そうとして、ふと思いとどまる。どうしようか。環との再会は、相模に知らせていいことなのだろうか。

「ん？　こないだ、どうしたの？」

　相模が首を
傾
 かし

 げる。

　もしもエロゲかギャルゲだったら、ここは選択肢が出るところだろう。

　１、環に会ったことを話す。

　２、環に会ったことを話さない。

　これが、どの程度重要な選択肢なのかはわからない。

　シナリオ分岐に一切関係しない、どっちを選んでも展開は変わらない選択肢なのか。はたまた、トゥルーエンドとバッドエンドを決定的に分ける、極めて重要な選択肢なのか。

「……いや、なんでもねーよ」

　俺が選んだのは──２だった。

　なにか考えがあったわけじゃないけれど、なんとなく嫌な予感がして──なんとなくの不安に
駆
 か

 られて、環とのことは話さなかった。

「そう。じゃあ、幼女の話を続けようよ」

　相模は特に気にした様子もなく、さっさと話を戻した。

「結局、安藤はどうするの？　まさか、放っておくってことはないよね」

「そりゃそうだけど……」

　なんとかしてやりたいとは思うけれど、どうしたらいいのかはわからない。

　最初は
些細
 ささい

 な
諍
 いさか

 いだったはずだ。だけど、いつの間にか、九鬼ちゃんと千冬ちゃんの仲違いは決定的になってしまった。

　親友が自分以外の人間と秘密を共有している。その事実に、幼い九鬼ちゃんは深く傷ついてしまった。

「なんなら、僕が手を貸そうか？」

「は？　お前が？」

「たとえば、僕が九鬼ちゃんと付き合う、ってのはどうかな？」

「それがなんの解決に
繋
 つな

 がるんだよ！」

「九鬼ちゃんが僕にメロメロになれば、もう千冬ちゃんのことなんかどうでもよくなると思うんだ。現実の女って、男ができると途端に友達と
疎遠
 そえん

 になる生き物だからさ」

「知らねーよ！　つーか……お前は九鬼ちゃんの顔も見てねーだろ。それで付き合うとかよく言えるな」

「大丈夫。女子小学生というブランドがあれば、よっぽどの地雷じゃなきゃイケると思う」

「ＪＳに欲情してんじゃねーよ、ロリコン！」

「ロリコンねえ。否定はしないけどさ。ちっちゃい女の子は大好きだし。でも実際、僕と千冬たん達って、年齢差は六、七歳ってとこでしょ？　大したことないじゃん」

「年齢差じゃなくて、女子小学生ってことが問題なんだよ、
倫理
 りんり

 的に」

　深く息を吐き、そして席を立つ。

「お前の手助けなんかいらねーよ。問題がややこしくなるだけだからな」

　そう言うと、相模は「あっそ」と頷いた。









　席を立って向かったのは、職員室だった。

　ノックと挨拶をして入室し、
里見
 さとみ

 先生の元へと歩く。俺の担任であり、文芸部の
顧問
 こもん

 であり、そして千冬ちゃんの
叔母
 おば

 である、里見
詩春
 しはる

 先生に。

　里見先生は『よい子
眠眠拳
 みんみんけん

 』と書かれたアイマスクを目元に下ろし、
椅子
 いす

 の上で爆睡していた。机の上には
空
 から

 の弁当箱がある。食後のシエスタの時間らしい。

「先生、里見先生。ちょっと起きてくださいよ」

　近寄って声をかけてみると、先生はむにゃむにゃと
呟
 つぶや

 いた。

「うぅ～ん。もう、食べられないよぉ……」

「ええええーっ!?
 」

　すげえ！　現実でその寝言を言う奴初めて見た！

　ザ・寝言のテンプレだよね、それって！　ろ、録音、録音しなきゃ！

「──とまあ、一度は言ってみたい寝言を言ったところで、なんの用だ安藤？」

　俺が軽く感動していると、里見先生はアイマスクを上げ、こちらを見上げた。

「……起きてたんですか？」

「昼寝の準備をして寝る体勢に入ってたら、お前が来たんだよ」

　じゃあ今の寝言はただのおふざけかよ。くそ、俺の感動を返してくれ。

「私の昼寝を邪魔したんだ。しょうもない用事だったらぶん殴るぞ」

　寝起きのイラッとした表情で
凄
 すご

 む里見先生。ぶん殴るぞって……
恫喝
 どうかつ

 がちょっとシンプル過ぎやしませんか？

「その、千冬ちゃんのことなんですけど……。千冬ちゃんって、今日、学校行きましたか？」

「ん？　ああ。いつも通り行ったはずだぞ」

　そうか。ならよかった。

　また『
辞
 や

 める』とか言い出すかと恐れていたが、そんなことはなかったようだ。

　もしかすると──先日の『小学校辞める』発言も、九鬼ちゃんが関係していたのかもしれない。学校に行くのが嫌になるなにかが、彼女の身にあったのだろうか。

「ただ、少し様子がおかしかったらしいけどな。今朝は千冬が──目覚ましで起きたそうだ」

　驚愕。

　目覚ましで起きた……だと……？

「……って、それって普通のことじゃないんですか？」

「いや……異常事態だ。天変地異と言ってもいいな。プリンセス・オブ・朝寝坊の千冬が、時間通りに起きたんだぞ？　いつもなら、母親が直接起こしに行くまで絶対に起きないあの
娘
 こ

 が、目覚ましの音で起きるなんて……。今朝早く姉さんから、『病院に連れてった方がいいかしら？』って電話がかかって来たぐらいだ」

　千冬ちゃんは定時で起きると、病院に連れて行かれそうになるのか……。

「寝坊していた私は、その電話のおかげでなんとか遅刻せずに済んだわけだから、結果オーライとも言えるわけだが」

　寝坊すんなよ、社会人。

「しかし安藤。もしかして、お前、なにか知っているのか？」

　里見先生は、心なし真剣な目でこちらを見つめていた。もう、眠そうな目はしていない。
姪
 めい

 っ子の心配をする、優しい叔母の目だ。

「……実は──」

　俺は昨日のことを正直に話して伝えた。

　元より、この話をするために職員室に来たのだ。

「──と、いうわけです」

　異能のことを隠しつつ、なんとか昨日の状況を説明した。俺の話を聞き終えると、里見先生は深く椅子に腰掛け、背もたれに体重を預けた。

「……なるほどな。九鬼ちゃんなら、私も何度かあったことがある。千冬とよく一緒に遊んでいるからな」

　しんみりとした声で
呟
 つぶや

 き、
物憂
 ものう

 げに目を細める。

「千冬がいつも抱えている人形……リッスンがあるだろ？」

「はい」

「あいつ、今日はリッスンも家に忘れてったらしい。そんだけ落ち込んで、そんだけ動揺してたってことなんだろうな」

　驚いた。千冬ちゃんが、リッスンを家に忘れるなんて……。

　あの子はいつどこでもリッスンを抱えていた。

　一年近く前に出会ったときから、ずっと。

　異能に目覚めた今でも──《
創世
 ワールドクリエイト

 》を手に入れた今でも、それは変わらない。

　なんでも創れる彼女ならば、その気になればリッスンだって創ることができるのに。

　ぬいぐるみを創ることはよくあるけれど、千冬ちゃんは、リッスンを創ることだけは絶対にしなかった。

　それだけ大切で、それだけ特別な存在ということなのだろう。

「実はな、リッスンは、私が千冬にプレゼントしたものなんだよ」

「里見先生が、ですか？」

「そ。私がなけなしの給料で買ってやった、思い出の品だ」

　里見先生はかすかに目を細め、物思いに
耽
 ふけ

 るように語り始めた。

「あいつの両親──つまり、私の姉夫婦は忙しい人でな。だから、私が千冬の面倒を見ることが多かったんだよ。あいつが二、三歳の頃は、ちょうど大学生で
暇
 ひま

 な時期だったからな」

　里見詩春、二十代後半。

　姫木千冬、十歳。

「千冬とはよく一緒に遊んだよ。一緒に昼寝したり、夜は一緒に寝たり、朝は一緒になって二度寝したり」

　寝てばっかじゃねーか。

「けど……私がここの教師になってからは、そんなに時間も取ってやれなくなってな。意外と忙しいんだよ、教師ってのは。それで、あいつにリッスンをプレゼントした」

「『これを私だと思って大事にしろよ』的なあれですね」

「いやー、別にそういうわけでもないんだけどなあ。あれ、クレーンゲームの景品だし」

「クレーンゲーム!?
 　え……だって、なけなしの給料で買ったって……」

「なけなしの給料でやったクレーンゲームの景品って意味だ」

　……だいぶニュアンスが違うなあ。あー、でも、そういや昔、どっかのクレーンゲームで見かけたことある気がするなあ、リッスンみたいなリスのぬいぐるみ。

「クレーンゲームの景品だったリッスンだけど──それでも、千冬はすごく気に入ってくれたな。どこに行くにも持って歩いて、寝るときも一緒だ……」

「…………」

「ところで安藤」

　里見先生は、心なし真剣な口調で話を変えた。

「お前、千冬が文芸部に居座るようになった理由、知ってるか？」

　それは異能に目覚めたから──いや、違うな。

　異能に目覚めたときはもう、千冬ちゃんはとっくに文芸部の一員のような感じだった。

「あの子に直接聞いたわけでもないから、私の憶測になるが──」

　そう前置きしてから、里見先生は
滔々
 とうとう

 と語り始めた。

　姫木千冬の、バックグラウンドを──









　その日の放課後。

　千冬ちゃんはいつも通り文芸部にやって来た。その表情は、やはり少し暗い。いつものぽけーっとした仏頂面に、少しだけ悲しみの色が
滲
 にじ

 んでいる。

「千冬ちゃん……。今日、九鬼ちゃんと話してみた？」

「……話してない」

　思い切って尋ねてみると、千冬ちゃんは、ふるふる、と首を横に振った。

「今日は……クッキーと仲良くできなかった」

　きっと、お互いに距離を置いていたんだろう。あれだけ思いきり
喧嘩
 けんか

 別れしてしまっては、顔を合わせるのも
辛
 つら

 かったはずだ。

「クッキーがやってくれなかったから、リボン、自分で直した……」

　言いつつ、首元の赤いリボンに触れる。

　少し前、九鬼ちゃんがそのリボンを直していた姿を思い出す。改めて見てみると、今日のリボンは少し曲がっていた。千冬ちゃんにとっては、慣れない作業だったらしい。

「宿題も、見せてもらえなかったし、給食のピーマンも、食べてもらえなかった……」

「…………」

「日直の仕事も、掃除も、代わりにやってもらえなかった……」

「……え？」

「帰りの会が終わっても起こしてくれなかったから……起きたら、誰も教室にいなかった……」

「……いや、えっと」

「クッキーが案内してくれなかったから、小学校で迷子になるとこだった……」

「ちょっと依存し過ぎじゃない!?
 」

　この子はどんなレベルで九鬼ちゃんに頼っていたんだろう。

　つーか九鬼ちゃん、千冬ちゃん甘やかしすぎだよ……。お母さん、という異名は伊達じゃないな。『もう、しょうがないな、ちーちゃんは。私はいないと駄目なんだからっ』って笑いながら、面倒みてる九鬼ちゃんが容易に想像できるぜ。

　
共依存
 きよういぞん

 ……って言ったら言い過ぎかもしれないけど、この二人の関係はそれに近いのかもしれないなぁ……。

「これから、どうやって小学校で生きてけば……」

「……いや、普通に自分のことは自分でできるようになろうよ」

「早く代わりの子、見つけなきゃ」

「ドライだね！」

　これが現代っ子の感覚なのか!?
 　面倒さえ見てくれたら、誰でもいいのかよ！

「冗談」

　千冬ちゃんは小さく息を吐いた。

「クッキーの代わりは……いない」

　かすれた声で
呟
 つぶや

 き、
寂
 さみし

 しそうに顔を伏せる。相当
凹
 へこ

 んでるみたいだ。ここまで落ち込んだ千冬ちゃんは初めて見る。

　それだけ、九鬼ちゃんと喧嘩したことが辛いんだろう。

　共依存でもなんでもない。二人は、本当に仲がいい友達だったんだ。

「……千冬ちゃん。まず先にお礼言っとくよ。ありがとうね、九鬼ちゃんに異能のこと話さないでくれて」

「ん。それは、約束、だから」

　約束。そう、約束だ。

　
誓
 ちか

 い、と言い換えてもいい。

　半年前──得体の知れない異能の力に目覚めたときに、何度も何度も話し合い、何度も何度も衝突して決めた、俺達五人の誓い。

　異能の力のことは、俺達以外の誰にも話さない、ということ。

　家族にも、友達にも、先生にも。

　まあ、
工藤
 くどう

 さんには話してしまっているけれど、彼女は例外だろう。

「しかし、今回の場合、その誓いが裏目に出てしまったようですね」

　彩弓さんが言った。

　確かにその通りだ。事の発端は、千冬ちゃんが文芸部に来ることを九鬼ちゃんが問題視したことだけれど──二人の亀裂が決定的になったのは、昨日、俺達が俺達だけの秘密を抱えていることに、九鬼ちゃんが感づいてしまったことだ。

　千冬ちゃんのミス、と言えばそうなるのだろう。

　取り返しがつかないミス。

　けれど、この子を責めることはできない。いくら誤魔化し方が悪かったとは言え、追い詰められていたあの状況では、異能のことをバラさなかっただけでも立派なもんだ。

「私達と千冬さんが秘密共有していること、そしてそれが九鬼さんには教えられないこと。この二点に、九鬼さんはひどくショックを受けてしまったのでしょうね」

「かと言って、秘密を教えるわけにもいかないし……まいったわね」

　灯代が頭を抱える。室内の空気が暗くなり、それに合わせて千冬ちゃんが俯いた。

「もう……クッキーと仲直り、できないのかな……」

　すると鳩子が席を立ち、千冬ちゃんの隣に座った。穏やかな笑顔を浮かべながら、彼女の頭を優しく
撫
 な

 でる。

「大丈夫だよ、千冬ちゃん。きっとまた、九鬼ちゃんと仲直りできるから」

「……ハトコ」

「ケンカするほど仲がいい、だよ」

　鳩子は言う。

　たくさんの優しさの裏に、ほんの少しの悲しさを滲ませた表情で。

「友達はね、仲がいいからケンカして、近くにいるから──すれ違うんだよ」

　木漏れ日みたいに温かな言葉に、千冬ちゃんは「……うん」と小さく頷いた。打算や裏表のない鳩子の純粋な優しさは、少女の心に届いたらしい。

　俺の隣に座っていた灯代が、

「耳が痛いんじゃない、安藤？」

　と小声で呟いた。「……うるせ」と返す。

　まったく、鳩子の言う通りだ。

　先日。俺とあいつは、近くにいたからこそすれ違ったのだった。

　鳩子本人にそのつもりはないのだろうけど、なんだか、痛烈な皮肉を浴びせられた気分になってしまった。

　そうなれば──もうじっとはしていられない。

「千冬様」

　我に
策
 さく

 あり。

　俺は席から立ち上がり、心に傷を負った少女の元へと歩く。

　片膝を床についてその場に
跪
 ひざまず

 き、深々と
頭
 こうべ

 を
垂
 た

 れる。

　今一度、この娘に仕えるとしよう。

　パンツ一丁でケツをぶっ叩かれた、あの日のように。

「
貴女
 あなた

 に暗い顔は似合いません。誰よりも自由で、誰よりも気ままで、そして誰よりも
無垢
 むく

 で
穢
 けが

 れない。何者にも
囚
 とら

 われぬ
奔放
 ほんぽう

 な振る舞いは、
湖畔
 こはん

 で
戯
 たわむ

 れる妖精を思わせる。あどけないその笑顔は、人々の胸に積もる
積雪
 せきせつ

 を、冬の日に照らす太陽の如く優しく溶かす……それが、千冬様であったはずです」

　かしこまった言葉を
紡
 つむ

 ぎつつ、跪いた体勢のまま彼女に向かって手を伸ばす。

「……ジュ、ジューくんが、変なことやりだした……。あ、それはいつものことか……で、でも、いつもとなんか違う……」

「新バージョンの厨二ね……。騎士になり切ってるわ、こいつ……」

「……なんだか新鮮ですね。こういう、謙虚な姿勢の安藤くんは」

　
若干
 じやつかん

 引いたような他の女子三人の言葉など、もはや耳に入らない。『このシリアスな空気の中でふざけるなよ……』という微妙な空気など、一切感じない。

　俺にはもう──千冬様しか見えない。

　彼女を高貴なる姫君として
崇
 あが

 め、絶対の忠誠を誓う。

「
今宵
 こよい

 、ギルディア・シン・
呪雷
 ジユライ

 は、千冬様だけの
騎士
 ナイト

 となりましょう。貴女のために、この身を尽くす自由をお許しください」

　灯代が横で「絶対『騎士』って書いて『ナイト』って読むと思ったわ……」と呟いた。……いや、黙ってろって。今、いいとこなんだから！

「創世の主に牙を
剥
 む

 く、九つ首の鬼……。我が《
黒焔
 ダークアンドダーク

 》をもってすれば、鬼退治など
容易
 たやす

 いこと。しかし──それでは意味がありません。九つ首の鬼は、本当は……友達思いの心優しき少女。私が、鬼を本来の姿に戻して差し上げましょう」

　千冬ちゃんは最初、ぽっかーん、と不思議そうな表情を浮かべていたけれど、やがて、
縋
 すが

 るような瞳で俺を見下ろした。

　跪く俺に向けて、かろうじて聞き取れる程度の小声でぽつりと呟く。

「アンドー……。クッキーと、仲直りさせてくれるの……」

「貴女の喜びは我が喜び。貴女の悲しみは我が悲しみ。貴女のためならば、
如何
 いか

 なる汚名も笑顔でかぶり、如何なる罪悪も喜んで
享受
 きようじゆ

 致します」

「……じゃ、なんとかして……。アン……ううん」

　言葉の途中で、千冬ちゃんは首を振った。

　記憶を探るようにしつつ、幼い声で告げる。

「えっと……ギルディア・シン・じゅらい……」

　どくん。

　それは──我が魂に刻まれし
真名
 まな

 。

　胸の奥から、燃え上がるような力を感じた。

　姫からの
勅命
 ちよくめい

 を受けた俺には、もはや恐れるものなどない。

「
我が主の仰せのままに
 イエス・ユア・ハイネス

 」

　さあ──始まりの終わりを始めよう。
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　それから
俺
 おれ

 は、我が愛馬『フェンリル』を連れてくるため、
一旦
 いつたん

 家に帰った。

　誇り高き騎士には、信頼できる馬が必要なのだ。

　……あと、
九鬼
 くき

 ちゃんが通っているピアノ教室まで徒歩で行くのはしんどかったから、という理由もあるけど、まあそれはついでの理由だ。

「
征
 い

 くぞ『フェンリル』よ！　
颶風
 ぐふう

 の
如
 ごと

 きそなたの走りを、この大地と風に刻み込むのだ！」

「うるせえっ！」

「ぐああっ！」

「自転車に話しかけてんじゃねーよ、馬鹿弟！　つーか外じゃ騒ぐな！　近所迷惑だろうが！」

「……ね、姉ちゃん……。横から自転車蹴っ飛ばさないでよ……」

　大学から帰ってきた姉貴とこんなやりとりをしつつ、我が家を出発。

　黄金長方形の
形
 フオーム

 で『フェンリル』を走らせながら、次元の壁を破るかのようなテンションで街中を
疾走
 しつそう

 し、目的地へと向かった。

　ピアノ教室の前で三十分ほど待っていると、入り口から九鬼ちゃんが出てきた。

「……っ！」

　俺の姿を見つけると、九鬼ちゃんは目を見開き、表情を
強張
 こわば

 らせた。

「な、なんの用ですか……？」

　警戒心ばりばりの様子で言う九鬼ちゃん。ホルスターに手を伸ばすガンマンの
如
 ごと

 く
流麗
 りゆうれい

 な動きで、ランドセルに着いている防犯ブザーに手を伸ばす。

「いやいや！　防犯ブザーは置いといて！　なんもしないから！」

　外での防犯ブザーはマジで
洒落
 しやれ

 にならん。

　にしても、昨日よりも動きにキレがあるのはなぜ……？　もしかして、俺対策のために家で練習したのかな。

「少しお話がしたいんだけど、いいかな？　九鬼ちゃん、ここのピアノ教室にはバスで通ってるんだよね？　だから、次のバスが来るまで時間でいいんだけど……」

「……な、なんでそんなこと知ってるんですか？　ここの場所も知ってたし……も、もしかして……私のこと、ストーキングして……」

「違うってば！」

　慌てて否定する。それから、一つ息を
吐
 は

 き、

「
千冬
 ちふゆ

 ちゃんに聞いたんだよ」

　と言った。九鬼ちゃんの動きが止まる。

「歩きながら話そうか？」









「……話っていうのは、ちーちゃんのことですよね？」

　バス停までの道の途中、九鬼ちゃんが
呟
 つぶや

 いた。

　空はすでに暗くなり始めているが、比較的人通りが多い道を歩いているので、そこまで夜、という感じはしない。

　自転車を押しながら、九鬼ちゃんと並んで歩く。相手に歩調を合わせているため、歩く速度はかなりゆっくりだ。

「うん。そうだよ」

「これは私とちーちゃんの問題ですから、アンドーさんに口出しされることではありません」

　ぴしゃり、と拒絶を示す。

　子供じみた強がりにも見えたが、そこには強い意思を感じた。

「今日は、
千冬
 ちふゆ

 ちゃんとは話したの？」

　意地の悪いやり方だと思うが、答えの知っていることをあえて問いかけてみる。九鬼ちゃんはなにも答えず、黙ったままだった。俺は問いを重ねる。

「もう、千冬ちゃんのことは嫌いになっちゃった？」

「そんなわけないじゃないですかっ！」

　即座に怒号のような返答が来た。

「……でもっ、ちーちゃんは……私ことなんか、なんとも思ってないんですよ……。私は、親友だと思ってたのに……一番の、友達だと思ってたのに……」

「千冬ちゃん、今日も文芸部に来たんだけどさ」

　俺は言う。

「すっげー、暗い顔してたよ。あの子のあんな暗い顔……初めて見た」

「……だったら、文芸部のみんなが
慰
 なぐさ

 めてあげればいいじゃないですか。ちーちゃんは、私なんかよりも、そっちのみなさんの方が好きみたいですから……」

　
拗
 す

 ねたような声が続く。

「宿題見せてあげて、給食の残りも食べてあげて、日直や
掃除
 そうじ

 の仕事も代わりにやって、ちーちゃんが怒られるときは一緒に頭を下げて……他にも、いっぱいっぱい、ちーちゃんのために、いろいろとやってあげたのに……。私……馬鹿みたいですよね、ただの都合のいい女みたいです……」

「…………」

　そこら辺は否定できないなー。

　千冬ちゃんの『なんか世話してあげたくなる』オーラは半端ないけど、この子はそのオーラにどっぷりと
浸
 つ

 かってしまったようだ。

「……ちーちゃんは、アンドーさん達の文芸部が、本当に好きみたいなんです」

　やがて、九鬼ちゃんはぽつりぽつりと語り始めた。

「ちーちゃんは最近、文芸部の話ばっかりするんです。すっごく楽しそうに……。だから、私、
悔
 くや

 しくなっちゃって……。それで……」

　それで、もう文芸部には行くな、と言ってしまったということか。

　やっぱり、千冬ちゃんの身を案じていたというのは
嘘
 うそ

 ……。まあ、全てが嘘というわけでもないんだろうけど、でも一番は、小学生にありがちな、『◯◯ちゃんとは私が一番の友達じゃなきゃ嫌だ』という理由からの行動だったようだ。

　いや──そんな意地の悪い分析をするべきじゃないな。

　なんてことはない。

　九鬼ちゃんはただ、自分の友達を失うことを恐れただけだ。

　しかし千冬ちゃんは──九鬼ちゃんの複雑な想いが
篭
 こも

 った忠告を拒絶し続けた。

　九鬼ちゃんはどんどん不安になっていったことだろう。自分の親友が、自分の言うことを全く聞かずに、他の連中と仲良くしたいと言うのだから。

　そして昨日──千冬ちゃんがその連中と、なにか秘密を共有していたことを知った。

　自分には決して言えない秘密を。

　友達思いであるが
故
 ゆえ

 に、九鬼ちゃんは深く傷ついてしまった。

「九鬼ちゃんはさ、千冬ちゃんが俺達と遊ぶようになった理由、知ってる？」

「……ちーちゃんの
叔母
 おば

 さんが、アンドーさん達の高校の先生なんですよね？　それで高校に連れてってもらえるから、って
訊
 き

 いてますけど」

「まあ、そうだね」

　俺が千冬ちゃんと出会ったのは、今より一年近く前──異能に目覚めるよりも、少し前のことだ。

　高校一年生の春、俺が文芸部への入部が決まったとき。

　実はそのとき……俺の入部を
巡
 めぐ

 って、
彩弓
 さゆみ

 さんと
一悶着
 ひともんちやく

 っつーか一騒動あったんだけど、それも今となってはいい思い出だ。

　とにかく俺が文芸部に入部し、灯代や彩弓さんとも打ち解けてきた頃──
顧問
 こもん

 の
里見
 さとみ

 先生が、部室に
姪
 めい

 っ子を連れてきて、

『あー、この子は千冬っつって、うちの姉貴の子供だ。今日、遊ぶ約束してたんだけど、急な会議が入っちゃってさ……。悪いんだけど、ちょっとここで預かっててくれ』

　なんて言ったのだ。

　その日から、なんとなく千冬ちゃんは俺達と一緒にいた。

「きっかけはそうなんだけどね。でも、千冬ちゃんが文芸部に居続けた理由は、ちゃんとあるみたいなんだ」

　そして俺は、今日の昼休みのことを回想する。









「千冬はな、世に言う
鍵
 かぎ

 っ子って奴なんだよ」

　里見先生は言った。

「鍵っ子、ですか」

「さっきも言ったように、私の姉夫婦は共働きで忙しい人だからな。帰りが夜遅くなるときも多い。他に兄弟もいないから、千冬は、いつも一人で親が帰ってくるのを待ってるんだ……」

　広くて大きい姫木宅が、脳内に浮かんだ。

　千冬ちゃんは、毎日毎日、誰もいない家に帰っているのか。

　誰も『おかえり』と言ってくれない、大きな家に。

　……家に誰もいないからって、テンション上がってはっちゃけてしまった自分が、なんだか
無性
 むしよう

 に恥ずかしくなった。

「習い事をやらせたこともあったんだが、あいつは気分屋でわがままだから、どれも三日坊主だったよ……」

　ああ、なんか納得。千冬ちゃん、習い事とか無理そうだもんなあ。

「ま、あいつ、基本的にはいい子だから、鍵っ子であることには文句も泣き言も言わないけどな。小学生くらいになれば、そのくらいは我慢するもんだろう」

　それは──その通りなのだろう。

　両親が忙しい子供なんて、全国各地どこにでもいると思う。

　不幸というほどの不幸でもなく。

　悲劇というほどの悲劇でもなく。

　トラウマでもコンプレックスでもなく。

　心の傷とも心の闇とも言えない、
些細
 ささい

 な出来事だ。

『もっと大変な家庭はいっぱいあるんだから』『みんな我慢してるんだから、きみも我慢しなよ』そんな言葉で片付けられるような──小さな小さな孤独。

　それでも──

「でも、
寂
 さみ

 しいもんは寂しいよな」

　里見先生はそう言って、まっすぐ俺を見つめた。

「文芸部は、千冬にとって最高の『暇つぶし』空間なんだろう。言ってみりゃ、学童保育みたいな感じなのかな。あー、いや、最近は『放課後児童クラブ』って言うんだっけか」

「放課後児童クラブ……」

　確か……保護者が忙しい子供のための施設、だったかな。学校が終わった後、親が仕事から帰ってくるまでの間、子供を預かってくれるとか……。

　なるほど。言われてみれば確かに、俺達文芸部は放課後児童クラブに似ている。

　もしかすると……里見先生が、千冬ちゃんが高校に来ることを黙認していたのは、彼女のことを思いやってのことだったのかもしれない。

　彼女が寂しがっていることを、知っていたから。

「教え子であるお前達に姪っ子の世話を押し付ける形になってるから、少しは申し
訳
 わけ

 ないって思ってるんだけどな」

「世話してるつもりなんかありませんよ」

　先生の言葉を──即座に否定する。

　俺達文芸部は、形だけなら放課後児童クラブに近いのかもしれない。でも、俺達は千冬ちゃんの面倒を見ているつもりなんてない。

「千冬ちゃんは、俺らの大事な仲間ですから」

　一緒にいたいから、一緒にいるだけ。

「そうか」と里見先生は
頷
 うなず

 いた。「ま、安藤はどっちかって言ったら、面倒を見てもらってる側だもんな」

「え……いやいや、そういう意味じゃなくて……」

「とにかく、九鬼ちゃんとのことは、私がなにかをすることじゃないだろう。子供の
喧嘩
 けんか

 に大人が口を出すのは格好悪いからな」

　そう言って、ポン、と俺の肩に手を置く。

「子供のことは、子供に任せるさ」

　……子供扱いされることを悔しく思う俺だったが、「
御意
 ぎよい

 」と頷いた。









「え……それだけ、ですか。ただ、寂しいからって、だけ……」

　話が終わる頃には、バス停にたどり着いていた。バスまではまだ時間がある。俺達は、近くにあったベンチに並んで腰掛ける。

　千冬ちゃんが文芸部にいる理由を聞いた九鬼ちゃんは、どこか不満そうだった。

「理由があるって言うから、もっと、なにかすごい理由があるのかと思ったら……」

「とんでもないトラウマや、深い心の傷があったりすると思った？」

「そ、それは……」

「まあ、そうだね。俺も最初はそう思ったよ」

　もっとドラマチックでロマンチックなバックグラウンドがあれば、その方が納得しやすかったかもしれない──けれど。

「でも、なんか、千冬ちゃんらしくていいじゃん。こういう、シンプルなのって」

　寂しいから。

　十分だ。十分過ぎる理由じゃないか。

「……そう、ですね」

　九鬼ちゃんは苦笑気味に頷いた。俺は改めて彼女の目を見つめる。

「だからね九鬼ちゃん。俺達はできたら、このまま千冬ちゃんと一緒にいたい。千冬ちゃんのためってのもあるけど、なにより俺達が千冬ちゃんを必要としてるから」

　そして、と話を続ける。

「千冬ちゃんを必要としてるのは、九鬼ちゃんも同じだよね？　だったら──それでいいじゃん。どっちが一番の友達とか、そういうのは気にしないで、どっちも一番ってことで」

「どっちも一番……？」

「順位をつけないゆとり教育も、
弊害
 へいがい

 ばっかりじゃないんだよ」

　俺がそう言うと、九鬼ちゃんは唇を
噛
 か

 み締めた。納得いかない、という表情だ。

「……じゃあ、千冬ちゃんが言ってた、秘密ってなんなんですか？　アンドーさん達との、秘密って……」

「それは……」

「言えないんですね……。わかりました……もういいです」

「九鬼ちゃん……友達同士だって、隠し事の一つや二つ、あるもんだろ？」

「そんなことはわかってますっ。でも……私は嫌なんです。嘘つかれたり、隠し事されたりするのが……」

　つぶらな瞳に深い絶望が浮かぶ。

　やはり、そこが決定的なのか。隠し事をされている、という事実は、俺の想像以上にこの子を傷つけているらしい。

　無理もない。友達に隠し事をされるということは、途方も無い
疎外
 そがい

 感を胸に生み出す。精神的に多感な時期であればなおさらだ。

　しかし──もう少し大人になれば、九鬼ちゃんも学ぶことだろう。

　隠し事や嘘がなければ人間関係は成り立たない、ということを。

　一つの嘘もなく付き合える人間なんて、この世界には存在しない。

　思いやり、気遣い、
社交辞令
 しやこうじれい

 、
誤魔化
 ごまか

 し、言い訳、
妥協
 だきよう

 ……そういった
欺瞞
 ぎまん

 の積み重ねで、人間関係というのは成り立っている。

　人間同士がなにからなにまでわかりあえることなんて──あり得ない。

　たとえば先日、俺と鳩子はわかり合えないからぶつかって、そしてわかり合えないまま和解した。しかし、最終的には和解できただけ、俺達はずいぶんとマシだったのだろう。

　もっと
悲惨
 ひさん

 で悲痛な例を、俺は
目
 ま

 の当たりにしたことがある。

　たとえば──たとえば
相模
 さがみ

 と
環
 たまき

 は、最初から最後までなに一つとしてわかり合えないまま、
破滅
 はめつ

 的な
破局
 はきよく

 を迎えた。





　──一度ぼっ
壊
 こ

 っちゃもんは、二度と元さは戻んね。





　不意に、昔の記憶が
蘇
 よみがえ

 る。

　相模が俺を『
寿来
 じゆらい

 』と呼び、俺が相模を、親しみを込めて『サガミン』と呼んでいた日々──あろうことか、相模のことを『親友』だと
愉快
 ゆかい

 にも勘違いしていた日々。

　あのとき──俺は環を傷つけ、相模に失望し、そして鳩子に救われた。

　人間同士はわかり合えない。

　中二時代。暗黒の歴史の中で、俺が学んだ一つの真理だった。

　まあ、とは言え。

　九鬼ちゃんがそれを知るのは、もう少し大人になってからでいいと思う。俺が中二のときに味わった苦痛など、九鬼ちゃんにも千冬ちゃんにも味あわせたくない。この世界という荒波に
揉
 も

 まれながら、少しずつ少しずつ学んで行けばいい。

　こんな感情は、俺のエゴだということはわかっている。

　それでも──二人には、俺達のようにはなって欲しくない。『親友』になることができなかった、安藤寿来と相模
静夢
 しずむ

 のようにだけは、絶対に──

　ごくり、と息を飲む。さあ、いよいよ切り札を切るときが来たようだ。

「九鬼ちゃん」

　俺は、
俯
 うつむ

 いた彼女に優しく声をかける。

「そこまで言うなら、俺達の秘密を教えてあげるよ」

「……え？」

「千冬ちゃんのこと、悪く思わないでね。俺があの子に、誰にも言っちゃ駄目だって口止めしたことなんだ。千冬ちゃんは、俺との約束を守ろうとしただけなんだよ」

「アンドーさん、が……」

「絶対に誰にも言わないって、約束できる？」

「は、はい」

　大きく頷いて、九鬼ちゃんは俺を見上げた。覚悟と期待を秘めた瞳で、俺の言葉を待っている。さあ、切り札を切るぞ。切るぞ、切るぞ……。

「…………」

　き、切りたくねー……。自分で用意しておいてなんだけど、これって奥の手中の奥の手だからな。切らずに済むなら、ほんと、それが一番だった……。

　よりにもよって、相模と話してるときに思いついた作戦だもんなあ。

　だが、そうも言っていられない。

　
今宵
 こよい

 の俺は、千冬姫に
仕
 つか

 える一人の
騎士
 ナイト

 だ。

　彼女のためならば、
如何
 いか

 なる
汚名
 おめい

 も喜んでかぶり、如何なる罪悪も笑顔で
享受
 きようじゆ

 すると誓ったはずだろうが……！

「九鬼ちゃん。実は、ね……」

　覚悟を決め、数回深呼吸をし、俺は言う。

　
切り札発動
 ジヨーカーオープン

 ！





「俺はロリコンなんだ」





　世界が止まった。

　一瞬、とうとう俺にも《
永遠
 クローズドクロツク

 》が目覚めたのか、止まった時の世界に『入門』できたのか、と思ったが、当然ながらそんなことはなかった。

　九鬼ちゃんは体をピタッと硬直させ、沈黙していた。しばらくしてから、ガクガクと肩を震わせながら、パクパクと口を開く。

「あ、あ、あの……」

「俺はロリコンなんだ」

「いえ、聞こえなかったわけではなくて……」

「ああ、ロリコンっていうのは、ロリータ・コンプレックスの
略
 りやく

 でね。簡単に言えば、
年端
 としは

 も行かない少女や幼女に対して性的に興奮する奴のことだよ。語源はウラジーミル・ナボコフの『ロリータ』って小説から来てて──」

「いえ、ロリコンの意味がわからなかったわけではなくて……」

　九鬼ちゃんは目をパチパチとさせていた。

「あ、アンドーさんが、ロリコンって……ええ？　ほ、ほんとに……？」

「ああ。俺はロリコンだ」

　
真摯
 しんし

 に、極めて真摯に
頷
 うなず

 く。

「や、やっぱり……あ、あなたは……へ、へんた……」

「ああ。俺は変態だ」

　紳士に、極めて紳士に頷く。

　今宵の俺は──一人の
騎士
 ナイト

 。

　千冬姫のためならば！

『変態』という汚名を喜んでかぶり！

『ロリコン』という罪悪も笑顔で享受する！

「俺は真性のロリコンだ。女性のストライクゾーンは七歳から十二歳まで──つまり、女子小学生しか異性として見ていない。ときたま、幼稚園や保育園を含めてストライクゾーンを下方修正することはあるけど、上方修正だけは絶対にあり得ない」

「……ひっ」

「たとえ小学生であろうとも、ブラジャーを着け始めたら、俺の中ではもう女として終わりだな。あれは悪魔の
拘束
 こうそく

 具だ。ああ、言っとくけど、貧乳が好き、というわけじゃないよ。ただ、未成熟で未発達なおっぱいが好きなだけなんだ」

「……ひいっ」

「『幼女でなければ女に
非
 あら

 ず』」

「……あ、あ」

「『女は
初潮
 しよちよう

 迎えたらババア』」

「……う、うう」

「好きなジブリ映画は『となりのトトロ』」

「普通にいい映画なのにぃっ！」

「将来の夢は保育士か小学校の先生」

「普通にいい夢なのにぃっ！」

「まったく、小学生は最高だぜ！」

「う、うわああっ」

「だれでもいい気分なんだ……別にお前でも」

「いやああああああああああっ！」

　クラピカのモノマネがトドメとなったらしく、九鬼ちゃんは恐るべき速度で防犯ブザーへと手を伸ばした。

　これまでのような
威嚇
 いかく

 とは違う。ガチだ。
躊躇
 ためら

 いなくタグを引っこ抜いて、ガチで防犯ブザーを鳴らしやがった。

　しっかーし、九鬼ちゃんがそんな行動に出ることなどお見通し！

　俺は彼女の手から防犯ブザーを奪い取り、即座にタグをはめ直す。耳
障
 ざわ

 りなベルは一瞬しか鳴り響くことはなかった。

　くくっ。九鬼ちゃんもまだまだ甘い。何度も何度も防犯ブザーで威嚇する様を見せられたら、俺が対策と心の準備をしていないわけがないじゃないか！

　切り札は先に見せるな。見せるなら
更
 さら

 に奥の手を持て。ってね。

「ぼ、防犯ブザーの止め方を熟知してる……。じょ、
常習犯
 じようしゆうはん

 だぁ」

　……あ、そうなっちゃう？

「ほ、ほ、本物の変態だ……や、やっぱりアンドーさんは、変態だったんですね……。ちーちゃんの家でパンツ一丁になってたのも、変態だから……い、いやああ」

　すでに俺のことを『変態』だと疑っていた九鬼ちゃんにとっては、俺が『ロリコン』だと言う新事実は受け入れやすいものだったようだ。うん。予想通り。

　九鬼ちゃんは悲鳴を上げながら逃げ出そうとした。俺は慌てて手を
掴
 つか

 んで制する。

「は、放してください！　だ、誰かぁあ！」

「九鬼ちゃん！」

　俺はこれでもかってほどに真面目な顔で怒鳴った。

「きみもかい？　きみもそうやって、ロリコンを差別するのかい？」

「……あ、当たり前ですよっ！　だって……ロリコンなんて、おかしいじゃないですか！」

「千冬ちゃんは違ったよ」

　親友の名前が出た瞬間、九鬼ちゃんの表情が変わった。

「あの子はね、俺がロリコンだからって、決して差別なんかしなかった。馬鹿にしたりなんか、絶対しなかった。むしろ『ロリコンってなに？』って感じで興味をもってくれて、俺のことを知ろうとしてくれた……」

　自然と、言葉に感情が
籠
 こも

 る。

　今やっていることは演技だけど、全てが嘘というわけでもない。

『ロリコン』の部分を『厨二』に変えてもらえれば、俺の本音に限りなく近くなる。

「……この世界ってのは、少数派を排除するようにできてるんだよ。俺はただ、自分が好きな物を好きだって叫んでるだけなのに──ただ、自分がやりたいことをやりたいようにやってるだけなのに……それなのに、周囲からはロリコンって
蔑称
 べつしよう

 みたいなレッテルを
貼
 は

 られる……」

「蔑称……」

「だから俺は、そんな蔑称をぶち壊してやりたい。自分が好きなものを、胸を張って好きだって叫びたいんだよ……！」

　俺は言う。

　どこまでも誇り高く。

　誰よりもかっこよく。

「ロリコンは病気じゃない──生き様だ」

　九鬼ちゃんは納得──した様子はなかったけど、それなりに思うところがあったようで、もう、逃げ出そうとはしてなかった。大人しく、俺の隣に座り直す。

「そ、そうですね……すいません。幼女趣味というだけで、人を差別するのは、よくないことでした」

　……いや、ここで素直に謝られちゃうと、それはそれできみの今後の将来が心配っていうか……。もしもこれから、ロリコンを自認する人が現れたら、
偏見
 へんけん

 と差別を全開にして、全力で逃げて欲しいんだけど……うん、まあ、今はいいとしよう。

「だからね、九鬼ちゃん。俺は、千冬ちゃんのことを真剣に愛しているんだ」

「え!?
 」

「千冬ちゃんのことを真剣に愛しているんだ」

　はい！　大事なことなので二回言いました！

　恥ずかしいけど頑張りました！

「な、な、なに言ってるんですかっ！　ちーちゃんはまだ小学生なんですよ！」

「だからだよ！」

「ロリコンだあ──っ！」

「ほら、きみはまたそうやってロリコンを差別する！」

　俺はベンチに
拳
 こぶし

 を打ちつけ、
憤
 いきどお

 りを
顕
 あらわ

 にする。

「小学生が好きでなにが悪いんだ！　かわいい幼女に
萌
 も

 えてなにが悪いんだ！」

　かつてないほどに熱くなる俺に、九鬼ちゃんは面食らう──というかドン引きする。我ながら相当気持ち悪い奴になっていると思うが、もう後には引けない。

「俺だって……俺だって、わかってるんだよ……。自分が間違ってるってことは……自分が、救いようがない変態だってことは──でもっ。千冬ちゃんは、こんな俺のことも、受け入れてくれたんだ……」

「……受け、入れ？」

「変態の俺とも、楽しく遊んでくれてるってことだよ。あの子と遊ぶだけで、俺の心は救われる。あの子の無垢な魂に触れているだけで、
醜
 みにく

 い部分が浄化されていく気がするんだ。いかがわしいことをするつもりなんて、
微塵
 みじん

 もない。千冬ちゃんと遊べれば……かわいい幼女と一緒に遊べれば、俺はそれだけで満足なんだ！」

「………………あ、そうですか」

　九鬼ちゃんは、まるで生ゴミを眺めるような目で俺のこと俺を見ていた。瞳から
嫌悪
 けんお

 と
侮蔑
 ぶべつ

 の感情が
溢
 あふ

 れまくっている。

　完全に見下げ果ててるな、俺のこと。

　ただでさえマイナスだった好感度メーターが、今、完全に振り切った気がする。

　しばらくして、九鬼ちゃんは深々と息を
吐
 は

 いた。

「えっと……それが、ちーちゃんの隠し事……文芸部に行かなきゃならない理由、ですか。なるほど……ちーちゃんは、アンドーさんのプライバシーのために秘密にしてたんですね。でも、なんか……思ってたよりしょうもない秘密、ですね……」

「パンドラの箱なんて、開けてみればそんなもんさ」

「は？　かっこつけないでください、変態のくせに」

「……ごめんなさい」

　恐ろしく冷めた目でこちらを
睨
 にら

 んできましたよ。この子の中で、俺が完全に格下の存在に成り下がったみたいだな。

　悲しいけど……心がへし折れそうだけど、まあ計算通りと言えば、計算通り。

　幼女に見下されるってのも、時には悪くない……たぶん。

　ともあれ。これで俺にできることは終わった。異能のことはなんとか誤魔化せたはずだろう。これ以上俺にできることはない。あとは──

「……クッキーっ」

　と。

　幼い声が聞こえた。

　顔を上げる。バス停の前には、いつの間にか青い軽自動車が停まっていた。後部座席のドアが開き、千冬ちゃんが降りてくる。

「千冬ちゃん……どうしてここに？」

「シハルに、頼んだ」

　車の運転席を見ると、そこには里見先生がいた。そうか。里見先生に連れてきてもらったのか。

「アンドーに任せっぱなしは、よくないから」

　……ははっ。なるほど、そりゃその通りだ。この手の問題は、結局は当事者同士でどうにかするしかない。

　嘘と誤魔化しは、もう終わりだ。

　ここからは、本物の友情の出番である。

「ち、ちーちゃん……」

「……クッキー、これ、あげる」

　千冬ちゃんはそう言って、なにかを差し出す。

　それは──ぬいぐるみだった。

　かわいらしいクマのぬいぐるみ。首元には、白いラインが入っている。

「これ……ツキノワグマ、かな？　なんか、ちょっとリッスンに似てるね……」

　九鬼ちゃんの言う通り、そのぬいぐるみはどことなくリスのリッスンと似ていた。おそらく、同じメーカーの同じシリーズの商品だろう。

「今、シハルと一緒に、ゲームセンターで取ってきた。クッキーに、プレゼントしようと思って」

　千冬ちゃんは言う。

「仲直りの、
印
 しるし

 」

「ちーちゃん……」

「千冬は文芸部が好き。アンドーも、トモヨも、ハトコも、サユミも、好き。だからこれからも、文芸部に行きたい……でも、クッキーのことも、好き。どっちも、すっごい好き……だから、だから……」

　その声は、不安と恐怖で小さく震えていた。

「クッキー……これからも、仲良くしてくれなきゃ、やだぁ……」

　素直な飾らない感情が、小さな口から、
溢
 あふ

 れ落ちた。

「……ちーちゃん、ごめんっ！」

　九鬼ちゃんが頭を下げた。

「私……怖かったんだ……。ちーちゃんが、高校生に
盗
 と

 られちゃうんじゃないかって、怖くなったの……。ちーちゃんがすごく楽しそうに話すから、
嫉妬
 しつと

 しちゃって……。私も、ちーちゃんが、大好きだから……」

　腕にクマのぬいぐるみを抱きしめ、素直な想いを乗せた言葉を
紡
 つむ

 ぐ。

「私も……ちーちゃんと仲直りしたい……」

　やれやれ、と俺は息を吐く。

　ようやく元の
鞘
 さや

 に戻ったか。

　そうだよなあ、よくよく考えてみれば、二人ともお互いを嫌いになってたわけじゃないんだ。どっちも『仲直り』したいと思っていた。なら、俺がなにもしなかったところで、二人は勝手に仲直りしていたのかもしれない。

「ごめんね……。私、ちーちゃんが、アンドーさんの面倒見てるなんて、知らなかったから。アンドーさんが、本物の変態だなんて、思わなかったから……」

　……なにもしなけりゃ、九鬼ちゃんから軽蔑されることもなかったしなあ。

「しょーがない。アンドーは、どうしようもない男だから」

　……一応、千冬ちゃんを含めた文芸部には俺の作戦を伝えてあるんだけど、今の台詞は、千冬ちゃんの本心からの台詞のように感じたのはなぜだろう？

「クッキー……これからも、千冬のこと、いっぱいお世話してね？」

「……うんっ」

　元気よく頷く九鬼ちゃん。いや……それでいいのか？　うーむ。まあ、いいのかな、この二人の場合は、それで。

「そうだ。クッキー、ぬいぐるみ、ちょっと貸して」

　ぬいぐるみを受け取ると、千冬ちゃんは俺を見上げた。

　ぐい、とぬいぐるみを差し出す。

「アンドー。この子、名前、付けてあげて」

「え。俺が？」

「アンドーに付けて欲しい」

　名付け親に任命されてしまった。
嬉
 うれ

 しい半面、下手なことは言えない、というプレッシャーに
駆
 か

 られる。

「そうだなあ……」

　考えながら空を見上げる。星が散らばる夜空の中で、
下弦
 かげん

 の月が、
淡
 あわ

 い月光を放っていた。今宵は三日月、か……。そしてぬいぐるみはツキノワグマ……ふむ。

「よし、決まった。この子は『
儚き月影の
 ネオルナテイツク

 ──」

「やっぱクッキーが付けて」

　俺からパッとぬいぐるみを取り上げて、クッキーちゃんへと戻す千冬ちゃん。

　いや……あの、ちょっと。せめて、最後まで聞いてよぉ……。

「……じゃあ、『ツッキー』ってのは、どうかな？　ツキノワグマだから……」

「うん。いい名前。クッキーの、ツッキー」

　そう言うと、千冬ちゃんは車に戻ってリッスンを取ってきた。そしてリッスンを顔の高さまで上げて、

「おうおう、ぬしゃが、
噂
 うわさ

 の新入りか？　名前は、なんちゅーんや？」

　と、下手くそな腹話術で、
似非
 えせ

 関西弁を披露した。
顎
 あご

 はやっぱりちょっとしゃくれている。しゃくれ千冬ちゃん、再び。

　九鬼ちゃんは一瞬戸惑った表情を浮かべるが、やがて、覚悟を決めたように頷いた。ツッキーを顔の位置まで上げる……って、え？　や、やるの？　腹話術に付き合ってあげるつもりなの？

「わ、わいは、ツッキーやでぇ……」

　
羞恥
 しゆうち

 で顔を真っ赤に染めながら、九鬼ちゃんは千冬ちゃんを真似て腹話術をした。

　恥ずかしいならやらなきゃいいのに……とも思うけど、そこが九鬼ちゃんの面倒見の良さなんだろうなあ。

　関西弁まで真似る必要はなかったと思うけどね。

「ほう、ツッキーか。ええ名前やないかい」

「あ、ありがとう、やでぇ……」

「わいはリッスン。よろしく頼むでんがな」

「よ、よ、よろしくやでぇ……」





[image: ]






　堂々と無茶苦茶な関西弁を口にする千冬ちゃん（リッスン）と、恥ずかしそうにワンパターンな関西弁を口にする九鬼ちゃん（ツッキー）。

　ああ……もう、なにこの図っ！

　なんてかわいいことしてんの、この二人！

　なんか、胸がめっちゃキュンキュンするんだけど……！

「ツッキー。クッキーはんのこと、頼むでえ。クッキーはんは、千冬はんの大切な友達なんやからな」

「わ、わかってるでぇ……」

　聞いてる方が恥ずかしくなるような、クオリティの低い腹話術を繰り返す二人だったけれど、その表情はとても楽しげだった。

　こうして──俺の
騎士
 ナイト

 としての物語は終わった。

　九つ首の鬼は元の心優しき少女へと戻り、創世の主は笑顔を取り戻した。

　そして二人は、いつまでも幸せに暮らしましたとさ。

　めでたし、めでたし。
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「あ。ロリコンナイトが来たわよ」

　翌日の放課後、
俺
 おれ

 が部室に入るなり、
灯代
 ともよ

 がにやにやとしながら言った。

「うっせ。誰がロリコンナイトだ。この
究極の騎士
 ナイトオブナイツ

 を
捕
 つか

 まえて」

　舌打ち混じりに言い返すが、にやにやしてるのは灯代一人ではなかった。

「ジューくんは、ロリコンさんだねー。本当、困ったさんなんだから」

「今までのどんな二つ名よりも
安藤
 あんどう

 くんにお似合いですね、『ロリコンナイト』」

　くっ。みんなしてよってたかって俺をいじりやがって……。抗議の言葉を考えていると、
千冬
 ちふゆ

 ちゃんがトコトコと俺の元まで歩いてきた。

「アンドー、見て見て」

　言いながら、自分の頭を指す。見れば、なんと千冬ちゃんがツインテールになっているではないか。

「クッキーに、やってもらった」

「そうか。もう、バッチリ仲直りできたんだね」

「うん。ね、アンドー、かわいい？」

　上目
遣
 づか

 いで
尋
 たず

 ねてくる。正直に言うと、
滅茶苦茶
 めちやくちや

 かわいい。スカウターが壊れる勢いでかわいい。ツインテール。それは──ロリの代名詞。

「かわいいよ、千冬ちゃん」

　胸に生まれた感情のまま素直に
褒
 ほ

 めると、千冬ちゃんは小さくはにかんだ。

「じゃ、アンドー。千冬のこと、好き？」

「え……。いや、まあ、好き……だけど」

「そっか。じゃ、やっぱり、アンドー、ロリコン」

　そう言って
悪戯
 いたずら

 っぽい笑みを浮かべる。そして始まる、女子全員による盛大なロリコンコール……ああもう！　別にいいよ、ロリコンで！

　ひと通り俺を馬鹿にし終えると、千冬ちゃんは再び口を開いた。

「ね、アンドー。小学校、何歳で卒業した？」

「何歳って……十二歳だよ。小学校は、普通は十二歳で卒業だから」

「十二歳。千冬、十歳だから、あと二年か……。長いなあ」

　その発言に──小学校を早く卒業したい、とも取れるその発言に、胸がざわつく。

　そういえば、すっかり忘れていたけど……あの、退学騒動はなんだったんだろうか。九鬼ちゃんが関係しているのかと思ったけど、もしかして、違うのか？

「……ねえ、千冬ちゃん。もしかして小学校、楽しくないの？」

「？　ううん。楽しい」

　千冬ちゃんはあっさりと言った。

「毎日毎日、超楽しい。友達、いっぱいいるし。クッキーとも、仲直りできたし」

「え、えっと……。じゃあ……別に、小学校に行きたくないってことはないの？」

「うん。なんで？」

　やはりあっさりと言う千冬ちゃん。
嘘
 うそ

 をついている様子も、無理をしている様子もない。あれー、おっかしいな。てっきり、なにか学校で嫌なことあるんだとばっかり思ってたんだけど。

　俺は思い切って、核心に迫る質問をする。

「それなら、どうしてこの前、小学校
辞
 や

 めようとしたの？」

「あれは……」

　千冬ちゃんはかすかに言い
淀
 よど

 む。

「……小学校辞めて、高校に入ろうと思った」

　一瞬、我が耳を疑った。高校に入ろうと思った？

「……高校って……この、
泉光
 せんこう

 高校にって、こと？」

　千冬ちゃんは少し恥ずかしそうに「うん」と頷いた。

「この中で、千冬だけ、高校生じゃないから、嫌だった。千冬も、ちゃんとしたメンバーになりたかった」

　文芸部のメンバーは五人。

　俺はそう思っているし、他のみんなもそう思っているだろう。

　でも、学校側の記録には、四人となっている。

　当然ながら──姫木千冬の名前は存在していない。

「だ、だったら、こないだ、学校サボったのは……？」

「あれは、勉強してたから」

「勉強？　え、千冬ちゃん、学校サボって家で勉強してたの？」

「小学校は、退学できないってわかったから、飛び級しようと思った」

「飛び級!?
 」

「飛び級すれば、高校生になれると思った」

　……すげえ発想するな、この子は。他のみんなと同じじゃ飛び級はできないって考えて、家で独学で勉強してみたってわけか。

「でも……無理だった。勉強、むずくて、すぐ
止
 や

 めちゃった」

　飛び級のための独学計画は、結局一日で
挫折
 ざせつ

 したらしい。それで、いつも通り俺らのとこに遊びに来たってわけか。

「千冬ちゃん……。じゃあ、小学校でなにか
辛
 つら

 いことがあるわけじゃないの？」

「？　別に」

「ほ、ほんとに、ただ高校に通いたかっただけなの？」

「うん」

　迷いなく頷く千冬ちゃん。

「……なぁんだよぉー。心配して損した」

　俺は背もたれに体を預け、天を
仰
 あお

 いだ。自然と笑みが溢れる。他のみんなも、
安堵
 あんど

 しきったような表情になっていた。

「なんか、千冬ちゃんらしいねー」

「私らも、まだまだ千冬ちゃんをわかってなかったみたいね」

　鳩子と灯代が
微笑
 ほほえ

 み混じりに言った。千冬ちゃんは少し
頬
 ほお

 をふくらませ、むっとした表情になった。

「笑い事じゃ、ないのに」

　慌てて笑みを引っ込める。そうだった。笑ったら失礼極まりない。千冬ちゃんは、そこまで真剣に、俺達と一緒にいたいと考えてくれたのだから。

「千冬さん。異能のこと辛くないですか？」彩弓さんが言う。「異能に目覚めたこと。異能のことを、周囲に隠しておくこと。そういうの、辛くないですか？」

　表情は笑顔だったが、その目はひどく真剣だった。

「ん。だいじょーぶ。みんないるから、へーき。アンドーとトモヨとハトコとサユミも一緒だから、へーき」

　あとクドーも、と千冬ちゃんは付け足した。

「そうですか……やれやれ。どうやら私は千冬さんを過小評価していたようですね」

　彩弓さんは苦笑した。

「それに──千冬は、異能、目覚めてよかったと思ってる」

　リッスンを抱きしめながら、千冬ちゃんは言う。

「《
創世
 ワールドクリエイト

 》のおかげで、小学校からここまで、すぐ来れる。歩くの疲れるなー、って思ってたから、ちょうどよかった」

　そういや千冬ちゃん、昔は歩いて遊びに来てたんだよな。だから、来るのが今よりも少し遅くて、遊べる時間が今よりも少なかった。

「いろんなもの
創
 つく

 れるから、いろんな遊びができて、楽しい。テニスとか、コスプレとか、ギターとか。もっとみんなと、いろんなことして遊びたかったから」

　俺達と遊びたかった、か。

　そんな風に言われることが、素直に
嬉
 うれ

 しかった。

「だとすると……《
創世
 ワールドクリエイト

 》は、まるで千冬ちゃんの願望が
叶
 かな

 ったみたいな異能だね」

「うん。たぶん、そんな感じ」

　俺の何気ない言葉に、千冬ちゃんは小さく頷いた。

「楽しいから、おっけ」

　と言って、Ｖ
 サインをこちらに向ける。なにも考えていないような様子だったけれど──どうしてか、やたらとかっこよく見えた。

　もしかすると千冬ちゃんは、この中の誰よりも精神的に強いのかもしれない。

　半年前から──この子の
無邪気
 むじやき

 さや
無垢
 むく

 さ、そして前向きさには、何度も救われた。

　なにも考えていないようで、物事の本質だけは
見据
 みす

 えている気がする。

「それで千冬ちゃん。もう、高校編入計画は
諦
 あきら

 めたんだよね？」

　俺が問うと、千冬ちゃんは口をへの字にした。

「……しょーがないから、諦める。退学、できないし、勉強、むずいし。それに、クッキーとも、もっと遊びたいから」

「そうか」

「でも、だいじょぶ。千冬が高校に入らなくても、そのうち、アンドーに追いつくから」

「……うん？　どういう意味？」

「他のみんなには無理だけど、アンドーとは、そのうち、同い年になれる」

　……なにを言ってるんだろう、この子は。

　安藤
寿来
 じゆらい

 、十六歳（もうすぐ誕生日で十七歳）。

　
姫木
 ひめき

 千冬、十歳（今年の誕生日はもう過ぎている）。

　俺達の年齢差を
埋
 う

 めることは、当然ながら不可能だ。俺がコールドスリープするか、千冬ちゃんが『ザ・グレイトフルデッド』を食らうしかないと思うが。

「十二で、小学校卒業だから……それに二を足して……うん。あと四年で、千冬はアンドーに追いつく」

　あと四年ってことは、十四歳？　ううん？　仮に俺の年齢が今のまま止まったとしても、俺は十六歳だから、同い年ではないと思うんだけど。

　俺以外のメンバーも、みんな疑問の表情を浮かべていた。そんな中、彩弓さんが「……ああ、なるほど」と、納得の声を上げた。

「うふふ。確かにあと四年ですね」

「……あーっ、そういうことか！　なるほどねー」

「え、え、どういうこと!?
 　灯代ちゃん、教えてよ～～」

「だからね鳩子、つまり……」

「ふんふん……あ、あー、そういうことかー。ふふ、そうだねー、
確
 たし

 かに同い年だっ」

　女子全員が納得し、そしてニヤニヤと俺を眺めた。

「な、なんだよ、みんなして！　お、俺にも教えてくれよ！」

　俺が
焦
 あせ

 り、女子高生陣がクスクスと笑っている中、千冬ちゃんが口を開く。

「あと四年で、千冬は、中学二年生になる」

　中学二年生。

　つまり──中二。

「そしたら、アンドーと同い年。だって、アンドーはずっと『ちゅーに』だから」

「…………ふはっ」

　俺は、思わず噴き出してしまった。なるほど、そういうことか。

「その通りだぜ、千冬ちゃん」

　俺は椅子から立ち上がり、
仰々
 ぎようぎよう

 しく両手を広げ、高らかに宣言する。

「我が名はギルディア・シン・
呪雷
 ジユライ

 ！　この先、
幾星霜
 いくせいそう

 の年月が流れようとも、俺は『
厨二
 ちゆうに

 』の座にて貴様を待つ！」

　にやりと口角を
吊
 つ

 り上げ、とびっきりかっこいい笑みを浮かべてみせる。

「うん」

　千冬ちゃんは頷き、

「厨二、
乙
 おつ

 」

　灯代は肩をすくめ、

「ジューくんはずっと『ちゅーに』だもんねー」

　鳩子が微笑み、

「『幾星霜』が、そもそも『長い年月』という意味ですから、『幾星霜の年月』というのは『頭痛が痛い』のように、意味がかぶっていますね」

　彩弓さんがわざわざ
凹
 へこ

 むことを言った。

　そして──いつも通りの部活動が始まる。

　さて。

　今日はなにをして遊ぼうか。






あとがき











『
厨二
 ちゆうに

 病』という言葉は、一昔前までは単なる
蔑称
 べつしよう

 であり、非難や
揶揄
 やゆ

 の言葉であったように思います。

　けれど最近では、ポジティブな意味合いで『厨二病』という言葉が使われる場合も多くあるような気がします。たとえば異能バトル系の作品に対して「厨二っぽくて好き」「厨二心をくすぐられる」などの好意的な感想を見かけることがあるでしょう。

　不思議なもんですね。

　とある一つの作品があり、その作品に対する感想の中に「厨二っぽい」「厨二力が高い」とあったとき、それは果たして賞賛なのか、それとも
罵倒
 ばとう

 なのか──

『役不足』や『確信犯』という言葉が、時代の波に
揉
 も

 まれて言葉の意味を変えてきたように、『厨二病』という言葉も、現在進行形で変化し続けているのかもしれません。

　というかまあ、すでに『厨二病』という言葉は、元々の意味とはかけ離れているのかもしれませんけれど。

　そんな激動の時代の中、今作のキャラクター達はいかにして『厨二病』と向き合っていくのか。我ながら面倒くさいテーマにしちゃったなあ……、と反省してます。でも後悔はしてません。

　そんなこんなで
望公太
 のぞみこうた

 です。

　今回、作中に
福島
 ふくしま

 弁を話すキャラクターが登場しますが、そのキャラが話す福島弁は僕の地元の方言を元にしています。同じ福島でも、
会津
 あいづ

 、県北、いわきなどの地区によって方言が変わるため、某ドラマに登場する会津弁とはびみょ～に違ったりもするのですが、そこら辺はまあご容赦ください。

　なお、今回はページ数の都合でネクストプロローグはありませんが、四巻も発売する予定ですのでご心配なく。わざわざ説明するまでもなく、順番から言ってあのキャラメインの話になると思います。

　以下謝辞。

　担当の中溝様。毎度毎度お世話になります。これからもよろしくお願いします。

　イラストレーターの０２９様。今回も素晴らしいイラストをありがとうございました。０２９様から頂くラフやイラストを見るたびに、すさんだ心が癒されるようです。

　最後にこの本を手にとってくださった読者の皆様に最大級の感謝を。

　それでは、縁があったらまた会いましょう。


望公太　　







著者


望　公太（のぞみ　こうた）



　望公太の黒歴史その三。

　学生時代の口癖シリーズ。

①「所詮は人の子か……」

　完璧っぽい人が凡ミスしたときや、心優しい人が性悪な一面を見せたときにこっそりと呟いてた。机に頬杖を突き、ため息混じりで、はるか高みから見下ろすかように。





イラスト


０２９（おにく）



「はたらく魔王さま！」（ＡＭＷ）、「ドラゴンライズ」（小学館）挿絵担当。





　幼女はいいものだ。ｐｒｐｒ







ファンレター、作品の感想をお待ちしています






＜アンケートページはこちら＞

https://emob.jp/m/fi.php?a=gabunko&d=6&i=4953

[image: ]



（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取ればアンケートページにアクセスできます）
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「望　公太先生」係

「029先生」係
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異能
 いのう

 バトルは
日常系
 にちじようけい

 のなかで３
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